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   第一話　藍斗とぽん



  


   １　胸が苦しいのは何な故ぜ?

  

  「間違いないわ……ＩＱ２００のこの私の頭脳が、無秩序に広がる電脳の海から……真実を導き出したのね」

  　国こく分ぶ藍あい斗とは、パソコンのディスプレイにでかでかと表示されたぽんの画像を見つめながら、ううむと唸うなり声をあげた。

  「そうよ……わかったッ!!　……ぽんのこの体型は……『つるぺた』だわ!」

  　東京の湾岸部に程近い、タワーマンションの十九階。

  　開あけ放たれた窓から吹き込んできた初夏の夜風が、シックなグレーのカーテンを揺らしている。窓の外には、街の光を分断するように横たわる暗い運河と、遠く輝く都心の夜景が広がっていた。

  　時刻は夜の九時。普通の家庭ならば、食事を終えてテレビを囲みながら家族団らんの時間だろうが、今夜も父親は研究室に泊まり込み、母親も学会で留守にしている。

  　もっとも、それは珍しいことではない。物心ついた頃ころから、夕食はひとりで取るのが習慣だったし、それを寂しいと思ったことは一度もない。

  　むしろ、今の藍斗にとっては、余計な邪魔が入ることなく大切な研究──十八歳処女喪失幸福論──に没頭できることは好都合でもある。

  　専門書や科学雑誌がぎっしりと詰まった本棚に囲まれた自室で、デスクの前に座った藍斗は、目の前のアイスティーのグラスを口へと運んで喉のどを湿らせると、もう一度、ディスプレイに映し出された画像に目をやった。

  　淡く発光する画面上にあるのは、聖せい・九くの宮みや学園高校一年中なか山やま素もと、通称「ぽん」の画像だ。

  　藍斗が部長を務める聖・九宮学園理念研究部、略して「セク研」の部室で撮影されたもので、ぽんは布張りの椅い子すにちょこんと腰掛け、脚をハの字にして膝ひざを突き合わせている。

  　ポップコーン好きが高じて、ぽんというあだ名をつけられたというだけあり、右手にポップコーンの袋を持ち、満面の笑えみを浮かべて左手は大きくピースサイン。

  　成長を見越してわざと大きめのサイズにしたのか、それともただ単にぽんの小さな身体からだに合うサイズの制服がなかったのか、聖九高校セクコー指定夏服のブラウスの中で身体が泳いでいて、胸のふくらみもまったくといっていいほどにない。

  　藍斗はキーボードを叩たたいてパソコンにぽんの身体の測定サイズを入力。３Ｄモデリングソフトによって、画面の中でぽんの凹おう凸とつのない身体が立体化され、くるくると回転する。そのフラットな体躯を見て藍斗の胸がどくん、と波打った。

  　そう、ぽんの特徴といえば、まず浮かんでくるのが、まるでまな板のようなトリプルＡカップ。そのとても高校生とは思えないぽんのロリータボディを想像するたび、何な故ぜだか藍あい斗との胸は締めつけられるように痺しびれ、ドキドキと動どう悸きがしてしまう。左腕にはめている腕時計に似た形の心拍計の液晶に表示されている数字は１３０。通常、藍斗の心拍数は80前後なので、異常な数値だ。

  　いつの頃ころからか、突然、脈が上がったり、動悸がしたり、体温が上昇したりするようになった。胸がぐっと苦しくなることや、掴つかまれたようにキュッと痛むことさえもある。

  　最初は病気ではないかと心配したのだが、こういった症状が発生するのは、ぽんを目にした時や、ぽんと話をした時、ぽんのことを考えた時、とすべてぽんが絡んでいることに気がついた。ならば、原因はぽんにあるに違いない。しかも最近は、ぽんを見たい、ぽんと話がしたいと突然思ったり、気がつくとぽんのことをぼんやりと考えていたりする。

  （なんでぽんを見ると、こう……心も身体からだも、通常とは違った反応を示すのかしら。あぁ、わからなくってムシャクシャするわ）

  　割り切れない気持ちで、ヘアバンドで止めた風ふ呂ろ上がりの濡ぬれ髪をくしゃくしゃとかき乱した。洗ったばかりのシャンプーの匂においが辺りに漂う。

  （なんとしてでも、この異変がなんなのかを突き止めなくては……そう、何故ぽんなのか。ぽんとほかの部員との差異を調べていけば、何故ぽんにだけ特別な反応を起こすのかがはっきりするに違いないわ）

  「……ということで、まずはつるぺたよ」

  　マウスを操作してブラウザの検索窓にぽんの一番の特徴である「つるぺた」と打ち込んだ。すると、「つるぺたマニアックス」「つるぺた女子」「つるぺたラブ」となんと約１５９万件ものサイトがヒットする。

  「なんなの、つるぺたって……こんなに人気があるの?」

  　そもそもつい先ほどまで「つるぺた」という単語さえ知らなかった藍斗である。ぽんのことが気になる理由をはっきりさせようと、「貧乳」とか「痩やせすぎた女の子」とか「胸がない」などというキーワードで検索していたところ「つるぺた」という言葉を知り、そしてその横に添えられていたイラスト・画像・説明文から、ぽんは「つるぺた少女」ではないかと、結論を導き出したのだが……。

  「ええと。『つるぺたとは萌もえ属性である』……」

  　呟つぶやきながらも、藍斗の視線は次々に開くウィンドウを高速で移動し、必要な画面を選び出してはスクロール。尋常ならぬ速さで情報を読み取っていく。

  （学問書や文献はさんざ読み漁あさってきたけど、こういう最近のムーブメント的なものを一切スルーしていたなんて迂う闊かつだったわ。もう少し、こういった分野のフィールドワークも必要ね）

  　つるぺたサイトのいくつかをブックマークに入れると、画像検索に切り替える。

  「ようするに、私は『つるぺた』という記号化された身体的特徴に対して、『萌もえ』という、なんらかの精神的欲求を感じているということだと思うんだけど……」

  　心拍計の数字を見ると78。正常値に戻っている。

  「……試してみる価値があるわね」

  　藍あい斗とは大きく息を吸い込むと、ずらりと並んだ検索結果のサムネイル画像の中から、目についた一枚の画像を選んでクリックする。画面いっぱいに現れたのはアニメか漫画の一カット。子供顔の女のコが、かろうじて乳首と割れ目だけが隠れるビキニ姿で股またを開いている。細身のひょろりとした体型で、ぽんにどことなく似ていなくもない。

  　心拍数を確認すると１０２という数値を叩たたき出している。

  （なにッ!?　心拍数が上がってる!）

  　釈然としない思いで、また別の画像を表示させた。

  　今度のイラストのモデルも、幼顔の少女である。水中からプールサイドに上がろうとしている瞬間を描いたもので、スクール水着を着用している。全体的な肌色面積は先ほどよりも少ないとはいえ、水に濡ぬれたスクール水着はぴったりと身体からだに張りつき、生き地じを通して胸のぺたんこぶりが強調されている。

  （さ、さっきよりも露出度的には少ないのに……なんでかいやらしい。いやらしすぎるわ。なんなの、これ）

  　胸がドクンと高鳴った。心臓から大量の血液が血管へと押し出され、頭に血が昇る。心拍計を見ればなんと１１０超え。まるで運動でもした後かのような数値だ。

  （も、もしもぽんがこんな格好をしたらどうなるのかしら）

  　目の前の二次元少女を頭の中でぽんに挿すげ替える。

  （だ、だめ。なんかその想像はインモラルというか、背徳感というか……だぁっ、妄想が暴走!　急ぐな青春落とすな命ッ!）

  　しかし、脳内から掻かき消そうとすればするほど、くっきりと脳裏に湧わき上がるぽんのスクール水着姿。とたん、心臓がまるで過酷なスポーツをした後のようにさらに激しく鼓動を打ち始めた。１６０という高数値は、マラソンや全力疾走をした直後にも勝る。藍斗がしたことといえば、目の前の画像がもしもぽんだったら、という想像だけなのに。

  （制服姿のぽんの実画像よりも、よりつるぺたが強調されたぽんを想像したほうが心拍数が上がるだなんて……「萌え」っていったいなんなの?）

  　同性のぽんに対して、性的興奮だなんてありえない。だとすればこの感情はなんなのか。

  「実在のぽんという、膨ぼう大だいなノイズのある情報よりも、『つるぺた』や『スク水』などより単純化された記号によって、この感情は増幅されるんだわ……ということはつまり……」

  　ブツブツと呟つぶやきながら、萌えの概略を理解するヒントがそこにないかと、目を皿のようにしてつるぺた少女のイラストサムネイルを見つめていると、ふとあるキラメキが脳内に閃ひらめいた。

  「きっと、愛や性欲という不確定でノイズだらけの『感情』を、理論化できるヒントがここにあるはずッ!!」

  　藍あい斗との脳内を凄すさまじいスピードで思考が駆け巡る。

  （この心拍数、感情の高ぶりエネルギーの原点は、欲求の高まり!!　「萌もえ」とはズバリ知的欲求のことなんだわ）

  　ぞくりと背中が粟あわ立だった。今までまるで知らなかった知的世界が一気に開けたように、目の前が明るくなる。藍斗の中の知的欲求がもっと知りたい、もっと学ばせろとザワザワ蠢うごめき始める。

  （ムフフフフフ……真理にまた一歩近づいて、私の脳の欲求が最大値に達してフル回転しているわ!　もっともっと、ほかにはどんな記号が……）

  　指先をキーボードに叩たたきつけるように動かして、次々と新しいウェブページを開いていく。

  「あ、あった。これよ、これだわ!　さすがは知の集合体、インターネットね!」

  　藍斗は感心したように呟つぶやくと、満足げに微笑ほほえんだ。

  　さらにどこの誰だれだかは知らないが、細かい情報をひとつにまとめてくれている「まとめサイト」まで開設してくれているのだから便利なことこの上ない。

  （ふむふむ。眼鏡めがね……眼鏡はイマイチね）

  　頭の中でぽんが眼鏡をかけている姿を想像する。決して悪くはないが、格別に萌もえというわけでもない。心拍計にも変化はないようだ。

  （眼鏡にはそれほど萌えないみたいね。次は、メイド?　ああいう合理的じゃない服は好きじゃないけど……でも、この太ももとスカートの間はなかなかいいわね。胸がちょっときゅんってするわ）

  　少し心拍数が上がっている。この『萌え』とは、ひょっとして対象の肉体露出度と関係があるのかもしれない。

  「でも、さっきの極小ビキニよりも、スクール水着のほうが肌面積は少ない。ということは、露出度＝萌え度アップ、というわけではない。なるほど、興味深いわ……こ、これは、すごい、すごいわっ、縞しまパンキタ──────ッ!!」

  　興奮のあまりにその場で立ち上がり咆ほう哮こうをあげる。はずみでグラスの中の液体が揺れて少しデスクに零こぼれてしまった。

  （……今の叫び!　私の脳が電脳世界にいる不特定多数の人たちと無意識にシンクロした!　やっぱり、この感情を理論化できれば、私の十八歳処女喪失幸福論は完成されるはず!）

  　思考しながら藍斗ははたと我われに返ると、ティッシュで零れた茶染みを拭ぬぐう。

  （ぽんに対する「萌え」は、ぽんのつるぺたに象徴されるなんらかの記号が、私の知的欲求に訴えかけているということだけど……）

  　藍斗は、デスクの前に腰を下ろすと、パソコンのディスプレイを閉じてじっと思考の海にダイブする。

  （ぽんを見ていると……なんだか頼りなくて守ってあげたいって思うのよね。つまり、私の感情は……庇ひ護ご欲よく?）

  　けれど、それでは、ドキドキと胸が高鳴る理由がわからない。

  （ドキドキっていうことは……興奮しているということだけど）

  　それはつまり、脳内に神経を興奮させる神経伝達物質、ノルアドレナリンが分ぶん泌ぴつされているせいだと考えられる。

  　ノルアドレナリンが分泌されるのは、敵に出会った緊急反応といわれている。

  （まさか、ぽんを敵だと認識してるってこと?）

  　いくらなんでもそれはないだろう。

  　だとすると、いったい?

  （ダメだわ……さっぱりわからない……わからない……わからない）

  　論文完成に向けて少しでも研究を進めたいところなのだが、このままではまったく手につかない。

  （こんな気持ちになったのは初めてだわ。いったいどうしちゃったのかしら、私。変よ。こんなに感情が抑おさえきれないなんて……）

  　ぽんのスクール水着姿と縞しまパン姿が脳裏に交互に浮かんでは消えていく。

  （ああ、ダメ。ちょっとクールダウンしないと）

  　藍あい斗とはヒートアップする脳の熱を冷ますかのように、左手をおでこに当てると立ち上がる。ぬるまったアイスティーに氷を追加すべくグラスを持ち上げると、部屋の隅に置かれた姿見に映った自分と目が合った。

  　風ふ呂ろ上がりの部屋着として素肌のまま着ている淡いブルーのシャツワンピースは、ジャージやＴシャツよりも襟えりがある分だけ、気が引き締まる感じがして藍斗は好きだった。パジャマ兼用なので、サイズは大きめ。しかしそれでも胸部はそのふくらみを誇こ示じするかのように前方へつんと突き出し、コットンの生き地じを張り上げている。

  （同じ胸でもずいぶん違うものね。ぽんのことを考えると、今までの私の理論や性的魅力という基準に、自信がなくなってくるわ）

  　グラスをデスクの上に置いて、そのふたつの頂いただきを自みずからの手で掬すくうと、ずしりと重い感触が伝わってくる。

  （確か、おっぱいの成分は、九割が脂肪で一割が乳にゆう腺せん。ということは、ぽんには圧倒的に皮下脂肪が足りないのね。それに乳首もまだまだ未発達だったはず）

  　シャツのボタンを外すと、ぽろりとノーブラの胸がまろび出た。その桃もも色いろの先端は上を向いて立っている。

  （ぽんのこの部分は乳輪の中に埋まい没ぼつしていた。同じ年齢の私たち女子とはいっても、個体差は千せん差さ万ばん別べつ。ホモサピエンスとしての種は同じなのに……。はっ!　そうだ）

  　閃ひらめきが再び藍あい斗との脳のう髄ずいに迸ほとばしった。姿見の前からさっと身を翻ひるがえし、壁の本棚に向かうと、ずらりと並んだ蔵書の背表紙を順番に確認していく。

  「あった!」

  　一冊の本を取り出すと、ぺらぺらとページをめくり、目的の箇所を探し出す。

  「そうだわ、やっぱりキーポイントは個体差にあったのよ。これなら一石二鳥……明日の実験はこれにしましょう」

  　藍斗は再びパソコンの前に移動すると、もの凄すごいスピードでキーボードを打ち始めた。

  

  　昨日までしとしとと降りしきっていた長雨のせいか、聖せい・九くの宮みや学園高校の中庭の土はしっとりと濡ぬれ、下草は瑞みず々みずしくその葉を初夏の風にそよがせている。

  　藍斗は、腰まで伸びた烏からすの濡れ羽ば色いろの黒髪をさらりと揺らすと、たっぷりと水を吸って柔らかくなった土の感触を楽しみながら、ローファーのつま先を前へと踏み出した。

  　向かう先は自みずからが部長を務めるセク研の部室である。

  （なんて絶好の水浴び日び和より。これなら問題なく今日の『実験』も遂行可能ね）

  　天には燦さん々さんと輝く眩まばゆいばかりの太陽。風はからりと乾いて爽さわやか、遠くから響いてくる鳥たちのさえずりでさえも夏の訪れを祝福しているかのように聞こえる。
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  　藍あい斗とは寝不足ぎみの目を眩まぶしげに細め、雲ひとつない青空を見上げると、昨晩読んだ文献を頭の中で反はん芻すうする。

  　その文献によると、女性のウエストとヒップの最も理想的な比率は７対10であるという。そこには、女性の身体からだはこの比率に近ければ近いほど、健康であると同時に男性にとって性的アピールを感じさせるということが、アメリカの某社会心理学者によって証明されていると記されていた。

  　部長を務めるセク研の活動目的が「十八歳で最高の処女喪失をすること」である以上、部員たちはこの比率のウエストとヒップを持つことが理想的だといえよう。

  　もっとも、部員たちのほとんどは皆、生まれながら体型的には恵まれている。

  　副部長の実じつ相そう寺じ那な美み香かは、建築から金融鉄道造船鉱業までを擁ようする日本屈くつ指しの友ゆう愛あいコンツェルンの令嬢というスケールと同じく、アメリカ・ロシア・ブラジルなど世界のティーンエージャーたちと比べても遜そん色しよくないワールドカップレベルのボディの持ち主。ぽんと同級生の新入部員、宮みや家けるりも、背丈こそ１５０センチちょっとのちびっ子ながら、さすがは元アイドルを母親に持つだけあり、発達すべきところはきちんと育った均整の取れたプロポーションをしている。

  　父はノーベル賞学者で、母は大学教授、そして自みずからも知能指数２００を超える頭脳派の藍斗自身にしても、すらりとしたスリムな体型ながら、バストやヒップなどは自分でも戸惑うほどに成長を遂げている。

  　偶然にもこのナイスバディ揃ぞろいのセク研の中で、ぽんだけは異色。

  　スクール水着を入れたサブバッグの持ち手に力を込めると、新入部員として今年の四月からセク研のメンバーに加わったぽんの姿を思い浮かべた。

  　驚いた小動物のようにまんまるつぶらな瞳ひとみを包む輪郭は柔らかな丸顔。その周りをふわんと包むように薄茶色の猫ッ毛が覆おおっている。小さな唇くちびるにこれまたちょこんと可愛かわいらしい鼻。完かん璧ぺきな美少女とまではいかなくとも、愛くるしい顔立ちのぽんなのだが、その体型は未成熟もいいところの子供ボディ。78センチＡＡＡトリプルエーカップのバストにヒップ79センチの痩やせっぽちな身からだ体は、限りなくぺったんこに近いフラット。理想比率７対10など夢のまた夢。

  　全四名のセク研のメンバーの中で、ぽんひとりだけ「最高の初体験」に臨のぞむには発育がまったく足りていない。

  　ぽんのつるぺたが「最高の初体験」を邪じや魔まする一因となることに気がついてしまった以上、放ほうっておくことはできない。身体を理想比率に近づけることは大切な活動の一環だ。さらに、ぽんのつるぺたなボディを目まの当たりにして、どの記号に藍斗の心拍数が反応するのか。これを実験すればぽんの中の隠された「記号」と感情の起伏のデータがとれる。つまり感情を理論化、または数式化することに一歩近づける。

  　これぞまさに両得。

  　しかし、問題はどうすればウエストとヒップの比率を７対10にできるのかだ。

  　ぽんの体型では、これ以上ウエストを細くしようがないから、試すとすれば豊ほう尻こう術である。

  　しかし、豊胸術は数あれど、お尻しりとなるとあまり聞いたことがない。

  　ようするに脂肪を増やせばいいわけなのだが、かろうじて見つかったのは、肥こえさせるために雛ひなのうちに首から下を土に埋める北ペ京キンダック方式や、常に餌えさを飽和状態にしておく豚ぶた方式といった動物関連ばかり。しかし目的はあくまでも黄金比。増やしたいのはお尻の脂肪だけで全身に肉がついてしまっては意味がない。

  　どうしたものかと、動物図鑑をめくりめくり悩んでいたところで、藍あい斗との目に入ったのは海アザ豹ラシだった。

  　海豹。鰭き脚きやく類るいに含まれる海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいのグループで、アザラシ科、もしくはアザラシ科アザラシ亜科に分類される。その肉は脂肪が多く、人間に例えると臀でん部ぶの辺りは、特にどっしりとしている。

  　この海豹は大自然の過酷な状況でどうやってここまで肥えることができるのか。

  　自分の好きで高校課程に残り勉学に励んでいるものの、実のところは飛び級が認められ、イェールやハーバードからも入学の誘いが殺到している超天才児の藍斗が、朝日がすっかり昇りきる頃ころまで熟考に熟考を重ねた結果、達した結論はひとつ。

  （……海豹みたいに冷水に長時間浸つかっていれば、寒さから身体からだを守ろうとして脂肪がついて、お尻も大きくなるんじゃないですかね?）

  　名づけて「海豹大作戦」。

  　わかりやすく言えば、冷たい水を満たしたプールで水遊びをすることが本日の部活動だ。

  （ぽんの生スク水……ああ、知的欲求がこみ上げてくるわ!）

  　藍斗は、胸をわくわくときめかせながら、校花である百ゆ合りの彫り込まれたセク研の部室の扉に手をかけた。

  　戦後間まもなくの１９４６年。戦乱で荒廃した女子の心を救うためにイギリス・ナインサイン修道会のシスターに設立されて以来、純潔教育に重きを置き、今となっては良家の令嬢が通うことで有名となった聖せい・九くの宮みや学園高校の学まなび舎やは、その名門の名に相応ふさわしく荘厳な佇たたずまいを持っている。

  　歴史の重さを感じさせるゴシック様式の本校舎と、白亜の尖せん塔とうを持つ礼拝堂兼講堂の間にある中庭の隅、鬱うつ蒼そうと茂った森の奥に建っている蔦つたに覆おおわれたクラシカルな洋館がセク研の部室棟である。

  　しかし、部室といっても、建物まるごとがセク研専用という贅ぜい沢たくぶり。そしてその内装もまた、細部まで凝った細工のなされたアンティークの家具に薔ば薇ら色いろの絨じゆう毯たん、フリルのついた華美なカーテンといった乙女おとめ成分たっぷり、揃そろえるのにかかったお金もたっぷりという豪ごう奢しやな代物だ。けれども、質素を善よしとし、無駄を嫌う学者の家に育った藍斗にとって、フリルやレースなど、まったく興味の対象ではない。

  　横目で見流して奥へと進むと、おっとりとした声に迎えられた。

  「御機嫌よう、藍あい斗とさん。あら?　顔色がなんだか悪いですわ。お具合でも悪いのでして?」

  　声の主は、まるでティースプーンに山盛り十杯の砂糖入りミルクティーのような、この激甘少女趣味空間になんの違和感もなく溶け込む美び貌ぼうの少女・那な美み香かだった。

  　部屋の真ん中に置かれたテーブルセットのチェアに腰掛けて、この部屋には少し不似合いなノートパソコンをその華きや奢しやな指で弄いじくっている。

  「御機嫌よう、那美香。そうね、体調は至って普通。ただちょっと寝不足だわ」

  「また遅くまで論文を書いてらして?」

  「うん……まぁ、そんなところ」

  　まさか今日の実験について考える合間に、ぽんのスク水姿を想像しては悶もん々もんとして、朝まで寝つけなかったとは口が裂さけても言えない。藍斗はポーカーフェイスを装よそおうと、那美香の前のチェアに腰を下ろした。

  「藍斗さんは、何かひとつのことが気になり始めると、それ以外のことが考えられなくなる性た質ちですものね。うふふ」

  　那美香が垂れ目ぎみの顔に悪いた戯ずらっぽい表情を浮かべながら、意味ありげな笑いを投げかけた。鼈べつ甲こうのカチューシャで押さえた豊かな栗くり色いろのロングヘアがふわりと揺れて、シナモンとヴァニラエッセンスに麝じや香こうを加えたような濃厚な甘あま香かがふわりと香る。

  「……何よそれ、どういうこと?」

  「別に他意はないですわ。それにしても暑いですわね。ちょうど水着にでもなりたい気分でしたから、今日の部活はプールだとメールが来た時は嬉うれしかったですわ」

  「でもぽんの実験のために冷水プールなの。だから、那美香は水には入らないで日光浴になるけどいい?」

  「ええ、もちろん。わたくし、あまり身体からだを濡ぬらすのは好きではありませんの。部分的に濡らしてしまうのは好きなんですが」

  「……言っていることがよくわからないわ、那美香」

  　とにかく、この那美香、スタイルといい、表情といい、発言といい、色香が無駄に過剰だ。藍斗がセク研にスカウトしたのもそれが理由のひとつなのだが、バスに乗ればストーカーや痴ち漢かんを意味なく引き寄せ、他校の男子生徒をほぼ１００％発情させるなど、とにかく危険きわまりないフェロモンの持ち主なのである。

  「それよりも、わたくし、朝からアレが欲しくてたまらないのです……。藍斗さん、どう思われます?」

  「ちょ、ちょっと、いきなり何よ?」

  　藍斗は小声でたしなめる。フェロモンがダダ漏もれなうえに、このところかまわず繰り出される無防備かつ奔ほん放ぽうな発言。那な美み香かの身の安全が心配だ。

  「我慢できないのですわ……皆で一緒に、と思って我慢してきたのですが、わたくしのおまん……」

  「ストップ!　それ以上は乙女おとめの嗜たしなみとしてＮＧッ!」

  　あらぬことを口走りそうになる那美香の口を慌あわててふさぐ。

  「おまんじゅうですわよ?　昨晩、お父さまのところにいらした旧華族の方が持ってきてくださいましたの。ほら、そちらに。おひとついかがでして?」

  「貴女あなた、わざとやってるでしょう」

  　ここまで行くと自分がからかわれているのではないかと疑いたくなる。そうでなければ那美香の脳内を疑うべきだろうか。藍斗は那美香をジト目で睨にらみつける。

  　そんな藍斗のことをまったく気にせず、那美香はおまんじゅうにぱくりとかぶりつくと、もぐもぐと咀そ嚼しやくしながら微笑ほほえむ。

  「それにしても楽しみですわね、プール。ぽんさんの水着姿はさぞかし……」

  　ドキッ!

  　心臓を掴つかまれたように藍斗の身体からだに電流が走る。

  （な、何?　ひょっとして、私がぽんの水着姿を見たいなーとか思っちゃってること、気づかれてたりする?）

  　再びパソコンを熱心な様子で操作し始めた那美香を盗み見ながら、藍斗は深呼吸すると鼓動脈打つ心臓の辺りに手を当てる。

  （いいえ。恥ずかしがることは何もないはずよ。だって、ぽんに対しての私の感情は、知的欲求なんだもの）

  　けれど、ぽんのことを考えるとドキドキしてしまう、と那美香に宣言するのはなんとなく気き後おくれしてしまう。心の中に、ひそやかに大切に仕舞っておきたいという思いが強い。

  　せっかく昨晩、ぽんのことが気になるのは、そのつるぺた体型に萌もえているせいであると、結論づけることができたのに。どうも釈しやく然ぜんとしない。まるで迷路に迷い込んでしまったようだ。

  「はぁあああ」

  　いったい自分はどうしてしまったのだと思わずため息をつくと、那美香がパソコンの向きをひっくり返して藍斗のほうへと向けた。

  「やっぱり元気がありませんことね。これでも見て元気を出してくださいませ」

  　モニターに映し出されているのは、裸体に蛍光イエローのビキニパンツのみを身に着けた筋骨隆々の男の半裸画像である。男きょうだいがおらず、中学校から女子校育ちの藍斗にとって、それはいささか刺激的すぎる画像だ。

  「ううっ……そ、そういうのはちょっと……」

  　頬ほおが急激に熱くなると同時に心臓の鼓動が速まった。

  　藍あい斗とはモニターを直視しないように、そして、うっかりとそこに映っている男性に触れないように──画面といえども、なんとなく触るのは気が引ける──そっと指先で押し戻す。

  「これを見れば一発で元気ハツラツですのに」

  　那な美み香かはうっとりと潤うるんだ瞳ひとみをモニターへと投げかけると、吐息を漏もらした。

  「それは那美香だけよ」

  　まだ心臓の高鳴りを抑えられぬままに、藍斗はぷいと横を向く。

  「ええ、わたくし、本当に筋肉マンに焦こがれてましてよ。昨晩もマッスルな方たちのお写真を見ていましたら、いつの間まにか明け方になってしまいましたの」

  （……写真を見ていたらいつの間にか明け方?　それじゃあ、私と同じじゃないのよ）

  　思わずモニターに見とれている那美香に問いかける。

  「ねぇ、那美香、ほかにはマッチョ男性について、ついしちゃうことってある?」

  「ございますわ。たとえば、もっと筋肉のことを知りたくて、ネットで検索するのは毎日のことですわね。それに、気に入った男性の画像がもっと見たくてお名前を調べて探したりとかも」

  　ドキッ。胸がどきんと高鳴った。

  （わ、私もぽんの名前で検索したことが……）

  　もっとも本人の情報は一切ヒットせず、同姓同名らしいどこかの料理研究家のブログとレシピ本の情報がヒットしただけだったのだが、妙に落胆したのを覚えている。

  「ねぇ、ほかには?　ほかにはないの?」

  「そうですわね、妄もう想そういたしますわ。マッチョ男性と二人っきりでサシつササレつ……」

  「さ、挿さすって、な、なんのことよ」

  　頭にかぁっと血が昇る。セク研部長として日々「アレ」のことを考えてはいるものの、実際に行為に思いを寄せることはあまりない。なんとなくそれを考えるのは、まだ早いというか、うしろめたい思いが先に立ってしまう。

  「もちろんアレですわ」

  「そ、そうね。来るべき日のために、イメージトレーニングを欠かさないとは、那美香もセク研の部員らしくなってきたじゃない。でも、いきなり、そ、挿入なんて、ちょとハレンチよ。キスとか、ものには順番ってものが……」

  「キス?　藍斗さんたら、何をおっしゃってるんですか。将棋はハレンチではありませんわ」

  　那美香が不思議そうな顔できょとんと目を大きくする。

  「……絶対わざとだわ。この女……」

  　まったく、この那美香という女生徒はホンキなのかすっとぼけているだけなのかわからない。いつもなら平然とかわしていられる藍斗だが、ぽんが絡んでいるため、のんべんだらりとした那美香の対応に少し苛いらついてしまう。

  「あとはですわね。そうですわね。アソコがじわっと温かくなりますわ。そして……。あのことを考えるのですわ」

  「……アソコがじわっと?　あのこと?」

  「ええ、お……」

  「またセクハラクイズ?　お、怒るわよ!」

  「おせっくすのことですわ」

  「……那美香な　み　か、呆あきれるのを通り越して私は貴女あなたが心配」

  　少女趣味の部屋に似つかわしくない発言を連発して、藍あい斗とと那美香がぎゃーぎゃーと喚わめいていると、部室に妖よう精せいの囁ささやきのような麗うるわしい声が響く。

  「ご機嫌よう、お姉さまたち」

  　振り向くと、セク研新入生のるりである。新入生といっても、中等部からの持ち上がりであるから旧知の仲。童顔ではあるが、その愛らしい顔で学園のアイドルとあがめられている。ぱつりと切り揃そろえた前髪の下、あどけない笑えみを浮かべた桃もも色いろの唇くちびるに、ちらりと小さな八や重え歯ばが覗のぞいている。

  「あれ、ぽんは一緒じゃないの?」

  　同じクラスに所属するふたりは、よっぽどのことがない限り、いつも連れ立って部室へと現れる。中学時代、そのカリスマ性からクラスメイトたちに逆に敬遠されてしまい、いつもひとりでぽつんとしていたるりだが、ぽんが入部してからはいつも仲良くしていた。

  「ぽんちゃんは保健室に呼ばれた。那美香お姉さま、その柔やわ肉にくと粘ねん膜まくを今日もるりに触らせて?」

  　藍斗の質問などまるで気にかける様子もなく、るりは那美香の唇に指先を伸ばし、その柔らかさを楽しむかのように撫なでるのに夢中だ。

  「保健室って、どこか具合でも悪いのかしら……ってるり、いったい何をしているの?」

  　いつの間にやら、るりは那美香の上唇と下唇の間の裂さけ目に、指先をゆっくりと差し込んでいるところだった。

  「うん?　珍しく那美香お姉さまがなんにも咥くわえてないから、口寂しいかと思った。中のほうがもっといいっぽい?」

  「ふふ。わたくしたちの挨あい拶さつですわ。親愛の印しるしとしてとってもステキな行為なのですわ」

  「こら、ダメよ、那美香、るり。手のひらにはね、約６０００の細菌がいるっていわれてるんだから。とりあえず手洗いしてきなさいッ」

  　ひょいとるりの首根っこを掴つかんで那美香から引き剥はがすと、るりはこくこくと頷うなずいて素直に手洗い場へと小走りで駆けていく。入れ替わりにぽんが慌あわてた様子で入り口から姿を現した。走ってきたのか、息を切らし肩を上下させている。

  「ごめんなさい、遅くなりましたぁあっ」

  　ぺこりと勢いよく頭を下げた拍子に、耳の上につけたブルーのリボンがひらひらと揺れる。スカートがひらりとめくれ上がり、ニーハイソックスに包まれた太ももがちらりと覗のぞいた。

  「大丈夫なの?　保健室って」

  （ちょっと、やだ、ぜ、絶対領域じゃない!!）

  　昨晩覚えたばかりの言葉を心の中で呟つぶやいて、どきりと胸を鳴らしている藍あい斗とにはまるで気づかず、ぽんは白い歯を覗のぞかせてにこりと笑えみを浮かべる。

  「はい～。お弁当の時間にお米粒が気管に入って咳せき込んでたのを、誰だれかが風か邪ぜと勘違いして音おと崎さき教諭に報告したらしくて」

  「な、ならいいけど」

  「よくないですよ。注射打たせろって、超～太ふっといのを持って追いかけられたんですから。あんなのを打たれたら、逆に具合悪くなっちゃいますってば。風邪じゃないって説得するのにひと苦労でしたぁっ」

  「……と、とにかく、大丈夫なのね」

  「はいっ。大丈夫でーす」

  「ならよかったわ。じゃあ、今日の活動内容を発表します」

  　藍斗は鞄かばんの中から、ふわふわの布のようなものを取り出してぽんに手渡すと、高々と宣言した。

  「今日の実験は『臀でん部ぶ海アザ豹ラシ化計画』よ!!　とりあえずこれに着替えて頂ちよう戴だい」

  

  　黄色に白い水玉がちりばめられたツーピース水着に着替えたはいいが、ぽんの前に肢体を晒さらすのはなんだか気恥ずかしい。

  　しかし、皆水着になるのに、自分だけ制服というわけにもいかず、妥協点として水着の上に大きめのＴシャツを着た藍斗の横で、那な美み香かが携帯電話の通話終了ボタンを押した。

  「藍斗さん、いま、メイドから連絡が入りまして、中庭の準備は万端とのことです」

  　那美香はおっとりとした笑みを浮かべ、ぽってりとした唇くちびるをぺろりと舌先で舐なめ上げる。

  「プール、プール。お尻しり、お尻。冷しゃぶ、冷やし桃」

  　薄桃色のギンガムチェックのセパレート水着を身に着けたるりが、浮輪を腰周りに持ってぴょんぴょんと部室内を駆け回っているその隣には、泣きそうな顔をして、パーに広げた両の手のひらでお尻の両方のふくらみを隠すように内うち股またで立っているぽんの姿。

  「あのぉ。藍斗先輩、これ、なんなんでしょうか」

  「ヒップ強制成長スーツ。名づけて『海アザ豹ラシ形けい態たい尻しり抜ぬき衣スーツ初号機』よ」

  　たいそうなネーミングがついているものの、ひらたくいえば、ぽんが着ているのは海豹の着ぐるみ。

  　足先までふわふわとした毛足の短いファー生き地じに覆おおわれていて、一見可愛かわいらしいが、お尻冷やしの効率を上げるために、臀でん部ぶのところだけが切り取られ、ぽっかりと円形に空あいている。

  （後ろを向けばぽんのお尻しりが丸見えに……）

  　ドクン。藍あい斗との心臓と血が湧わき躍おどる。鋭い視線で心拍計を一いち瞥べつすると、90まで上がっていた。不可解な思いとともに、好奇心が疼うずくのを感じた。

  （ああ、アドレナリンが分ぶん泌ぴつされてる）

  　今日の実験の被験者は表向きにはぽんであるけれど、その裏で、こっそりともうひとつの実験をおこなう予定がある。その被験者は藍斗自身。ぽんの格好や行動によって、藍斗の心拍数がどのように変化するかを測ろうという目もく論ろ見みが早くも成功しつつあった。

  「ううう。お尻だけ、なんで丸出しなんですか」

  　もじもじと太ももを擦こすり合わせて目を落ち着きなく左右させているぽんに、藍斗は憐れん憫びんを込めた視線を向ける。

  （ぽん、恥ずかしいわよね。でも、それもこれもぽんのため。そう、ぽんに最高の初体験を迎えさせてあげたいがための衣装なのよ。ぽんのために私は心を鬼にして……ああ、むき出しのぽんのお尻……真っ白で柔らかで……はぁっ）

  　那な美み香かが三角ビキニに包まれたたわわなおっぱいをぶるんと揺らして、割って入ってきた。

  「あら、可愛かわいい。藍斗さん、よいご趣味ですわ」

  「ち、違うわよっ!　個人的にぽんのお尻が見たかったからとかじゃ、断じてないわっ」
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  「ええっ、藍あい斗と先輩、なんでわたしのお尻しりなんか?」

  　頭の天てつ辺ぺんから湯気でも出しそうに真っ赤になっている藍斗に、ぽんが目を丸くする。

  「だからぁっ!　違うんだってば!　ご趣味は那美香でしょっ。なんなのよ、それ、ビキニなの?　ワンピースなの?　紐ひもなの?　なんなのかはっきりさせなさいよっ」

  「わたくしはただメイドが用意したものを着ているだけですわ」

  　那な美み香かが身体からだの隅々を見せつけるように、その場でくるりと回転した。

  　ビキニトップはごく小さな三角。しかしかろうじて乳首部分を隠すのみで、各辺３センチにも満たない。そのわずかな面積で、重量感溢あふれるメロン級のバストを支えているのだから首から斜めに三角の布へつながるブラ紐は今にも引きちぎれんばかり。ボトムはもはやＴバックを超えて幅１センチもないただの直線である。

  　しかもなんの意味があるのか、Ｔバックの両腰辺りからバストの三角部分へとこれまた紐でつながっている。その細い紐が、まるで縛られでもしたかのようにむちむちとした那美香の肉に食い込んで、豊満なバストと括くびれたウエストの間の無防備な隙すき間まに、余計に身体の凹おう凸とつが強調されている。

  　藍斗の基準でいうならばいっそ全裸であるほうが何倍もマシに思える。これをセレクトした那美香の家のメイドはいったい何を考えているのだろうか。

  　そう思うと少し腹が立ってきた。那美香に比べれば、ぽんの尻丸出し着ぐるみなど、たいした露出度ではないではないか。

  「だいたいね、ぽん、那美香だって、こんな恥ずかしい格好してるのよ。それがお尻くらいで恥ずかしがるなんておこがましいってものよっ!」

  「わたくしは恥ずかしくはありませんわ」

  「わたしも……そりゃあ、恥ずかしいですけど。でも、恥ずかしいなんて一言も言ってないです。なんで着ぐるみを、こんなふうにカスタマイズしてあるのか疑問に思っただけで」

  　手足をバタバタさせて抗議するぽんに、藍斗は早口でまくしたてる。

  「だからぁっ、寒冷地の海アザ豹ラシみたいに、皮下脂肪を増やすべく、冷却するのよッ!　そしてより効果的に臀でん部ぶだけを冷やすために生き地じをなくしたってわけよ。これで納得?　さぁっ、ああだこうだ言ってたら日が暮れちゃうわ。みんな、さっさと外へ出るわよッ!」

  　いろいろ冷静さを失って、半ギレしている藍斗の号令が部室に響く。

  「今日の藍斗お姉さま、ちょっと情緒不安定」

  　るりがぼそりと呟つぶやき、那美香が同意するように首をすくめる横で、ぽんだけがわけがわからないままきょとんとした表情で佇たたずんでいた。

  

  「……ほわぁ。すごい」

  　中庭に出たぽんが、あっけに取られたように口をぽかんと開あけた。

  「……那な美み香か、これは何?」

  　呆あきれ顔の藍あい斗とが中庭に突如出現した巨大水槽を指差すと、那美香はただでさえ前に突き出ている胸をつんとさらに突き出して誇らしげに言い放った。

  「水槽ですわ」

  「……確かプールを用意してくれるって話だったと思うけど」

  　てっきりビニールプールが用意されていると思っていたのに、目の前にあるのはどう見てもなみなみと水の注がれた巨大水槽である。

  　ガラス製の水槽の寸法は縦横それぞれ７メートルほど。クロールや平泳ぎなら数回手足をばたつかせるだけで端についてしまうほどの広さだが、水深は深く３メートルはあるように見える。水槽の奥にはコンクリートの足場があり、ちょっとしたステージのようになっていて、サイドにはそこに上がるための梯はし子ごがついている。

  　その水槽の正面には、どこから運んできたのか白い砂が敷き詰められ、サンベッドとパラソルつきのテーブル＆チェアが置かれている。テーブルの上には、鮮やかな赤色のハイビスカスがあしらわれたトロピカルドリンクと並んで、涼しげなガラスの皿にきゅうりが綺き麗れいに盛りつけられている。

  「ええ。確かにプールを用意してくれと頼んだんですが、うちのメイドはいささか気を回しすぎるところがございまして」

  「いったいどこから持ってきたのよ」

  「家からですわ」

  　那美香が空を指差した。頭上を輸送用ヘリが飛んでいく。

  「なんでこんなものが家に?」

  　藍斗は呟つぶやいてから、それが愚問だったと思い返す。那美香の家ならこの巨大水槽で鮫さめだのイルカだのを飼っていてもおかしくはない。

  「たまにマッチョな方を呼んで水中バレエショーをやっていただきますのよ」

  「水中バレエって」

  　さすがは那美香。なぜ水中バレエショーなのか、なぜマッチョなのか、聞きたいことはいろいろあるが。

  （……でも、これなら、ぽんの水中での様子をじっくり観察できるわ）

  　藍斗はごくりと唾つばを飲む。

  「あら、藍斗さん。喉のどなんて鳴らして、喉が渇いてらっしゃいますのかしら。暑いですものね。きゅうりはいかが?」

  　那美香がテーブルの上のきゅうりを差し出した。

  「きゅうり?」

  　那美香がメイドに用意させた実じつ相そう寺じ家プロデュースのプールサイドならば、パイナップルやマンゴー、それにドラゴンフルーツなどのトロピカルフルーツが並びそうなものだ。きゅうりではあまりに庶民的ではないだろうか。

  「夏野菜は熱を冷ます効果がありまして、夏にぴったりですわ。それに糠ぬか漬づけの塩分が暑さにいいというのが、メイドの主張ですの。けれども、わたくし、実はきゅうりは嫌いでして。実のところ、あまり食が進みませんの」

  　那な美み香かはきゅうりを一本握ると、恐る恐るといった様子で口元まで持っていき、決心したかのように先端に舌を這はわせる。

  「嫌いならそんな無理して食べなくてもいいんじゃない?」

  「でも……ちゅぱっ……メイドが……ちゅぷっ……せっかく用意してくれたものですもの……ちゅぽっ……がんばってわたくし、この長いのを全部……お口に……ちゅぱっ……はぁっ、ぐぐっ、んっ、んぐぐっ……や、やっぱり飲み込むのは無理ですわ」

  　那美香は目じりに涙を浮かべながらも、一生懸命に噛かみ砕いたきゅうりを飲み下そうとしている。

  「貴女あなたはどうしてそうやってモザイクが必要そうなシーンばかりを作り出すのよ。その紐ひもみたいな水着といい、ホント、貴女のところのメイドって那美香に何をさせたいのか……理解に苦しむわ」

  　苦悶の表情を浮かべる那美香を、藍あい斗とは呆あきれた目で見ながらぽんに浮輪を渡す。

  「ぽん、さぁ、実験開始よ。さっさと水槽に入って頂ちよう戴だい」

  「はぁ」

  　さすがにこの太陽の光の下、顔とお尻しり以外着ぐるみに覆おおわれているのは暑いのか、ぽんは額ひたいに汗を浮かせながら浮輪を受け取ると、一目散に梯はし子ごに向かって駆けていった。

  「気をつけて上るのよ」

  　３メートルの高さから落ちては一大事だ。注意すると、ぽんは、振り向いてひとつ頷うなずき、白く塗られた鉄のパイプに手をかけて、一段一段慎重に上っていく。こちらに見えるのは後ろ姿。切り抜かれた布地から小さなお尻がぷりぷりと覗のぞいている。

  （……もしも、もしもよ。間近でぽんのお尻を見たら心拍数はどうなるのかしら?　距離と心拍数の関連……これは実験の価値があるわね）

  　近寄ると、ちょうど梯子の真ん中辺りまで上がったぽんのお尻が、藍斗の目の高さほどに位置していた。目の先10センチ。小ぶりできゅっと締まった、すももを彷ほう彿ふつとさせる可愛かわいらしいお尻だ。

  （ああ、柔らかそう……スベスベしたい）

  　まるで赤ちゃんのような滑らかな肌に触りたい欲求がこみ上げてくる。

  　心拍数を見ると１１０。明らかに上昇している。

  （なるほど、距離と萌もえは比例するのね）

  　しげしげと見つめていると、藍あい斗との気配に気がついたぽんが慌あわてた様子で片手を梯はし子ごから離しお尻しり部分を隠して叫んだ。

  「ちょっ、藍斗先輩、距離、距離を置いてくださいっ」

  「何言ってるの?　女同士よ、何も恥ずかしいことなんてないじゃない」

  「い、イヤですぅうっ」

  　梯子に手をかけ、じわりじわりとにじり寄る藍斗に、ぽんが上るペースを上げる。しかし、いくら逃げようとも、梯子である。あっという間に頂上に辿たどりついてしまった。

  　水槽の縁ふちへとぽんを追い詰めた藍斗の視界は、ぷりんとしたお尻一色。その柔肌に誘われるように、無意識に指を突き出すと、片尻のふくらみの頂点を人差し指でつんと突いた。

  「ひゃ、ひゃあっ!　つつかないでください～」

  　ぽんは身体からだをビクリと震ふるわせ、涙を目に溜ためながら言う。

  （これは……ナイス角度!）

  　むき出しのお尻越しにぽんの顔が見えるグッドアングルに、心拍数が１２０まで上がった。

  （やっぱりお尻よりはお尻プラス顔。いえ、顔プラスお尻というのかしら。何はともあれ顔は人の看板とはよくいったものだわ）

  　うっとりと見とれたのもつかの間、ぽんは水槽の縁から梯子へと戻り、逃げようとしている。慌あわてて後を追うと、ぽんの腰にタックルして押し倒す。

  「な、何するんですかっ」

  「ぽん、貴女あなたは今、海アザ豹ラシなのよ。立つのはおかしいでしょ。ほら、手で這はって前に進みなさいッ」

  「ひ、ひやぁん────っ」

  「そう、いいわ。海豹みたいよ!」

  　人差し指をぴんと伸ばすとぽんのお尻へともう一度、突き立てた。そのまま強く押しつけると、ぷるんとした肉にめり込んで柔らかな感触が伝わってくる。

  「つ、突つつくのはやめてくださいー」

  　藍斗の指先に追い立てられる形で、ぽんはずりずりと前進していく。

  （ああ、可愛かわいい。可愛いわお尻。小さくっても、これだけ可愛らしくて魅力的ならいい気が……何考えてるの?　そんなのダメよ。理論が成立しないわ。そう、ぽんを海豹にしなくてはッ!!）

  「さぁ、ぽん!　海豹よ、もっと海豹になりきるのよッ!　海豹の声で鳴きなさい?」

  「ひゃんっ、い、意味がわかりません」

  「気分が大切なのよ。海豹になった気になれば、体型も海豹に近づくってものでしょうよ」

  「ふあっ、ひゃっ、そもそも海豹の声なんて聞いたことないですし」

  「さぁ、鳴くの?　鳴かないの?」

  「藍あい斗と先輩、だめ、……ひゃ、ひゃあああああ──────────んッ」

  　ザッバ～ンと勢いのいい水音を立てて、ぽんが水中へとダイブした。はずみで浮輪がぽんの手から離れて飛んでいく。

  「ふがっ、ふあっ、あぷっ、あっぷ!」

  「潜もぐらなくてもいいのよ!　今日の実験はお尻しりを冷やすことだけだから、浮輪でぷかぷか浮いててくれればいいんだからッ」

  　慌あわてて縁ふちから声をかけるが、ぽんはひたすらに手足をばたつかせながら、ぶくぶくと水中へと沈んでいってしまう。どう贔ひい屓き目めに見ても溺おぼれているようにしか見えない。

  「ちょっ、ぽん、大丈夫?」

  　急いで手を差し伸べると、ぽんが必死の形ぎよう相そうでしがみついてきた。やはり溺れる寸前だったらしく、顔中ぐしゃぐしゃにして息を荒らげている。

  「ぐわっ、ごぼっ、ぐほっ、ごぐっ。藍斗さん、着ぐるみが重くてとても泳げません」

  「やだ、ちょっと。ほら、私の手に掴つかまって!!」

  　藍斗は慌ててぽんを水槽から引き上げた。

  「……こっちの実験は失敗だったわね」

  

  　がっかりしたのもつかの間ま、着ぐるみを脱いでスクール水着に着替えたぽんが視界に入った瞬間、藍斗の心拍数がガツンと上がった。

  （な、何これ……ヤバいわ）

  　なんと１７０という極高数値。心臓はまるで今にも張り裂さけそうにドックンドックンと勢いよく血液を吐き出している。

  （や、やっぱりつるぺたが強調されるスクール水着は、やばく萌もえるみたいね）

  　唇くちびるをきゅっと噛かみ締めるとしげしげとその肢体を見回す。

  　ボディカラーは白。そのため、うっすらとその下の肌が透けている。サイズが少し小さかったのか、ぺたんこの胸をより一層強調するかのように身体からだにぴったりと張りつき、藍斗カスタマイズのＴバック部分のみ締めつけから解放されて、尻肉がぷりんとはみ出している。

  「……いいわ、やっぱりいい」

  　鼻息を荒くしている藍斗に、ぽんがもじもじと太ももの内側を擦こすり合わせて言う。

  「あのぉ、やっぱりお尻は出さなきゃダメなんですか」

  「むき出しのほうが冷えるでしょう?」

  「でもでも、なんだかヘンなんです」

  「ヘン?　……どうヘンなの」

  「なんていうか、落ち着かない感じで……ひゃあああん!!」

  　ぽんが叫び声をあげて飛び上がる。何事かと思えば、いつの間にやらぽんの後ろに位置取ったるりが、Ｔ部分を引っ張り上げているところだった。

  「食い込む。食い込ませる。ぐいぐい」

  「や、やぁんっ、だ、だめ、やめてぇええええっ、ふえっ、ふああんっ」

  　必死に逃れようとするぽんだが、一生懸命に逃げようとすればするほど、もはや羞しゆう恥ち責ぜめの拷ごう問もん具ぐと化した白色の細布がお尻しりの間にめり込み、ただでさえ身体からだにぴったりとフィットする布がさらに引きつれ、胸の先端やへその輪りん郭かくがうっすらと浮き出してしまう。

  （ああっ、そんな……）

  　頭に急激に血が昇っていく。頬ほおがかぁっと熱くなり視界がクラクラする。

  　るりを止めたい。でも止めたくない。

  　同時に今にも泣きだしそうな顔のぽんを、抱きしめてあげたいという衝動が湧わき上がる。

  　脈拍計を見れば１８０。尋常じゃない数値だ。明らかに心臓がオーバーワーク。このままでは、藍あい斗との身体のほうが参ってしまいかねない。

  「こらっ、るり、やめ……」

  「ぱっちーん」

  　藍斗に叱しかられたるりが手を離すと、勢いよくＴ布がぽんのお尻の間を打ちつけた。

  「ひ、ひゃああああッ」

  　痛みに驚いたぽんが、弾はじけるように飛び上がる。
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  「こら、もう、るりってば、乱暴なんだからっ」

  「い、痛たたたたっ。で、でも、助かりました。ありがとうございます、藍あい斗とさん」

  　目じりに浮かんだ大粒の涙を人差し指でぬぐいながらも、ぽんは安あん堵どの笑えみを浮かべている。

  「べ、別にぽんを助けたわけじゃないんだからっ。ただ、部活動の時間がどんどん短くなると困るから自分のために止めただけよっ。さっ、さっさと実験第二弾を始めるわよっ」

  　ぷいと背中を向けてぽんを視界から遠ざけると、少しだけ脈拍が落ち着いた。

  　ただいまの心拍数１２０。

  

  「最高のプール日び和よりですわね」

  　水槽の正面に置かれたサンベッドの上。那な美み香かはサイドテーブルにある練乳たっぷりのかき氷へと手を伸ばすとスプーンで頬ほお張ばり、その冷たさに顔をほころばせた。

  「ヌルヌル塗る塗る～」

  　日焼け止めの乳液を、那美香の背中に塗りたくっているるりの口調も、心なしかいつもより開放的な様子だ。

  　この楽園ムード漂う中庭でただひとり、ぽんだけは真っ青な顔をしている。

  「あ、藍斗先輩、そろそろ、上がってもいいでしょうか」

  　水槽に浮かんだ浮輪にお尻しりをはめて身体からだをぶるぶると震ふるわせながらぽんが音ねをあげた。

  「ダメよ、ダメ。まだ十五分しか浸つかってないじゃないの」

  　海アザ豹ラシの生態を見習って、水温はかなり低温にしてある。いくら日差しはもう夏めいているといえども、水に浸かっている部分は冷え切っているに違いない。可哀かわい想そうな気もするが、これもすべては、ぽんが最高の初体験をするためなのだから仕方ない。

  　……そう、すべてはぽんが最高の初体験をするため。

  　刹せつ那な、藍斗の脳裏にぽんが誰だれかに抱きしめられている映像が浮かんだ。

  　さっきるりに悪いた戯ずらされていた時のように半べそをかいているようでいて、よく見ると、嬉うれしげに頬ほおを上気させている。

  　──ぽんの初体験。あの小さな唇くちびるに、男の唇が寄せられ、そしてやがて重な……。

  「だ、だめぇええええええッ！！！！！」

  　パラソルの下のディレクターズチェアから藍斗は発作的に立ち上がると、水槽の両りよう脇わきに備えつけられたファンのスイッチをオンにする。大量の風がぽんの身体からさらに熱を奪う。

  「ひゃあっ、さ、さぶいっす」

  「うるさーいっ。ぽんなんて、最高の初体験でもなんでもしちゃえばいいのよっ」

  「だって、セク研はそのためのお部活ですわ」

  　拳こぶしをぐっと握り締めて絶叫する藍斗を、苦笑を浮かべた那美香が諫いさめる。

  「藍あい斗とお姉さま、どうかした?　なんか今日はずっと様子がヘン」

  　るりまでもが訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

  「ヘンなんかじゃないわよっ。いつも通りだわ。そう、私は目的のためなら血も涙もないマッドサイエンティストなんだからぁっ」

  　藍斗は辺りを見回すと、かき氷製造機の脇わきに積まれた氷の塊かたまりに目を止めた。

  「あ、藍斗先輩っ、そ、それは……だ、だめぇええええっ」

  「ダメなんかじゃないわよ。私はぁああっ、ぽんのためを思って……ぽんの……最高の初体験をおおおっこのヤローッ！！！」

  　かき氷用の氷を持ち上げて大きく振りかぶる。巨大な氷の塊が、放物線を描いて水槽の中へと落下。ばしゃりと勢いよく水が跳ねて辺りへと飛び散った。

  「藍斗お姉さまがぶっ壊れた」

  　るりが嬉うれしそうに手を叩たたく。

  「藍斗先輩、さ、寒っ、寒いですぅううっ、は、は、は、は、は、はくちゅんっ!」

  「……はくしゅん?」

  　ぽんのクシャミではっと我われに返った藍斗は、目の前の惨状に思わず言葉をなくした。

  　いつの間にやら、ぽんの顔面は蒼そう白はく、唇くちびるにいたっては紫を通り越してほとんど色味をなくしている。

  「……ちょっとやりすぎてしまったかしら。ぽんってば、大丈夫?」

  　すでに言葉を発する気力もないのか、ぽんはぶるぶると震ふるえて首をがくがくと上下させている。大丈夫、という意思表示らしいが、その様子は明らかに大丈夫には見えない。

  「と、とりあえず上がって頂ちよう戴だい」

  　慌あわてて梯はし子ごを駆け上ると、ぽんの乗った浮輪に手を伸ばして手た繰ぐり寄せる。縁ふちに近づいたぽんの身体からだに手を伸ばすと、冷水の中に浸かっていたとは思えないほどに熱くなっていた。

  「なんだか、頭がぼーっとするれす。ぐじゅっ。」

  　こぼれんばかりの水気を湛たたえた瞳ひとみで、はぁはぁと苦しげに息を荒らげているぽんを慌てて引き上げようとしたが、身体の力がぐったりと抜け意識朦もう朧ろうとしているせいか、思いのほかに重くて上う手まくいかない。

  「那美香、るり、大変っ、ぽんがっ!」

  「どうかなさいまして?」

  「ぽんちゃん、ぐったり。様子がヘン」

  　水槽の惨状には気づかず、地面で和わ気き藹あい々あいとかき氷を頬ほお張ばっている那美香とるりに助けを求める。

  「ぽんが……ぽんが……私のせいで……」

  　座り込んで取り乱している藍斗にかまわず、那美香とるりとがぽんの両腕を掴つかんで水中から引っ張り上げた。

  「ぽんさん、すごい熱ですわ」

  　那な美み香かはぽんの身体からだを引き寄せると、胸の谷間にぽんの顔を挟み込んだまま、驚きの声をあげる。

  「ホントだ。身体がカッカしてる」

  　るりがぽんの両りよう尻しりにぺたりと手を当てて、さすりながら言う。

  「どうしよう……ぽん、や、やりすぎだったわ。ごめんね、ぽん」

  「いったいどうしてしまったのかしら、藍あい斗とさんが実験で暴走なさるのはいつものことですが、ちょっと今日はおかしいですわ。今まで、実験に失敗しても謝ることなんてなかったのに」

  　泣きじゃくる藍斗を横目に、ぽんの顔を豊満な胸で包み込んだまま、那美香が不思議そうに呟つぶやいた。

  「とりあえず、保健室へ連れて行こう」

  　るりの提案に那美香は力強くこくりと頷うなずくと、ぽんをお姫さまだっこで抱きかかえたまま立ち上がる。

  「ぐすっ、待って、私も、ぐすっ、行くから」

  　藍斗は目じりの涙を拭ぬぐうと、慌あわてて那美香たちの後を追った。

  

  「おお、皆、涼しげな格好だな。今日の活動はプールか……おや、どうした?」

  　保健室に一団が駆け込むと、デスクに向かって書き物をしていた養護教諭の音おと崎さき美み波なみが、那美香の腕の中でぐったりとしているぽんに目を止めて眉まゆをひそめた。

  「すみません、音崎教諭。ちょっと実験がいきすぎました……」

  「国こく分ぶが実験で暴走するのはいつものことだろう」

  　音崎教諭は、うな垂れている藍斗の頭を諭さとすようにぽんぽんと軽く叩たたくと、ぽんをベッドに寝かすように指示した。

  　昏こん睡すい状態のぽんを見つめながら藍斗はじっと下した唇くちびるを噛かみ締める。

  （違うんです、音崎教諭。私、実験で暴走したんじゃないんです。なんでかぽんの初体験のことを考えたら頭がかっとなってつい……）

  　しゅんとしょげ返っている藍斗の横で、音崎教諭はぽんの蒼そう白はくな顔を厳しい視線で一いち瞥べつすると、おもむろに言う。

  「……まあいい。ではオペを開始する。バック」

  「これでよろしいですかしら」

  　那美香がぽんの身体をひっくり返すと、白いお尻がぷりんと露あらわになった。

  （ふあっ）

  　予想外の尻チラに、心配でそれどころではないはずの藍斗の心臓がまたもや跳ね上がった。

  「メス」

  「メス?　音おと崎さき教諭、メスなどいったい何に?」

  「どーぞ」

  　るりが駆け足で棚からメスを持ってきて音崎教諭に手渡す。いったい何が起こっているのかと、目をパチクリさせている藍あい斗との疑問に答えぬまま、音崎教諭はぽんのＴバックの紐ひも部分を指でつまみ上げたかと思うとメスで一気に切り裂さいた。

  　パチン、とゴムの弾はじける音がしてお尻しりが丸出しになる。

  「ふふふふふふ、風か邪ぜには座薬が一番効くのだよ」

  　全長５センチ、直径にして３センチほどもある弾丸状の銀色の塊かたまりを取り出し、ぽんの両尻を掻かき分けるように割る。

  「お、音崎教諭……それはちょっと……大きすぎやしないでしょうか」

  「あいにく人間用は品切れで馬用なんだ。しかし、成分に問題はない。たぶんな」

  　藍斗が遠慮がちに抗議しても、音崎教諭は顔色ひとつ変えることなくぽんのお尻へと座薬を差し込んでいく。

  「……んあ……んぐ。あ、あれ、ここ保健室?　な、何?　お尻がなんか……」

  　さすがの異物感に目を覚ましたぽんがうめき声をあげる。

  「ぽんさん、大丈夫ですわ。お病気を治す座薬です」

  　那美香が死にゆく病人を励ますかのようにぽんの両手を取りぎゅっと握り締める。事態に気がついたぽんが叫び声をあげる。

  「座薬?　座薬って……ふがぁあっ……だ、だめぇぇええ、そんなところ、入れちゃ……あああ─────っ」

  「おお、いい悲鳴だ。先生は興奮してきてしまったぞ?」

  　音崎教諭はうっとりと目を細めてぽんのお尻に座薬をめり込ませていく。

  「それは、それだけはイヤ────ッ」

  　ぽんが手足をジタバタとさせて悶もだえたはずみで、座薬がぼきっと真ん中から折れた。

  　音崎教諭は忌いま々いましげに折れた座薬を見つめ、吐き捨てるように言う。

  「ちっ。折れてしまっては入らないじゃないか。仕方ない。こっちにするか」

  　音崎教諭にしては珍しくあっけなく諦あきらめたかと思うと、今度は窓辺に置かれた水槽から亀かめを取り出す。突然、水槽から外へと出された亀は、面食らったかのように苔こけ緑みどり色いろの手足をバタバタとさせている。

  「い、いったい何をするつもりですか」

  　嫌いやな予感に恐れ戦おののく藍斗を尻しり目めに、音崎教諭が平然とした顔でメスを亀の首に突きつける。

  「こいつはな、亀じゃない。わかるか、国こく分ぶ」

  「スッポンポーンスッポンポーン!」

  　るりがぽんのお尻しりをぺちぺちと叩たたいて叫さけぶ。

  「そうだ、宮みや家けの言うとおり、これはスッポンのスポジロウだ。よろしく。これは先生のペットでもあるが治療にも使う。わかるな?」

  「あら、可愛かわいいですわ」

  　那な美み香かがスッポンの頭の先端をちょこんと撫なでた。本来獰どう猛もうなはずのスッポンは、何な故ぜか気持ちよさそうにうっとりと目を細めている。

  「さぁ、生き血を啜すすろうじゃないか、中なか山やま」

  「ええええええ!?」

  「生き血!　生き血！！！」

  　それは断じてペットとは呼ばない。しかも、スポジロウが可哀かわい想そうなことになったとしても、それでぽんの風か邪ぜが治るかは疑問だ。藍あい斗とが呆あきれ声をあげる。

  「ちょっと、先生、やめてください!!　フツーの薬はないんですか」

  「そんなものはない、なぜなら先生はフツーの薬なんていう面白みのないものには興味がないからだ!」

  　音おと崎さき教諭が耳を貸す様子はない。

  「音崎教諭、わたくしも無駄な殺せつ生しようには反対いたします。可哀想ですわ」

  　那美香がきっぱり言い放つと、音崎教諭の手からスポジロウを奪い取り、自みずからの胸に抱いた。音崎教諭の手の内にいた時は必死の様子でもがいていたスポジロウが、那美香の胸の谷間に首を落ち着けた瞬間、すっと大人しくなった。

  「……ううむ、スポジロウを一瞬で手なずけるとは、なかなか」

  「わたくし、雄オスの動物にはなぜか好かれますのよ」

  　唸うなり声をあげる音崎教諭に、胸の谷間にすっぽりと包くるまったスッポンの頭を撫で摩さすりながら那美香はにこりと笑いかける。

  「クソ。こうなったら最後の手段だ……ロボトミー手術をしてやる」

  「ろ、ロボトミー?」

  　事態のヤバさに気がついたぽんが驚きの声をあげる。

  「な、それ、風邪と関係ないじゃないですかっ」

  「よくわかったな!　先生がやりたいだけだ!」

  　ぽんとやりあっている音崎教諭の足あし下もとを見れば、空からになったウイスキーの瓶びんが転がっている。今日、飲み尽くしたのであれば相当な量だ。

  「……音崎教諭、ひょっとして酔っ払ってません?」

  「酔ってない。しかし酔っ払いは、酔っていても酔ってないと主張するものだと決まっている」

  　藍斗が問いかけると、音崎教諭は何やらもごもごと言葉を濁にごす。どうやら図星のようだ。

  「ぽん、ここにいても、まともな治療は期待できないわ……さっさと逃げるが勝ちよ」

  　藍あい斗とは小声でぽんに囁ささやくと、「酔ってないような酔っているような」とぶつぶつ呟つぶやいている音おと崎さき教諭に気がつかれないよう、慌あわてて保健室を飛び出した。


  


   ２　看病は秘密の味

  

  　目標の達成──ぽんが最高の初体験を迎える瞬間──のことを考えていたら、暴走が止まらなくなってしまっただなんて、本当にどうかしてしまったのではないだろうか。

  　ここまで見事に実験失敗というのは今までにないことだし、部員に風か邪ぜを引かせてしまうだなんて、部長としての資質を問われかねない出来事だ。

  （ほんと、調子くるうのよね）

  　藍あい斗とは、夏服の白いパフスリーブシャツから出る細腕を自分に絡みつかせて、ふらつく足取りで歩いているぽんの横顔を盗み見るとため息をついた。吐息が肌をくすぐったのか、ぽんは顔を上げると、いかにもだるそうな様子で弱々しい笑えみを浮かべて言う。

  「先輩、ほごっ、腕、ごほんっ、お借りしちゃって、ごほっ、ほんとにすみません」

  「そんなこと、気にしちゃだめだってば」

  　結局、保健室ではなんの治療も受けることができなかったし、熱が下がる様子もない。ぽんは大丈夫だと言い張ったが、ひとりで帰すのはさすがに気が引けて、家まで送り届けることになったのだった。

  （ああ、私ってば、なんてことしちゃったんだろう）

  　初夏とはいえ、まだプールには早い季節に、しかも冷水に浸ひたしたりしたら、風か邪ぜを引いてしまうのは当たり前のことだ。ぽんのことを考えているようで、まったく考えていなかった自分が悔しい。

  　藍あい斗とは自じ戒かいを込めて奥歯をぐっと噛かみ締めると、ぽんにしがみつかれている腕に力を入れる。

  　横よこ浜はま駅から私鉄で三駅。手書きの新刊案内がべたべたと貼はられた書店や下げ駄たや上うわ履ばきが積まれた靴くつ屋やさん、店頭に美お味いしそうなおかずを並べたお惣そう菜ざい屋さんなどが軒のきを連ねる庶民的な駅前商店街から路地にそれてしばらく歩くと、こぢんまりとした二階建ての一軒家が見えてきた。

  　何度か訪れたことのあるぽんの家だ。

  　門を開あけて石畳を数歩進むと、玄関のドアの前でぽんはいったん足を止めた。藍斗に絡ませていた腕をほどくと、鞄かばんの中からポップコーンを象かたどったキーホルダーのついた鍵かぎを取り出して鍵穴へと差し込む。

  「あれ、お家うちの人は、お留守なの?」

  「ごほっ、はい……ごふっ、弟の義よし経つねは修学旅行中で、母親は、ごほんっ、町内会の旅行、そんでもって父親は出張なんです」

  「じゃあ、看病は誰だれが?」

  「なんとか、ごはぅっ、なりますよ、ごほほっ。明日には、ごふっ、みんな帰ってくるし」

  　弱々しい笑えみを浮かべ、ときおり苦しげに咳せき込みながらも気丈に振舞うぽんの様子に、藍斗の心臓がきゅううと絞られるように痛んだ。

  　ドアノブに伸ばしたぽんの手に自分の手をそっと重ねると、少し汗ばんだぽんの手から熱が伝わってくる。

  　自分のせいで、風邪を引かせてしまった以上、とてもひとりで放ほうってはおけない。

  「駄目よ。私が看病するわ」

  　藍斗が言うと、ぽんが驚いたように顔を上げた。

  　きょとんと見開いた目にみるみる涙が溜たまったかと思うと、両手を伸ばしてぴょんと飛び、藍斗の首へと抱きついた。ふわりとミルクのようなほのかに甘い匂においが鼻び腔くうをくすぐる。

  （ひ、ひえええええっ。近い、これは近すぎる!　いや、別に近くてもいいんだけど!　いや、むしろもっと近くに……）

  　胸が激しく波打つ。自みずからの腕をぽんの背中にまわし、思い切り抱き締め返したい欲望を、ありったけの理性を総動員して制すると、動どう悸きがバレぬように身体からだからぽんを引き剥はがす。

  「ちょ、ちょっと落ち着いて頂ちよう戴だい。いったいどうしたっていうのよ、ぽん」

  「ごふうっ、う、嬉うれしくってっ、ぐずっ、ホントは、ごほっごほ、すごく心細かったんです、ごほふ、ふええぇんっ」

  「わ、わかったから。ね、とりあえず中に入りましょ。ほら、こんなところにいたら、風か邪ぜが悪化するばかりだわ」

  「ありが、ぐずふっ、とうござい、ふごっ、ます」

  　まだぐずぐずと咳せきと涙で顔をぐじゅぐじゅにしているぽんに、家の中に入るようにと促うながす。ドアを開あけると、待っていましたとばかりに、ぽんの家の飼い犬のゴンタが、ゴムボールのように勢いよく飛び出してきた。

  

  　ぽんを部屋へと連れていって、ベッドの上に寝かしつける。そのとたんぽんはまるで気絶したかのようにすっと寝入ってしまった。

  　あっという間まに夢の世界へとダイブしてしまったぽんに、さくらんぼ柄がらのカバーのかかった布ふ団とんをそっとかけると、エアコンのリモコンへと伸ばした手をふと止めた。

  （クーラーよりも自然の風のほうがいいかもしれないわね）

  　窓辺へとそっと移動して音を立てないように窓を開けると、生ぬるい風が吹き込んできて、ひらりと桃もも色いろのカーテンを揺らした。

  （薬は何か食べさせてからのほうがいいわよね。あと、必要なのは氷ひよう嚢のうとタオルと……）

  　ぽんを無事に送り届けることができ、藍あい斗と自身の緊張も解とけたせいだろうか。少し疲れを感じて勉強机の椅い子すに腰掛けると、ぽんの部屋をぐるりと見回す。

  　ピンク色で統一された室内には、壁に貼はられた海外スターらしき男性のポスターや、愛らしくデフォルメされた犬のキャラクターが跳ね回っているカレンダー、現実にいるべくもないファンタジックなパステル色のウサギのぬいぐるみが飾られ、勉強机の上にも、ごちゃごちゃとマニキュアやリップスティックが並んでいて、とても勉強に励むような雰囲気ではない。

  　合理的・効率的を信条にデスクとパソコンと書棚しかないシンプルな藍斗の自室と比べると圧倒的なモノの多さ。どれもこれも、なくてもいいものばかりと言えば語ご弊へいがあるかもしれないが、少なくとも藍斗の人生に必要だと思ったことのないキラキラフワフワしたものばかりだ。

  　女子女子しい空間だからか、なんとなく緊張してしまって落ち着かない。氷嚢とタオルを取りに行こうと腰を上げると、ぽんが苦しげに寝返りを打って布団がはだけた。

  　熱のせいで寝苦しいのか、寝乱れたその姿は、腿ももの付け根までめくれ上がった制服のスカートからにょきりと白い足が覗のぞいているばかりでなく、制服のブラウスも乱れて縦長のおへそがちらりと見え隠れしている。

  （そうだ。着替えさせたほうがいいわよね。寝苦しそうな上に制服も皺しわになっちゃうし）

  　ぽんをベッドに運ぶことだけで頭が精一杯で、着替えさせることをすっかり忘れていた。妙に色っぽい、ぽんのしどけない寝姿から視線をそらし、クロゼットへと向ける。

  「ぽん、開あけさせてもらうわね」

  　人のクロゼットの中を無断で漁あさるのは気が引ける。どうせ寝ていて聞こえはしないだろうが、一応ぽんに一言断りを入れるとクロゼットの扉を開いた。ハンガーで吊つるされたコートやワンピースの下に、プラスチックの衣装ケースが五段ほど積み重なっている。

  （えーっと、パジャマはどこかしら）

  　考えてもわかるものではない。とりあえず一番上の引き出しを引っ張ると、色とりどりのパンティーがおもむろに藍あい斗との視界に襲い掛かってきた。

  「ぐ、ぐわあぁああっ!」

  　慌あわてて引き出しを元に戻すと、背を向けて視界からデリート。息を整える。するとベッドの上、まるで幼女のようにあどけない寝顔のぽんが目に入った。藍斗の叫び声で目を覚ました様子はまるでない。

  （ぽんのパンティー……もっとじっくり見てみたりとか……しちゃいたいような……）

  　こみ上げる衝動に逆らいきれずに、おずおずと向き直ると、引き出しを再び開けて中を覗のぞき込み、一番手前のパンティーをそっと掴つかみ上げて広げる。

  　小さな三角形は水色。少し光沢をもった生き地じでできていて、上の縁ふちに白いフリルが施ほどこされている。全体のイメージとしては可愛かわいらしさ満点だが、スパイス的にフリルの下部分が３センチほど透けるメッシュ素材になっている。

  「……何コレ。いやらしいわ。ぽんったら、こんなカワイヤラしいパンティーを穿はいてるのね……あ、このパンティー」

  　見憶えのある色形のパンティーが目についた。たしか、４月の入部の日に、ぽんが着用していた、ハレンチな黒のヒモパンテイーだ。

  「このパンティーがすべての始まり……」

  　思わず取り上げて頬ほおずりすると、ふんわりとした柔やわ布ぬのが肌を優しく撫でる。

  「って、私、何してんのよ!　……アレ?　こ、これは!!」

  　はたと我に返った藍斗は自みずからの目を疑った。引き出しの隅、ひっそりと鎮座するそれは……ブルーに白のボーダーライン。

  「こ、これは……あ、憧あこがれの縞しまパン……」

  　昨晩の妄もう想そうが脳裏にリアルに浮かび上がる。

  （これ、ぽんに絶対似合う!　絶対可愛い!　絶対萌もえ!　……萌え?）

  「わ、わかったわ!」

  　思わず声をあげた瞬間、背後でぽんがううんと唸うなり声をあげた。びくりと背せ筋すじを震ふるわせ、おずおずと振り返ると、寝返りを打っただけだった。

  （わかったわ。わかっちゃったわ。ぽんに横縞のパンティーを穿かせたい理由……そう。横縞といえば水平方向の誘導効果じゃないの!　縞の太さによっては、視線の錯覚で太く見えるというのは定説だわ。ということは、横よこ縞しまに萌もえているのは、ぽんの小こ尻じりでさえもふくよかに見えるせいなのよ）

  　昨晩の結論が正しかったことに満足をおぼえながら、藍あい斗とは二段目の引き出しを開あけると小花柄がらのパジャマを見つけて引っ張り出した。

  「ぽん、制服が皺しわになっちゃうし、それじゃあ寝づらいでしょ……着替えさせるわよ、いいわね?」

  　寝入っているのか、はたまた熱で意識が混濁しているのか、ぐったりと身じろぎひとつせず、ただひたすら苦しげに胸を上下させているぽんに断りを入れると、首に腕をまわしてそっと抱き起こした。上半身を起こした状態でベッドの縁ふちに枕まくらを立て、もたれかけさせる。

  「まずはシャツからね」

  　熱のせいかいつもよりも血色を増した唇くちびるがいやに生々しい。ドギマギしながら目をそらすと、上半身を枕に沈めているぽんの制服のシャツのボタンに手を伸ばす。緊張しているのか、指先が震ふるえてスムーズにいかない。

  （別に女同士なんだから、緊張することなんてひとつもないんだから……）

  　そう、緊張することなどひとつもない。それなのに、手のひらにじんわりと汗が浮かび、心臓はいつもの倍ほどの速さで脈打っている。

  　細い喉のどを指先でなぞりたい、鎖さ骨こつにそっと触れてなぞりたいと、次々に自身でも理解不能な欲望が湧わき上がってくる。

  （私ってば、ホントにどうしちゃったのよ）

  　不可解な衝動を理性でもって押さえ込み、ぽんの安眠を妨さまたげぬように慎重にボタンに手をかける。ひとつ目、ふたつ目と外し終え、みっつ目に手をかけた時、ぽんの胸の微かすかなふくらみに、小指の付け根の下、手のひらの側面の辺りが軽く触れた。

  　瞬間、藍斗の頭の天てつ辺ぺんから足先にまで、ビリビリと痺しびれるような刺激が駆け巡る。

  「んぁあんッ」

  　まるで雷かみなりにでも打たれたように激しい電流が迸ほとばしり、思わず小さく悲鳴をあげてしまった。それは決して不快ではなく、快感と呼んでも差し支つかえのない甘美な感触であることに戸惑いを覚える。

  （い、今のはいったい何!?）

  　どっくんどっくんと脈打つ心臓をなだめながら、混乱に震える指先でなんとかボタンを外すと、水玉柄のブラジャーが露あらわになった。ベースの清せい楚そな紺色が白い肌を引き立て、小悪魔的なアクセントの白い水玉が、小さなバストを可愛かわいらしく彩いろどるキュートなデザインのブラジャーである。

  　華きや奢しやというにはあまりにか細いぽんの体たい軀く。纏まとった乙女おとめなブラジャーの真ん中の部分にちょこんとついた愛らしいリボンへと、思わず伸びそうになる手を深呼吸で押さえつけ、次のボタンへと指先を移す。

  　触りたい、いっそ思い切り揉もみしだきたいという情動に耐え抜いて、すべてのボタンを外し終えた頃ころには、疲ひ労ろう困こん憊ぱいでぐったりとしていた。

  （……はぁ、なんだか疲れたわ）

  　藍あい斗とは首の付け根を指先でも揉みながらため息をついた。あとはシャツを脱がせて、パジャマのシャツを羽織らせるだけだ。いや、その前に、もうひとつ難関が待っている。

  　ブラジャーだ。

  　つけたままでは寝苦しいだろうが、上半身丸まる剥むきにするのは気が引ける。

  （いや、気が引けることなんてまったくないわよね。だって、私たち、女の子同士だし。ぽんのおっぱいなんてイヤっていうほど見慣れてるわけだし）

  　えいや。

  　掛け声で自らを励まし勢いづけると、ぽんの背中へと腕をまわす。

  　決心さえついたならば、人体の構造を学びきっている藍斗にとってブラジャー外しなど、得意中の得意。お茶の子さいさい。なんなら、すれ違いざまの一瞬で、対象者の肌に一切触れずに外すこともできる。

  （こんな時に役に立つだなんてね）

  　向かい合ってぽんの身体からだを引き寄せると、背中の枕まくらとの間に隙すき間まができた。藍斗はそのわずかな空間に指先を滑り込ませると、ぽんのブラジャーのホックを捻ひねる。

  　パチンという手ごたえを指先で感じた瞬間、ブラカップが浮いた。

  　ぽんが目を覚ました様子はない。天井に視線をやったままでそっとブラを剥はぎ取ると、上からパジャマのシャツを被かぶせる。大きめサイズのために一番上のボタンを外しただけで着せることができた。

  　ぽんの肌が隠れると、ようやく人心地ついた気分になった。

  　こんなプレッシャー、中学入試の時にも感じたことはない。たかだか同性のぽんの肌に触れるだけで、こんなふうにいろいろ考えてしまうとは。さっさと人並みの身体に成熟して藍斗の知的欲求萌えを刺激しないようになって欲しい。

  （ホントに調子がくるうわ……さて、次は下ね）

  　藍斗は首を傾かしげてこきっと鳴らすと、パジャマのパンツに手を伸ばした。

  　下半身の着替えはそれほど難しくはなかった。先にパジャマのパンツを穿はかせておいて、その後、スカートを脱がせるだけなので余よ裕ゆう綽しやく々しやく。ドサクサに紛まぎれてお尻しりやら太ももやらに触れたいという欲望に耐えることに少し気を使ったくらいだ。

  （はぁ。なんか疲れたわ。けど、ぽんも楽そうになってよかった）

  　ゆったりとしたパジャマを身に着け、先ほどよりもリラックスした表情で寝息を立てているぽんを見つめながら、自みずからのうなじに浮かんだ汗を手で拭ぬぐう。

  「な、何これ……びしょ濡ぬれじゃない」

  　どれだけ緊張していたというのか、自分でもびっくりするほどに濡れていた。

  

  「お粥かゆって……煮て作るのかしら、それとも炊たいて作るのかしら」

  　キッチンの流し台を前にして、藍あい斗とはひたすら途方に暮れていた。

  　病気の時の療養食といえば、お粥と相場が決まっている。

  　炊すい飯はん器きで米を炊いた後、鍋なべに移した米に水を足して煮るというおじやと同じ方式で、米にお湯を足せばできるだろうと思っていたところ、炊飯器の内側の水位位置に「普通」「おこわ」「玄米」に並んで「お粥」と書かれた目盛りを見つけ、どちらの方法で作ればいいのか困惑しているのだった。

  　まずもって、鍋の後に、幾度か作ったことのある「おじや」であるなら目分量ながらも失敗の可能性は低い。しかし、それはあくまでも「おじや」。作りたいのはお粥なのだから、炊飯器まかせで粥を炊くのが本来の目的に適かなっている。

  　しかし炊飯器でお粥を炊いた経験などないところが、藍斗に二の足を踏ませていた。

  　そもそもお粥とおじやの違いとは?

  　柔らかい米という以外に何かあるかというと、味がついているついていないの違いになるのかもしれないが、うっすらと塩味をつけたお粥を食べたことがある気がする。

  　十六歳にして、母親からろくに料理を学んでいない自分の身をひたすら恨むしかないが、しかし、母とて大学の教授という職を持っているため、家ではほとんど料理などしない。したがってその娘である藍斗が料理を不得手とするのは仕方がないことである。

  　どちらにしてもできあがりに大差はないのかもしれないが、正しいことを好む藍斗としては、お粥とてきちんと正式なものを作りたい。

  （うーん。考えてても仕方ないわよね。とにかく作ってみるっきゃないわ。そして、憧あこがれの『はい、あーん』を……いやいやいや、何考えてるのよ）

  　藍斗は首を慌あわてて横に振って打ち消すと、計量カップで掬すくい取った米を炊飯器の中へとぶちまけた。

  

  「……先輩が作ったんですか、これ」

  　目の前のお盆に並んだ得体の知れない物体たちを見ると、ぽんは目を丸くして声をあげた。

  「そう。ぽんのためのご飯なんだけど、嫌いなものとかあったかしら?」

  　確かに、目の前の創作物たちは、自みずからも今まで嗅かいだことのない異国情緒溢あふれる匂においを放っている。

  　しかし、普通に考えて、食べられるものと食べられるものを組み合わせて調理しているわけだから、食べられないものができあがるわけはないし、「料理は愛情」ともいうではないか。ぽんがよくなることを必死に考えて、栄養てんこ盛りで作ったのだ。それが愛情というものならば、きっとこれも美う味まくできているはずだ。

  「いえ、嫌いとか好きとかの以前に……ええと、それは?」

  　引きつった笑いを浮かべながら、ぽんがお盆に乗った白い皿を指差した。

  　中を満たしているのは漆しつ黒こくのペーストである。ペーストといっても、スープほどに滑なめらかなわけではなく小粒なプチプチが浮かび、まるで沸ふつ騰とうするコールタールの様相を呈していて、正直、口の中に入れるのは躊ちゆう躇ちよしてしまう外観をしている。しかし、栄養分をいかに補給させるかに力を注ぐことに一生懸命で、見た目のことはまったく抜けていたのだから仕方ない。

  「特製スタミナ粥がゆよ」

  「……真っ黒ですけど」

  「カルシウムとビタミンとミネラルを強化しようと思って、黒ゴマとノリとヒジキをたっぷり入れたの」

  「じゃあ、そっちのミドリムシが生息していそうなのは?」

  「葱ねぎと生しよう姜がのスープ。葱も生姜も身体からだを温める食材だから、風か邪ぜにいいのよ」

  「なぜに沼のような匂においが?」

  「ううん、そればっかりは私にも理解不能なのよね。でもね、持てる科学の知識を総動員してカロリーやビタミン・たんぱく質等のバランスはもちろんのこと、食物の持つ薬効をも計算して作った対風邪兵器なのよ。これを食べれば風邪なんて一発で吹き飛んじゃうわ。さぁ、食べて滋じ養ようをおつけなさい?　はい、あーん」

  　ブツブツとした質感の黒々としたお粥をスプーンで掬すくい取ると、ぽんの口元へと運んだ。

  「では、いただきます」

  　ぽんは恐る恐るといった様子で口を開くと、ごくりとお粥を飲み下した。次の瞬間、白目を剥むいたかと思うと、慌あわてて口を手でふさぎ、涙交じりに飲み込もうと阿あ修しゆ羅らのごとき必死の形ぎよう相そうとなる。

  「何その反応。いったい、どうしたっていうの?」

  「先輩、これ、味見とかってされたのでしょうか」

  「……そんなこと、すっかり忘れてたわ」

  　計量カップや計量スプーンを駆使している最中、つい実験の気分になってしまったせいか、その結果の化合物を味見するという意識がすっかり飛んでいた。

  「でも、そんなに不ま味ずいはずは……うぐっ」

  　試しにと口へと運んでみたところ、脳のう髄ずいにガツンと強烈な痺しびれが走った。目の前にチカチカと閃せん光こうが明滅し、異物を排除しようと無意識に拒否反応を起こしたらしい身体からだが痙けい攣れんする。

  　スタミナをつけてもらおうと大量投入した大ニン蒜ニクのせいか、はたまたその高栄養価から海のミルクと呼ばれる牡か蠣きのエッセンスが使われているから、さぞよかれと思って追加したオイスターソースの仕し業わざか、カルシウムを追加しようと加えた牛乳のせいか、生臭さとしょっぱさと苦さとが絶妙にブレンドされた、世にも奇妙な味わいになっている。

  「ぐっ、ぐぐぐ。こ、これは。……悪いわね、ぽん。ちょっと失敗しちゃったみたい。栄養を取らせるのが先決だと思って味のことはあんまり考えてなかったから」

  　スープのほうもひとくち啜すする。こちらはお粥かゆよりは幾分かインパクトに欠ける味わいではあるものの、一言で言って雑草のような味がした。もちろん雑草など実際に食べたことはないけれど、夏の草いきれの中で嗅かぐあの匂においが口の中いっぱいに広がり、喉のどの奥から胃液が断続的にせり上がってくる。

  「ぎっ、ぎぎぎ。こ、これは……良薬口に苦しといえどもちょっと限度を超えてしまってるみたいね……ぽんは飲まなくていいわ」

  　げほげほと咳せき込んでいると、ぽんが藍あい斗との指に巻かれた絆ばん創そう膏こうに目を止めた。慌あわてて背中にまわして隠す。

  「……藍斗先輩。指、怪け我がしてるじゃないですか。さっき学校ではなんともなかったですよね」

  「なっ、なんでもないわよ。見間違い、そう見間違いよ。熱のせいで幻覚を見ただけだから」

  「……わたしのご飯を作ってる時に、怪我しちゃったんですか?」

  「違うってば。とにかく、私の作った料理は却下。コンビニでレトルトのお粥かなんか買ってくるからちょっと待ってて頂ちよう戴だい」

  　お盆ごとさげてしまおうとすると、ぽんが素早くスープの皿に手を伸ばした。慌てて取り上げようとするも、ぽんは強情にも放す様子はない。このままでは布ふ団とんの上にこぼれてしまう。皿を引っ張る力を緩めると、一瞬の躊ちゆう躇ちよが勝負の分かれ目。藍斗から見事に皿を奪い取ったぽんは、どろりと濁った緑色で満たされたスープ皿へとスプーンを差し込み、掬すくい上げた。

  「せっかく、藍斗先輩が作ってくれたんだから飲みます」

  「悪いこと言わないからやめといたほうがいいわよ?」

  　藍斗の制止を聞くことなく、にこりと微笑ほほえんだかと思うとぽんは雑草味スープに口をつけた。なんの成分によるものか、まるでスライムのように粘りを持った液体がぽんの喉の奥へと消えていく。

  「ぐ、ぐひっ。こ、これは」

  「ほら、言わんこっちゃない」

  「んぐっ、た、確かに若じやつ干かん飲みにくい味ですけど。でも、ぐぐっ、お薬だと思えば、うぐっ、なんか健康になりそうな、んぐっ、味です。んあっ──────っ」

  　顔にこそ引きつった笑えみを浮かべながらも、気合を入れてなみなみと注がれたスープをすべて飲み干したぽんは、綺き麗れいさっぱり空からになった皿を藍斗へと差し出した。

  「まさか。全部食べたの?」

  「はい。ふわー。スープ飲んだら一気に身体からだがカッカしてきました。すごい!　藍斗さんの手料理のおかげで、風か邪ぜなんかどっかに飛んでいっちゃいそうです」

  「……ぽん」

  　なんて健けな気げなコなんだろうと、胸がきゅんと痺しびれる。しかし胸だけでなく、お粥かゆとスープのせいで舌先もビリビリと痺れている。

  「お粥も食べちゃいますね」

  「いや、こっちはやめたほうが……そう、デザート、デザートを持ってくるわ。ヨーグルトよ、ヨーグルト」

  　もうひとつの皿に手を伸ばそうとするぽんを制すると、藍あい斗とは慌あわててぽんの部屋を後にした。

  

  　ヨーグルトをガラスのデザート皿に移し替えた藍斗は、ビタミンを添加すべく冷蔵庫の中から、プラムジャムを取り出したところで、手を止めた。

  　シンプルイズベスト。無駄を嫌う藍斗の信条であり、常に実行してきたはずなのに、ごたごたと食材を追加した挙あげ句く、見事に失敗料理を作ってしまうだなんて。

  「……ホントに調子くるうわ」

  　プラムジャムを投入したい衝動をなんとか押さえつけると、台所を後にする。

  「お待たせ」

  　部屋に戻ると、ぽんはベッドから起き上がろうとしているところだった。

  「どうしたの。トイレ?」

  「いえ。パジャマが汗でだくだくなので、着替えをしようと思って。でも汗をかいたらだいぶ楽になりました」

  　確かに、先ほどよりもだいぶ顔色もよくなり、呼吸も楽そうだ。

  （ひょっとして、私の特製スープのおかげだったり?）

  　味には自信はないが、栄養分にはかなり自信がある。だとすれば、味に難があるといえども、お粥も食べさせればよかったなと思いながらぽんの額ひたいに触れる。まだ熱を持っているが、日中のひどい熱は引いていた。

  「熱はだいぶ下がったみたいね」

  「はい、藍斗先輩の看病のおかげです」

  「だからって、油断は禁物よ。風邪には安静が一番。着替えは私が取ってあげるから、寝てなさい」

  「じゃあ、お言葉に甘えて……そこのクロゼットの上から二番目の引き出しに替えのパジャマがあるんで取ってもらっていいですか」

  「そのパジャマが入ってたところよね」

  「あ、そうです。あれれ、うわー、藍斗先輩、制服、着替えさせてくれたんだ。ありがとうございます」

  　どうやらまったく記憶にないようだ。

  （だったら、もっとじっくり見たり触ったり楽しめばよかった。って、何考えてるのよ……）

  　自分の考えに小さくパニックを起こしながら引き出しを開くと、替えのパジャマを取り出した。可愛かわいらしいものに目のないぽんらしく、今度は黄色のひよこ柄がらのパジャマだ。

  　引き出しを閉じたところで、ある思いつきが頭に浮かぶ。

  （どうせだったらパンティーも……パンティーを穿はき替えてるところを見たいだなんて、やっぱりおかしい?　いえ、きっとこの感情には理由があるはずよ。そう、パンティーを穿き替えることによって、ぽんの風か邪ぜがよくなるとか、もしくはセク研の活動に役立つような何かがあるとかを無意識に感じているに違いないわ……そう、実験先行、仮定後あと付づけという革新的な試行があってもいいじゃないの）

  　ひよこ柄の数を無意識に数えつつ、藍あい斗とはごくりと喉のどを鳴らすと振り返った。

  「ねぇ、ぽん、下着も穿き替えたほうがいいのでなくて?」

  「あ、はい。あ、でも下着は自分で取ります」

  「ダメよ、病人はそのまま、そこで安静にしていて頂ちよう戴だい」

  　慌あわてて立ち上がろうとするぽんに向かい、手のひらを突きつけると、有無を言わさずに一番上の引き出しを開あけた。

  （縞しまパン生着替え!　縞パン生着替え!）

  　目的の縞パンは一番手前にあった。しかし、ほかにはどんなパンティーがあるのかも気になる。着替えのパンティーを探すという目的があるのだから、堂々と物色できるというもの。

  　さっきあまりじっくりと観察できなかった分を取り戻すかのように、一枚ずつ順繰りに手に取っては、じっくりと観察していると、背後からぽんが情けない声をあげた。

  「あのぉ、藍斗さん。なんでもいいですから」

  「ダメよ」

  「なんでですか」

  「だって、どうせだったら風邪の治るパンティーのほうがいいじゃないの」

  「そんなものあるんですか?」

  「あるともないとも限らないわ」

  「いったいどっちなんですか」

  　呆あきれ声をあげるぽんに、先ほどのブルーに白の縞しま々しま柄パンティーを取り出すと手渡した。

  「さぁ、ぽん、これでどうだっ。色彩心理学的に言うとブルーには鎮静効果があるのよ、きっと具合もよくなるわ」

  「まぁ、わたしはどっちでもいいですけど」

  　ぽんは着替え一式を受け取ると、無防備にもパジャマのシャツをめくり上げ、するりと上うわ衣ぎを脱ぎ捨てた。遠慮がちなふくらみの乳房と奥ゆかしく引っ込んだ乳首が露あらわになる。

  　まるで桜の蕾つぼみのような可か憐れんな淡色の、先端のぽちりとした小穴が目に入る。

  　本来なら飛び出しているのが普通であるはずが、へこんでいる、いわゆる陥没乳首というものだ。そのクレーターを目にした瞬間に、藍あい斗との頭の中に電気信号が迸ほとばしり、脳の深部をビリリと刺激する。

  （あああっ、来たッ!　また来たッ!　この感情!　そうよッ!　自分の閃ひらめきに制御をかけてるからいけないんだわ!）

  　藍斗自身とはあまりにかけ離れたぽんの体型に、知的好奇心がビンビンに刺激され脳からアドレナリンが流れ出す。

  （も、もっと見たい、もっと近くで、そのつるぺたの有様を科学したいっ!　こうなったら……もうイクところまで行くっきゃないッ!）

  　知らないものを知りたい、というのは、知的好奇心の最も初歩。そう、ならば我慢することはないのではないか。欲求に突き動かされるまま、半笑いでぽんへにじり寄る。

  （　解　放　!　）

  　藍斗の脳内から、オーバーヒートのような血流の音がどくどくと聞こえる。

  「うふうふ。ふふふ、もっと学ばせて頂ちよう戴だい、ぽん」

  「藍斗さん、どうしました?　なんかちょっと怖いんですけど?」

  　身体からだの奥からこみ上げてくる笑いに肩をわなわなと震ふるわせる藍斗に、ぽんが怯おびえた視線を向ける。

  「ぽん、いいこと?　いま、汗をかいているでしょう」

  「はぁ、だから着替えようと思ってるんですけど」

  「だったらね、そのままパジャマなんて着せないわ。私に汗を拭ふかせなさいッ!」

  「は、はぁ……それはありがたいですけれど」

  　鼻先にずずんと人差し指を突きつけると、ぽんはパジャマで胸元を隠しながら、怯えた表情のままこくりと頷うなずいた。

  （マッサージにかこつけてぽんのつるぺたを思う存分観察してやる……うふふふ、うふうふ）

  　藍斗はタオルを片手にベッドの上に上がると、ぽんの背後へと回り込んだ。

  「さぁ、力を抜いてリラックスして頂戴」

  　背中から抱え込むと耳元で囁ささやきながら、タオルをパジャマとぽんの胸との間に忍び込ませる。ゆっくりと撫なでるように拭ぬぐうと綿生き地じと肌が擦こすれてぽんが声をあげた。

  「ん……あんっ、ひゃ、ひゃら、藍斗先輩、なんか……なんかその触り方、んぁあんっ、なんか違うぅっ」

  「何が違うの?」

  「な、なんか、くすぐたくってっ、んくうぅぅっ」

  「くすぐったいだけなの、ぽん?」

  「いや、いや、いやぁあんん、にゃ、にゃんか、にゃんかへんんんんっ」

  　タオルの角で乳輪の縁ふちをこちょりと刺激すると、ぽんは顔を真っ赤にして腰の辺りをもどかしげに動かした。人体はつながっているため、どこか一部を刺激すると別部分に反射が出たりする。

  「こういうのはどう?」

  　ぽんの身体からだへの理解をさらに深めるべく、タオル越しにぐねりと乳輪を捻ひねる。

  「はうっ」

  　首筋がぽっと、桜の花びらを一面に散らしたかのように淡く色づき、耐えるように噛かみ締められていた唇くちびるから、熱っぽい吐息が漏もれる。慎ましくも隠されていた乳頭が、ぽちりと飛び出してその全ぜん貌ぼうを現した。

  「あら、勃たったわ。ねぇ、ぽんのココ。ほら、わかる?　こんなにピン、としてる」

  「だ、だめですぅ。そんなこと言っちゃ、いゃらぁぁ」

  　羞しゆう恥ちに顔を真っ赤に染めながら、いやいやとぽんが首を振ると汗とシャンプーとが混じりあった清涼な匂においが鼻を掠かすめた。

  「だって、本当のことだわ。ほら、わかるでしょ。大丈夫、風か邪ぜを引くと身体が凝るものね。ココが凝ったって恥ずかしいことじゃないわ」

  「んんっ、はうんっ、んいぃいいっ」

  　勃った乳首をこりこりと指先で転がすと、普段は内側に仕舞われているだけによほど敏感らしく、ぽんは細い首を仰のけ反ぞらせて腰を浮かせた。

  「ねぇ、ほら、こんなに濡ぬれちゃってる」

  　浅い胸の谷間に浮かんだ汗を指先で拭ぬぐうと、わざと水音を響かせて指腹で叩たたきつける。ぴちゃぴちゃと淫いん猥わいな音が響き、ぽんは悩ましげに腰を浮かせて悶もだえうごめく。

  「すっごいぬるぬる。ねぇ、このぬるぬるでさっきのところを触ったらどうなるのかしら」

  　水気を掬すくい取った指先で先端の突起にそっと触れた。

  「ひゃ、あひいっ」

  「なんて声出してるのよ、ぽん。はしたないわ。ただマッサージしてるだけなのに」

  　塗まぶした汗を潤じゆん滑かつ油ゆ代わりにして、成長途中で張った乳房をゆっくりと揉もみしだきながら、時たますっかり硬くなった乳首を弄もてあそぶ。するとぽんはなんともいじらしい声をあげ、陸にあげられた小魚のようにぴくぴくと跳ねる。

  　もう濡れているのは胸の間だけではない。試しに太ももに指先を置くと、パジャマの生き地じから染み出るほどにぐっしょりと濡れていた。

  　汗をかかせたほうが風邪にはいいはずだ。どうせ着替えさせるのだからと遠慮することなく、しっとりとその湿り気を楽しみながら、外ももから内ももへ、膝ひざから足の付け根近くへと核心に向け、ゆっくりと摩さすり上げていく。

  「あら?　また熱が上がってきたんじゃない?」

  「だって……だってぇ、そんなことされたら身体からだが熱くなっちゃいますぁぁっ」

  「困ったわね。冷やさないといけないわ」

  　氷ひよう嚢のうはどこかと見回すと、机の上に置かれたヨーグルトが目に入った。

  「ちょっと待っていて頂ちよう戴だい」

  　身体を離すと、ぽんはへろへろと力が抜けたように布ふ団とんの上へと崩れ落ちた。海え老びのように丸まった体勢で自みずからの身体を抱きしめ、乱れた息をはぁはぁと整えている。

  「藍あい斗とさん、なんだか身体が火ほ照てって、ヘンなんれす」

  「大丈夫、すぐに楽にしてあげるから。ほら、下も脱いじゃいなさい?」

  　ベッドの上でぐったりと、悩ましげに吐息を荒らげているぽんのパジャマのズボンをずり下ろすと、さきほどつけていたブラジャーとお揃そろいの水玉のパンティーが現れた。

  　上半身は裸、下半身はパンティー一枚という心もとない格好のぽんをうつ伏せに寝かせると、ヨーグルトを掬すくい取って塗まぶす。

  「ひゃ、ひゃあんっ、冷たッ」

  「でも、気持ちいいでしょ、ほら」

  「ふわぁ、あ、あ、あ、なんか、なんか、ほんとにきもちいいぃっ」

  　背骨から肩けん甲こう骨こつに向け、ゆっくりとマッサージするように塗りのばすと、ぽんは蕩とろけそうな表情でうっとりと目を細めた。

  （この絵よ!　私が求めていたのはこの絵だわ!　この白はく濁だく液えき塗まみれのぽんの姿を、脳に焼きつけるのよッ!　もう少しで、何か、答えが……答えが見えそう!）

  　そのまま背骨に沿ってヨーグルトを垂らしては、身体全体へと塗り伸ばしていく。ぽんの背中の上で、白濁した粘液に、オレンジや薄うす桃もも色いろのフルーツが潰つぶれて混ざり合っていく。

  　垂らされた瞬間は、冷たさに悲鳴をあげるぽんだが、次第にそれさえも快感を誘うスパイスとなっているようで、漏もらす声もだんだんと甘美な声色へと変わってきた。

  （う。これはちょっと、なんていうか『征服欲』っていうのかしら。白濁液塗れってすごくいい絵柄だわ。なんでかしら……せっかくだから、身体だけじゃなくって顔にも……）

  　ぽんの身体を裏返し、仰あお向むけにさせると頬ほおを人差し指と親指とで掴つかんで固定すると、ヨーグルトを指先で掬い取った。

  「ひゃ、藍斗さん、何するんですか」

  「熱がある時はオデコに熱さましって決まってるでしょ!」

  　ぽんの額ひたいへとどぴゅりとねっとりした粘液を垂らすと、ぽんはぎゅっと目を瞑つぶって小さく頭をイヤイヤとさせる。

  「や、やぁん。顔は……ひゃ、ひゃあぁっ、なんか垂れてきて……んんっ」

  　むずむずともどかしげに腰を動かすぽんの、今度は太ももへヨーグルトを垂らす。

  「ダメよ、ぽん、これは治療なんだから。大人しくなさい?」

  　腰をぴくんぴくんと微動させるぽんの髪を摩さすりながら、吐息が届くほどの耳元で囁ささやくと、唇くちびるを軽く歯で噛かみ締めて、真っ赤に上気した頬ほおで顔を縦に振った。

  （よし、最後は……ココに決まりね）

  「我慢できるじゃないの。いいコね。さぁ、フィニッシュよ。パンツ、汚れちゃうけどいいわよね」

  　藍あい斗とが確認すると、ぽんは恍こう惚こつの表情を浮かべたまま、こくりと頷うなずいた。

  「じゃあ、ぶっかけるわよ」

  　ぽんの太ももの下に自分の膝ひざを差し込み、腰を浮かせると、足を持ち上げて身体からだを半分ひっくり返す。そのままお尻しりの下へと膝ひざを滑り込ませると、水玉のパンティーのクロッチ部分が露あらわになった。

  「さぁ。いくわよッ！！！」

  　残った白ぬる液の最後の一滴まで注ぎ込むようにヨーグルトを垂らすと、ぽんがうっ、と悲鳴をあげた。

  　藍斗の脳に電流が走る。身体がジンジン痺しびれて、いうことを聞いてくれない。

  「ああん……ぐじょぐじょれす」
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  　うっとりと呟つぶやくぽんの小ぶりのお尻しりへと、たらりと白い液体が垂れ流れてくる。混ぜ込まれたカットフルーツが潰つぶれるのも気にせずに、そのまま鷲わし掴づかみにした両手で揉もみ込むように動かすと、みるみるうちにパンティーに染み込んだ。汗とヨーグルトでぴったりと張りついたパンティーが両尻の形をくっきりと浮き出させる。

  「ふわぁっ、なんか……身体からだがふわふわするです」

  　ぽんがうわ言のように呟いた。

  　覆おおい被かぶさるように見下ろしていた藍あい斗とも、汗だくで言いようのない達成感に包まれていた。

  「私を誰だれだと思っているの?　人体解かい剖ぼう学から経けい絡らく・秘ひ孔こうまで人体のなんたるかを知り尽くしているのよ。身体を触って風か邪ぜを治すだなんて、朝飯前。さ、熱も下がったところで、お風ふ呂ろに入って頂ちよう戴だい。そしてぐっすり寝れば、明日にはきっと治っているわ」

  　べたべたに汚れた手をタオルで拭ぬぐうとにこりと笑いながら、ふと我われに返った。

  （ああ、すっきりした……って、なんかちょっと違っているような。私、何するつもりだったんだっけ?）

  

  「で、藍斗さん、なんで一緒に浸つかっているんですか」

  「いいじゃないのよ。手、べたべただったし」

  　湯船の反対側、ちょこんと体育座りの体勢で湯に浸かっているぽんからぷいと顔を背そむけると、藍斗は両手を浴槽の中へと泳がせ、透明なお湯を掬すくい上げてざぶりと顔にかけた。

  　本当は違う。一緒に入りたかっただけだ。

  　離れたくなかった、というのが正しいかもしれない。

  （せっかく、ぽんへの気持ちなんて、ただ単に身体に対する学術的探究心っていうことで片がついたのに。なのに……離れたくないだなんておかしいわよね。この気持ちはいったいなんなの?）

  　葛かつ藤とうする藍斗の心中に気づく様子もなく、ぽんはといえば、気持ちよさげに鼻歌など歌っている。

  （まったくもう、暢のん気きなんだから……まぁ風邪で辛つらそうな顔よりは何倍もいいけどね）

  　またもや迷宮に迷い込んでしまった自分の気持ちをもてあましながら、ため息をついて洗い場に目をやった。

  　徳用サイズのボディソープにシャンプーやコンディショナー。綺き麗れいに干されたボディタオルに整然と並べられた洗顔料。庶民的ではあるが、清潔できちんと手入れがされている。浴槽とて、ピカピカに磨かれて、どこを見ても黴かびひとつ生えていない。

  「うちとは大違いね」

  　思わずぼそりと呟つぶやくと、ぽんが不思議そうな瞳ひとみを向けた。

  「何が大違いなんですか……?　って、ああっ!　そうですよね、うちなんてどうせ超絶庶民というか。どうせ藍あい斗とさんの家のお風ふ呂ろとかってバカでかいんでしょう?　前に犬小屋並みとかっていってましたもんね。ホント、足とか思う存分伸ばせなくてすみません、平泳ぎで競争できなくてごめんなさい。溺おぼれたくとも溺れようもない庶民サイズのお風呂でございます」

  「バカね、何拗すねてるのよ。そんな豪邸、那な美み香かの家くらいよ。うちなんて普通、普通」

  「ええっ……そうなんですか。てっきり藍斗さんの家もお城みたいに大きくてヘリポートがあって、敷地内に遊園地やら動物園やらがあるのかと」

  　驚きを隠せないという表情を浮かべているぽんに藍斗は首をすくめると立ち上がって浴槽の縁ふちに腰掛ける。

  「普通のマンション住まいよ。それに父も母も、やれ学会だそれ講演だってあっちこっち飛び回ってるから、家なんてもうヒドイもんよ。手作りのご飯を食べたのなんていつのことやら」

  「ええっ、じゃあ、藍斗さん、あの料理を毎日自分で作って……」

  「ううん、ご飯はほとんど外食。でもね、寂しくなんかないわよ。だって、私には大切なセク研という存在があるもの」

  「……先輩」

  　ぽんがおもむろに立ち上がった。ざぶりと音を立ててお湯が跳ねて波打つ。ぽんのほとんど毛がない股こ間かんがちらりと見える。慌あわてて目をそらすと、ぽんは身体からだをぶつけるようにして抱きついてきた。

  「ほわぁっ!?　ちょ、ちょっとぽん、や、やめてってばぁあっ」

  　突然しがみついてきたぽんに、湯船に張られた水がばしゃんと盛大なしぶきを上げる。顔やら髪やらにまで跳ねてずぶ濡ぬれになってしまったが、ぽんは気にする様子もなく藍斗をさらにきつく抱きしめる。

  「わたしも、わたしもなんですっ！！！！！！」

  「な、何がよおっ、何がわたしもなのよおっ」

  「あの時、藍斗さんに会えて変わったんですッ」

  　しがみついてくるぽんの吐と息いきが、首筋に当たってくすぐったい。偶然ではあるが、右手は藍斗の太ももの根元近いところに置かれているのもむず痒がゆいし、乳首の先端にいたっては少し硬くなってきてしまっている。

  （な、なんなの、この身体の変化……）

  　乳首の充血といい、ももの付け根の奥がきゅんと痺しびれるように絞れる感じといい、なんだかおかしい。裸のぽんに抱きつかれて恥ずかしさと同時に嬉うれしさがこみ上げてきて──できることなら、もっと強く、もっときつく、もっともっと。身体と身体が溶け合うみたいに。

  （駄目!　これ以上は、これ以上は……）

  　でも、もっと頬ほおを触られたい、頭を撫なでられたい、胸を揉もまれたい、アソコを……。

  「だ、だめっ、だめぇえええええっ、だめよぽん、ダメったらダメ、離れなさいッ」

  　これ以上密着していてはコントロールが効かなくなってしまう。無理やりに肩を押し戻してぽんの身体からだをはがす。肩で息を整えると、はずみで胸が揺れて湯船に波が起きる。

  「ごめんなさい、ちょっと興奮しちゃいました。でもね、藍あい斗とさん。これだけは聞いてください。わたし、本当に藍斗さんのこと好きです」

  　ぽんは湯船の中で姿勢を正して藍斗に向き直り、子こ鹿じかのようなつぶらな瞳ひとみで上目遣いに見上げる。

  （私のことが好きって……ホントに?　私も……あ、なんか、なんだろうこの感じ……キスしたい）

  　頬ほおを両手で包み込むようにして、少し顔を近づける。

  「ぽん」

  「藍斗先輩」

  　藍斗の呼びかけに応こたえるように、ぽんもそっと顔を近づけてきた。

  （ああ、私たち、キスしちゃうのね）

  　藍斗の胸は今にも張り裂さけそうに打ち響き始めた。前にした一方的なキスとは違う。ぽんからも求められてするキスだ。

  （……もう、なんでもいいわ。この気持ちがどうとか、そういうの。いくら考えたってわからないんだもの。でも、きっと、いつか自然とわかる日がくる。そんな気がする）

  　張り裂けそうに脈打つ心臓の鼓動を感じながら、藍斗はぽんの顔をじっと見つめる。淡茶色の瞳にぷっくらとした頬。首筋に張りつく柔髪に、あどけなさを残した半開きの唇くちびる。

  　以前一度そこに口づけたことはあるというのに、その時の何倍も胸が高鳴っているのはなぜだろう。それだけでなく、張り裂けそうに何かが詰まっているようで、今にも流れ出してしまいそうな……。

  　先に音ねをあげたのはぽんだった。

  「……藍斗さん……わたし、わたし、もう、ダメです」

  　潤うるんだ瞳で藍斗を見上げると肩へと手をまわす。その手に力を込めて藍斗を抱き寄せた。　唇まであと５センチ。

  「ぽん、私も……もう我慢が……って、ええっ!?」

  　そのまま、ぽんは藍斗の胸に崩れ落ちてぐったりともたれかかる。

  「ごめんなさい、もう、ダメ……逆の上ぼせちゃったみたい……です」

  「ぽん、どうしたの?　ぽんッ!?」

  　肩を思い切り揺さぶっても、ぽんはぐったりとされるがままだ。

  「水……喉のどが渇いて……身体が熱い」

  「ああっ、もうっ、なんなの。逆上せるくらいならさっさと上がりなさいよッ」

  　藍斗は慌あわてて蛇じや口ぐちを捻ひねると、勢いよく放出される水を自みずからの口へと含んだ。

  　無我夢中でぽんの唇くちびるに自分の唇を合わせると水を流し込む。

  「らって……藍あい斗と先輩とゆっくりお話が……嬉うれしくて……唇、つめたいれす。おみず、おいしいれす……セク研、最高れす」

  　朦もう朧ろうと夢ゆめ現うつつの様子でぽんが呟つぶやいた。

  

  　汗とともに毒素を流し切ってさっぱりしたのか、水と薬を飲んだぽんは、ベッドの上でくうくうと気持ち良さげな寝息を立てている。ぽんの部屋の床に敷いた布ふ団とんの中で、藍斗は薄うす闇やみの天井を見つめながらぼんやりと考えていた。

  （……私って、ぽんにヒドイことばかりしてる）

  　なんでだろう。そんなことしたくないのに。風か邪ぜを引かせて逆の上ぼせさせて。

  　苦しめるつもりなんてないのに。

  　本当に自己嫌悪で泣きたくなる。

  　藍斗は目を閉じると、誰だれにともなく祈った。

  　明日はぽんが元気になってますように。

  

  　朝起きるとぬるっとしたものが唇の上を這はいまわっていた。

  　馴な染じみがあるような、ないようなこの感触。

  　ええと、なんだっけ。

  　藍斗はまだ覚かく醒せいしきっていない頭で心当たりを思いめぐらす。そう、確かに知っているこの感触。ええと。よく知っている。そうだ、昨晩の……ぽんの唇。

  　瞬間に思い出した。ここはよく知っている自分の部屋ではなく、ぽんの家のぽんの部屋で、ぽんの看病をするために泊まったんだった。

  　ということは、この唇の感触は!?

  「だ、だめよっ」

  　目を開いてもずっしりとしたもので視界が覆おおわれていて、何も見えない。

  （め、目隠しプレイ……!?　いくらなんだって、それは積極的すぎるというか）

  　身動きが取れないでいる藍斗の唇にぬるっとした舌先が忍び込んできた。

  （ええっ!　そ、そんなオトナな!?　ディープな!?　どうしたっていうの、ぽん、大胆すぎるわっ!?）

  　しかし、それにしても息が生なま臭ぐさすぎる。ついで鼻息も荒すぎる。そして、オデコに当たるフサフサとした毛の感触は。まさか。

  　視界が利かないまま手探りで顔上の物体を触ると、全身毛に覆われていて生温かい。

  「ぐわっ!?」

  　驚いて上半身を勢いよく起こすと、きゃんっと無様な声でゴンタがカーペットへと吹っ飛んだ。ごろごろと転がった挙あげ句く、壁に当たって止まる。

  「……このバカ犬」

  　呟つぶやいた後、慌あわてて口を噤つぐんでベッドの上を見ると、ぽんはすやすやと安らかな寝息を立てていた。

  「熱、下がったのかしら」

  　音を立てないように、四つん這ばいでそろそろとぽんの傍かたわらへと近寄ると、そっとおでこに手を当てる。まだ少し熱い気もするが、ひどい高熱というわけではなさそうだ。

  　安あん堵どのため息を漏もらすと、ぽんの寝顔にもう一度視線を落とした。ぐっすり夢の中、まだ起きる様子はみじんもない。息を潜ひそめたまま手を伸ばすと、そっとぽんの唇くちびるに触れた。ぷにんとした弾力が指先を押し返す。

  （せっかく昨晩、キスできたっていうのに。正直なところ、パニック中だったからあんまり覚えてないのよね）

  　勿もつ体たいないことをした、という思いが胸にむくむくと湧わき上がってきた。

  （……勿体ないってどういうことよ）

  　やっぱりヘンだ。ぽんに対しては、どうも調子がくるう。

  （……もしかして、キスをすればこの感情の説明がつくかも）

  　そうだ、実験を繰り返すことにより、仮説は進化していく。

  　統計を重ね、実証していくことが科学を発展させる唯一の方法。

  　ならばキスを繰り返すことで、この切なくて泣きたいような、それでいてほっこりと心が温かくなるような、この不可思議な気持ちの正体がわかるんじゃないだろうか。

  　藍あい斗とはごくりと唾つばを飲み込むと、ゆっくりとぽんへと顔を近づける。

  　微かすかに揺れる睫まつ毛げ。ほのかに赤みを帯びた頬ほお。

  　ほんの少し口角を上げて笑ったように見える唇まで、あと３センチ。

  「……んんっ?」

  　ぽんが喉のどを鳴らしたかと思うとパチリと目を開あけた。

  「ひゃああっ！！！！！」

  　突然のことに藍斗は悲鳴をあげて後ずさる。

  「あれ?　藍斗先輩、なんで家に……あ、そうか、わたし、昨日熱出して」

  　目をぱちぱちとしばたかせながらぽんが眠そうに言う。

  （き、気がつかれて……ないわよね）

  　キスをしようとしていたことはバレてはいない様子。藍斗は平然を装よそおってまくしたてる。

  「そ、そうよ、熱出して逆の上ぼせてって大騒ぎだったんだから……それで身体からだの具合はどうなの?」

  「あ、はい……んー。うん、もうだいぶ元気みたいです。藍斗先輩の看病のおかげです。ありがとう、先輩」

  　顔をくしゃくしゃにしてぽんが言う。その微笑ほほえみに、思わず見とれていると、ぽんが不思議そうに首を傾かしげた。

  「あれれ、顔が赤いですけど。ひょっとして風か邪ぜ、伝う染つしちゃったりとか」

  　違う。ぽんに感謝されてなんだか照れと嬉うれしさが入り交じった気持ちで顔が赤くなってしまっただけだ。けれど、それをぽんに説明するのも恥ずかしく。

  「ちょ、ちょっとくらい泊りがけで看病したからって調子乗らないでよね!　貴女あなたなんてただの友達なんだからッ！！！！！」

  　ぷいと染まった頬ほおをそっぽに向ける藍斗に、ぽんはもう一度、とびっきりの笑えみを浮かべると大きく頷うなずいた。

  「はい、サイコーの友達ですっ!」
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   セク研議事録　6月29日

  

  藍あい斗と「ねぇ、みんな萌もえって知ってるかしら?」

  るり「うわ……お姉さま、何を今更」

  藍斗「るり、すごく熟知してるみたいな口ぶりだけど?」

  るり「熟知も何も、今どきその質問は恥ずかしい」

  那な美み香か「わたくしは、もちろん、筋肉萌えですわ」

  るり「一応言っておく。那美香お姉さまのそれは〝萌え〟というよりは〝燃え〟。もっと温度が暑い。むしろ暑苦しい」

  那美香「るりさん、ヒドいですわ。確かにわたくしの夢は、格闘家に柔道家、相撲すもう取りにプロレスラー、はたまた、ボディビルダーまでマッチョ男性たちをぎゅうぎゅうに狭いサウナ風ぶ呂ろに閉じ込めて、その肉にく布ぶ団とん景色を外から存分に楽しむことですが……」

  ぽん「それ、想像しただけで暑いです」

  藍斗「熱い……。身体からだが熱くなるのは萌えた時の生態反応のひとつよね。ということは何?　ぽん、貴女あなた、まさか那美香と同じマッチョ萌えだっていうの!?」

  ぽん「ち、違いますって。藍斗先輩。想像すると、暑いっていう意味で……」

  るり「ところで、藍斗お姉さまは何に萌え?」

  藍斗「私?　難しいことを言うわね。そうねぇ。化学記号なんて悪くないわね。物質を記号化するだなんて合理的で素晴らしいわ」

  るり「化学記号?　それまたマニアックなことを」

  藍斗「マニアックかしら。それにあとは人体解かい剖ぼう図なんかも萌えるわよ」

  るり「内臓フェチ?　それはるりと同じ」

  那美香「わたくしは臓器にはあまり興味ありませんわ。なんといってもマッスルマッスル!」

  藍斗「ちょっと待って。ふたりが言ってるのは、性的な興味や興奮の対象のことでしょう?　私が聞いてるのは、萌えの対象よ?」

  るり「だから萌えについて話している」

  ぽん「藍斗先輩、ちょっと何か勘違いをされていませんか?」

  藍斗「勘違い?　そんなものしてないわよ。萌えの対象がメイドだとか猫耳だとか幼女だとかツインテールじゃないといけないって誰だれが決めたのよ!」

  るり「那美香お姉さま大変です。藍斗お姉さまが何かに毒されている」

  那美香「あっ!　私、コスチュームでしたらピチピチのビキニパンツが好きですわ」

  藍斗「それは性的興奮でしょ?　私の言ってるのはもっと脳内でエネルギー変換されるべきものよ」

  るり「やっぱり言っていることがヘン。ねぇ、お姉さま、どういう意味で萌もえ萌え言ってる?」

  藍斗「知的好奇心や知的欲求の興味の対象のことでしょう?」

  那美香「ちがいますわ。アソコがじゅんとする、ということですわよね?」

  るり「やっぱりお姉さまがたは何かを間違っている……」
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   第二話　那美香と雪見



  


   １　私のお嬢さま

  

  　泣く子も黙る大富豪・実じつ相そう寺じ家の一人娘、那な美み香かお嬢さまにメイドとしてお使えしてはや五年。私、香か川がわ雪ゆき見みの朝の日課は、春はアスパラガス、夏はきゅうり、秋は茄な子す、そしてシーズン問わずにバナナといった棒状の野菜や果物をお嬢さまに差し上げることです。

  　むろん理由がないわけはございません。美容にいいといわれているビタミンを摂取していただくと同時に、常つね日ひ頃ごろから棒状のものをおしゃぶりいただくことで、小顔を保つためのエクササイズを自然におこなっていただくこと、そして、これはお嬢さまには言えませんが、いつかの日のためのアレの練習にも……。

  　完かん璧ぺきなボディに、美麗な顔、そして天然の色気。お嬢さまが生まれ持ったその素質たるや堂々たる世界レベル。そのお嬢さまをさらに完成された女性とすべく、テクニック方面でもプロデュースすることは私の一生をかけた大プロジェクト。私はお嬢さまを完全無欠の女性にするため日にち夜や、表から裏からお嬢さまのレベルアップをお手伝いしているのです。

  「さ、お嬢さま、こちらをお持ちになってくださいませ」

  　玄関でローファーに足を通されているお嬢さまに、箸はしに刺した糠ぬか漬づけきゅうりを差し出すと、お嬢さまはイヤイヤと首を振って私を軽く睨にらみつけられました。

  「雪見、何度も言うようですが、わたくし、きゅうりは嫌いでしてよ」

  　ぱっちりとした大きな瞳ひとみに瑞みず々みずしい唇くちびる。瞬まばたきをするたびに長い睫まつ毛げが揺れて、薄うす桜ざくら色いろの頬ほおに影を作ります。フランス人形のような美び貌ぼうのお嬢さまに、こんな可か憐れんな表情で懇願されたなら、どんな願いであっても聞き入れたくなってしまいますが、私は心を鬼にして首を横に振ります。

  「ダメです。身体からだの熱を冷まして塩分を補給するために、夏はきゅうりの糠漬けを食べなくてはなりません」

  「でも、きゅうりは青臭くて、あまり好きではありませんの」

  　私がゴリ押しで勧めても、お嬢さまはまだ気が進まないご様子です。

  「きっと何かの役に立つ日が来ると思いますわ」

  「なんの役に立つっていうのかしら」

  　お嬢さまはしぶしぶといったご様子できゅうりを受け取ると、ぱくりと咥くわえ込まれました。

  「お弁当の中にも入っておりますから、残さずに召し上がってくださいませね」

  「もうっ、ちゅぱっ、バナナに、ちゅぷっ、していただきたいですわ、ちゅぽっ」

  　その堂々たる咥えっぷりに、私は安心してお嬢さまを送り出します。

  「それでは、部活動もよろしいですが、あまり暗くならないうちにお帰りくださいませね」

  「わかっておりますわ。では行ってまいります」

  　那な美み香かお嬢さまは小さなお口で串くし刺ざしきゅうりを懸命にしゃぶりながら、玄関のドアを開あけるとスカートの裾すそを翻ひるがえして足取りも軽く学校へとお出掛けになりました。

  　お嬢さまが聖せい・九くの宮みや学園高校へと進学されたのが一年と少し前のこと。誘われて入部した部活動がとても楽しいとかで、毎日イキイキと通っておられます。

  　中学時代はあまりご学友もおられず、学校が引けた後は、このお屋敷の中でずっとふたりきりでいたお嬢さまが、遠くに行かれてしまったようで、一いち抹まつの寂しさを感じないわけではありませんが、それでも、私の一番の歓よろこびは那美香お嬢さまが幸せでいらっしゃることです。

  

  　母に連れられて、実じつ相そう寺じ家へと初めて足を踏み入れたのは、いまから六年と少し前。私が十三歳の誕生日を迎えたばかりの頃ころでした。

  　季節は春。

  　横よこ浜はま・山の手の一等地にして、敷地面積一〇〇〇坪を誇る実相寺家の日本式庭園に、樹齢数百年ともいわれる桜の花が見事に咲き誇っていたのを、まるで昨日のことのように覚えています。

  　その大木の幹の堂々たる風格とは対照的に、儚はかなくも可か憐れんな薄うす紅べに色いろの花びらがまるで雪のようにはらはらと舞い散っていく美しい光景に、我を忘れてうっとりと見とれている私の眼前に現れたのが、那美香お嬢さまでした。

  　──桜の精が現れた。

  　薄紅色の振ふり袖そでを纏まとったお嬢さまを見た瞬間、私はそう思ったほどでした。

  　柔らかくカーブした栗くり毛げにふわりと縁ふち取どられた小さなお顔。その白い顔の中に一滴、紅を落としたような赤い唇くちびるに、びっしりと濃い睫まつ毛げに囲まれた大きな瞳ひとみ。そして、凹おう凸とつがわかりづらい和装であってなお、しなやかさを感じさせる身体からだ。早熟な色気と幼さとが同居した不思議な魅力は、この世のものではないようにさえ見えました。

  　剛直な黒髪を無造作に編んだおさげ髪に黒ぶちの眼鏡めがね、着古したスエットにデニムのキュロットスカートという鈍くさい自分の姿を恥じる気にもなれないほど、その少女は特別な美しさを放っていたのです。

  　見たこともないほどに美しい少女の姿を前に、金かな縛しばりにでもあったかのように身じろぎもできず、固かた唾ずを飲んでただただ立ち尽くしている私を、ただの無ぶ愛あい想そうと勘違いした母は、つないでいた手を慌あわてて離して頭を下げさせました。

  「お嬢さま、ご無礼をいたしました。娘の雪ゆき見みです。ほら、雪見、ちゃんとご挨あい拶さつをなさい」

  「……初めまして。香か川がわ雪見です」

  　誰だれよりも大好きな母が、自分といくつも変わらぬ年とし頃ごろの少女に頭を下げれば、面白くない気持ちになりそうなものですが、不思議とそれを感じなかったのは、お嬢さまがまるで別世界の人間のように見えたからかもしれません。

  　彼ひ岸がんにいる少女と此し岸がんの私たち。その間には、到底渡ることなどできない底深い川が横たわっているように見えたのです。

  　母に促うながされるまま、ぎこちなくぺこりと頭を下げた私に向かい、那な美み香かお嬢さまがおっとりと微笑ほほえみを返されました。

  　瞬間、まるで大輪の芍しやく薬やくが開花したかのようにぱっと色づき、馨かぐわしい芳香が辺りに立ち込めたかのような錯覚を覚えます。まるで夢の中のようなその光景に息を継ぐこともできずにいると、那美香お嬢さまはゆっくりとこちらへと近寄ってこられました。

  　彼岸から此岸へ。お嬢さまは軽々とその狭はざ間まを飛び越えたかと思うと、鈴を鳴らすような声こわ音ねで問われました。

  「雪ゆき見み。いい名前ですわ。お歳としはいくつでして?」

  「十三歳」

  　緊張のあまり、結果ぶっきらぼうになってしまった私の隣で、母が背せ筋すじを緊張させたのが伝わってきました。しかし、那美香お嬢さまは私の無礼など毛ほどにも気にされるご様子もなく、可愛かわいらしい唇くちびるをほころばせます。

  「わたくしよりみっつ年上ですわね。ねぇ、雪見、遊んでいただけませんこと?」

  　突然の言葉に私はおずおずと母を見上げました。この綺き麗れいな方と、どのように遊べばいいのかなど、さっぱり想像もつきません。

  「……何をして遊びたい?」

  「わかりませんわ。わたくし、今までお友達がいませんでしたのよ。雪見は普段、どのようにして遊んでいらっしゃるの?」

  「ええと。ゴム跳びとか、トランプとか、あとはおままごととか?」

  　自分がお嬢さまと同じ年齢の頃ころにしていた遊びを必死に思い出そうと努めますが、たった数年前のことだというのにすっかり忘れてしまっています。さすがにおままごとは幼稚すぎたかと思ったところで、お嬢さまは顔をぱっと輝かせました。

  「おままごと!　してみたいですわ」

  「じゃあ、おままごと、しようか」

  「雪見、おままごとのほかには、そういうのは何がありますの」

  　私の腕に艶あでやかな振ふり袖そでを纏まとった腕を巻きつけ、甘えるようにしがみつきながら、お嬢さまが尋たずねられます。籠かごの中の鳥、箱入り娘のお嬢さまは、この屋敷外のことはまるでご存じないようです。

  「ええと、先生ごっこに電車ごっこ、会社ごっこに……お医者さんごっこ?」

  「どれも楽しそうですわ!　でも、今日だけではとてもすべてはできませんわね。雪見、明日も遊びにきていただけるかしら」

  「ええ」

  　ちょうど来週いっぱいまでは春休みです。不都合はないと思い頷うなずくと、お嬢さまは嬉うれしくてたまらないというふうに、私に絡ませた腕にぐいと身体からだを押しつけてこられました。それどころか、その麗うるわしいお顔いっぱいに笑えみを浮かべておっしゃいました。

  「嬉しい!　ねえ、雪ゆき見み。わたくしの友達になってくださる?」

  　膨ふくらみ始めたばかりの胸の柔らかな感触が二の腕に伝わってきます。ギクシャクと頷いて、お嬢さまとともにお屋敷へと足を進める私の背中に向かい、「雪見、失礼のないようにね」という母の心配そうな声が投げられます。

  　しかし、いま思えば大好きな母の声すら耳に入らないほどに、私はもう、お嬢さまに夢中だったのです。

  

  　そして、出会いから数年後のこと。

  　富裕層のご令嬢が多く通うという聖せい・九くの宮みや学園中学へと通われるお嬢さまは、まだレディーというには早いお年とし頃ごろではあるものの、すくすくと伸びやかに育ったボディは、すでに大人と比べても遜そん色しよくありません。

  　しかし、中身はまだまだ子供。ひとつのことに夢中になるとほかのことはまるで目に入らないようです。そんなお嬢さまがいま一番ハマっているのは、インターネット。しかも、何を調べているのかというと……。

  「ねぇ雪見、見てください。ステキですわ」

  　天てん蓋がい付きベッドにごろりと横たわられたまま、那な美み香かお嬢さまがノートパソコンのモニターを指差しました。

  　お嬢さまのドレスにアイロン掛けをしていた手をいったん止め、鼻が低いためか油断するとすぐにずり下がってくる眼鏡めがねを人差し指で持ち上げながら覗のぞき込むと、そこに映っていたのは鋭い一ひと重え瞼まぶたに短髪角刈りの男性でした。

  　その半裸の身体は屈強精せい悍かん筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう。どこからどう見てもプロテイン飲み飲み、ダンベルで身体を鍛きたえ上げたボディビルダーです。

  「お嬢さまは本当に逞たくましい男性がお好きなんですね」

  　油でテカテカと光る肢体に目がチカチカします。

  「ええ。見ていてエキサイティングなんですもの。筋肉を見ると、なんでだかドキドキいたしますわ。雪見は筋肉は嫌いかしら?」

  　身体を起こしジャカード織りのカバーのかけられたベッドの上にぺたりと座り込まれると、フリルがたっぷりあしらわれた臙えん脂じ色いろのドレスの胸を切なげな表情で掻かき抱き、悶もだえました。

  「嫌いではありませんけど、あんまり過剰につきすぎているのも……」

  「過剰なら過剰なほどよろしいですわ。はぁあっ。見てくださいませ、この殿方のこのヒラメ筋、ケツ筋、チョコレート腹筋!　今にもぴくぴくしそうでゾクゾクしますわ。この殿方のスジ筋の切れ方といったたら……切れてるっ!　切れてるぅ!!　ああ、なんだか……はぁはぁいたします」

  　私の呆あきれ声を気にする様子もなく、お嬢さまは目をキラキラとさせながらマウスをクリックして次々と画像を表示させていきます。次々と映し出されるフェロモン系兄貴は、少しお下品な表現かもしれませんが、いずれもそばに寄るだけで妊娠してしまいそうな様相です。

  　そう、最近のお嬢さまはすっかりマッチョな男性にご執心の様子で、ネットで画像を検索しては、そのお顔を赤くして見入られています。

  　幼い頃ころより筋金入りの箱入りで実際の男子と接する機会もなく、また、テレビを観みることもできず、現実のリアルな男性がどんなものかを知らないお嬢さまにとって、「逞たくましい男性」の間違った認識が形成されるようで、私はいささか心配です。それというのも、

  「男の中の男ってどんな方かしら?」

  　と尋たずねられ、その時、私が熱中していたマンガ『北ほく斗と七星の拳こぶし』や『漢おとこノ塾じゆく』などをお渡ししてしまったのがそもそもの間違いでしょうか。それでも『ピー・ポップハイスクール』や『Let's ダチハム』でなかったことは、不幸中の幸いであったかもしれません。

  　私の愛読書のことを告白するのは恥ずかしい限りですが、誰だれにも若気の至りというものはあるのです。そうでしょう?

  　なんとかして、このお嬢さまの男性観を修正していただきたいものだといくら憂うれえても、お嬢さまは熱っぽい吐息を漏もらしながらも夢見るようにうっとりと天を仰がれます。

  「わたくしにも、いつかこのような男性とナマでお会いできる機会が訪れるのでしょうか」

  「ええ。きっといつか、そのような男性ともお出会いになれるでしょう」

  「そうかしら。だってお父上さまのことをご存じ?　『花の命は短い』が口くち癖ぐせでして、今から血ち眼まなこになってわたくしの許婚いいなずけを探しておられますの。もしも相手が見つかってしまったら、きっとすぐさま結婚させられてしまいますわ」

  「許婚など、すぐに見つかるものではありません。お嬢さまの一生を決める大切なことです。ご主人さまだって、慎重になさるに違いありません。さ、いつまでもネットばかり見ていらしてないで。そろそろ準備をなさらなくては今夜のパーティーに遅れてしまいます」

  「……気が進まないですわ。パーティーなんて退屈ですもの」

  「そうはおっしゃらずに、さぁ、浴室へ。本日の入浴剤はローズです。美肌にとってもいいですから」

  　渋るお嬢さまを急せかすと、お嬢さまは後ろ髪を引かれるかのように、名な残ごり惜しげにパソコンの電源を落とされました。

  

  　戦前からの大財閥として、鉄道から金融、造船に鉱業まで事業を手がける日本有数のコンツェルンの総そう帥すいである実じつ相そう寺じ家の邸宅は、横よこ浜はまの小高い丘の上の高級住宅街の中にあります。

  　この辺りの皆が利用する私鉄である実相寺電鉄を眼下に擁ようし、また10頭以上もの競走馬を育成している牧場を所有していることから、近隣住民たちに「電でん馬ま御ご殿てん」と呼ばれている実相寺家のお屋敷は、寝殿造りの純日本家屋の母おも屋やと、アールデコ調洋風建築の迎げい賓ひん館かんが敷地内に立ち並ぶという和洋折衷の豪邸です。

  　明治後期に建てられた洋館部分は、本来は貴き賓ひん館かんとして使われていた建物で、今でもお客様を招いての晩ばん餐さん会かいに度々使われております。二階部分は本来ならば来らい賓ひんの宿泊用ゲストルームなのですが、和風建築の母屋での正座生活は肩が凝るというお嬢さまたってのご希望で、普段はお嬢さまがプライベートルームとしてお使いになっています。

  　お食事こそ、ご主人さまや奥方さまがいらっしゃる際には母屋でお取りになるお嬢さまですが、お忙しいご両親さまたちとの会食は、月に数回あるかないかのことですので、生活のほとんどは洋館で済まされます。お屋敷に三十人ほどいるメイドの中でも、一番お嬢さまに年齢の近い私は、お嬢さま専属として洋館に一部屋いただき、住み込みで朝のお着替えから、お食事、お風ふ呂ろにいたるまで、お嬢さまの身の回りのお世話をしているのです。

  　お嬢さまが母屋ではなくこの洋館の中にお住まいになっているのには、もうひとつ理由がございます。総檜ひのき造づくりの母屋の浴室に比べ、こちらは白い陶器にゴールドの猫足バスタブ。広々とした明るいバスルームはお嬢さまの大のお気に入りで、たっぷりとしたお湯にお身体からだを浸しては、そのお美しい身体に磨きをかけていらっしゃるのです。

  　けれども、その大好きな入浴にさえ難色を示されるほど、パーティーや晩餐会は最近のお嬢さまにとって気の重い行事なのです。

  　それもそのはず、パーティーや晩餐会などというのはただの建前であり、実際は権力者たちが互いの子息令嬢を見せびらかし合う場。きらびやかな社交の裏では、政略的に姻いん戚せき関係を結ぶに相応ふさわしい花はな婿むこ・花嫁を品定めするという生なま臭ぐさい会に見世物として参加させられるのですから、那な美み香かお嬢さまが嫌悪感を抱かれるのも当たり前のことです。

  「せめて、ステキな人がいらっしゃるならば心も弾みますのに。ねぇ、雪ゆき見み、なぜ夜会にいらっしゃる男性は、みな風が吹けばひらりと飛んでいってしまうような頼りない男性ばかりなのでしょう。わたくし、今まで一度も、ステキだと思う男性を見かけたことがありませんわ」

  　お嬢さまは広々とした浴室の、タイル貼ばりの床に敷かれた柔らかなマットレスの上で唇くちびるを尖とがらせます。

  「企業のトップとなる方に必要なのは、筋肉ではなくて頭脳ですから」

  　お嬢さまの豊かな御お髪ぐしにブラシを通すと、ジャスミンのようなエレガントな香りが漂ってきました。

  「頭脳と筋肉は反比例するものなのでして?」

  　お嬢さまの純じゆん真しん無む垢くな瞳ひとみが曇ります。

  「多くの頭脳派の方々は、筋肉を鍛きたえる分の時間を、頭脳を鍛える時間に費やしていらっしゃるのだと思います。けれども、きっとどこかにいらっしゃいますわ、筋肉と頭脳の両方を鍛えている運命のお相手が。さぁ、お嬢さま、お洋服をお脱ぎになって」

  　濡ぬれないように髪の毛をひとつにまとめると、お嬢さまのワンピースの背中部分のきつく編み上げられた紐ひもに手を伸ばします。

  　若く弾はじけんばかりの身体からだを、ぎっちりと拘束するかのように締めつけていた紐をすべて緩め終わると、お嬢さまはようやく人心地ついたように大きく伸びをされました。

  「ああ、面倒くさい。こんなお洋服、窮きゆう屈くつで大嫌いですわ。わたくし、本当はショートパンツですとか、チューブトップですとか、キャミソールですとか、ミニスカートですとか、そういう生き地じが少なくて楽そうなお洋服を着てみたいと思っていますのよ。けれども、お父さまは『品がない』とかおっしゃって。わたくしからみれば、こんなレースのほうが十分に下品に思えますのに」

  「そんなことをおっしゃらないでくださいませ、お嬢さま。ご主人さまがせっかく選んでくださったお洋服なのですから」

  　確かにご主人さまのご衣装の趣味は過剰です。

  　現に私が着ているメイド服も、ご主人さまが選ばれたもの。フリルがふんだんにあしらわれた窮屈な詰つめ襟えりのブラウスに、ロング丈のスカートに白いエプロンというクラシックメイドスタイル。洋館のインテリアにマッチすることが利点といえば利点ですが、労働にあまり適したものではなく、もう少しシンプルな格好で働きたいと常々思っていたりします。しかも、このところ、急に発達してしまった胸が苦しいのも困ったものです。

  「いっそのこと、すべて捨てて逃げてしまいたい」

  「そんなことおっしゃらないでください。パーティーもステキな殿方にお会いするチャンスのひとつです。きっとそのうち、お嬢さま好みのステキなマッチョ男性も現れることでしょう」

  「無駄よ。たとえマッチョ男性が現れてもわたくしに選択権はありませんわ。だって、わたくしは、好き嫌いなど何ひとつ関係なく、お父さまに決められた相手と結婚する運命ですもの。それでも、この友ゆう愛あいコンツェルンの跡取り娘として生まれた以上は、仕方ないと諦あきらめています。でもね、雪ゆき見み。わたくしが寂しいのは、恋というものを一度も知ることなく、結婚して、子を産んで、やがて死んでいくということですわ。ねぇ、雪見、男の人を好きになるってどういうことですの?」

  　お嬢さまは訴えかけるような瞳を向けると、切なげに眉まゆをひそめられます。

  「……申し訳ございません、それは私にもわかりません」

  「雪見も恋したことがなくって?」

  「はい。でも、寂しくはありませんわ。だって、お嬢さまにこんなによくしていただいて、何が寂しいことなんてあるのでしょう。私はお嬢さまのお世話をさせていただいている時が一番幸せです」

  　中学校を卒業した後、母の後を継いで、お嬢さま付きのメイドのひとりとして、朝から晩までこのお屋敷でご奉ほう公こうをしている身分です。恋をする暇ひまもなければ、出会いもありません。

  　しかし、それを寂しいと思ったことは実のところ一度もありません。

  　だって私は、お嬢さまのお世話ができていればとにかく幸せなのです。お嬢さまが微笑ほほえめば、心にぽっと灯あかりがともったように暖かな気持ちになり、悲しそうに塞ふさぎ込んでいらっしゃれば、心が痛むのです。そんな私に、お嬢さまは本当に勿もつ体たいないお言葉を投げてくださいました。

  「わたくしもですわ。本当にわたくしの周りは嫌なことばかりですけれども、楽しいのは雪ゆき見みといる時だけ」

  「そんなお言葉……ありがたすぎて」

  　感激にジーンと痺しびれていると、お嬢さまはおもむろに私を抱き寄せました。

  　ベビーパウダーの甘い匂においが鼻び腔くうをくすぐると同時に、ワンピースから零こぼれ出た胸が、押し寄せられます。毎日のお風ふ呂ろのお世話で見慣れたはずのお嬢さまのバストが、私のメイド服に包まれた胸部に当たり、ぐにゅりと押し潰つぶされて変形し、真珠のように白いしっとりとした肌き理め細かな谷間に思わず視線を釘くぎ付づけにされてしまいます。

  「いいえ、本当のことですわ。わたくしが胸中を語れるのは、貴女あなただけ。雪見、お願い……ずっと一緒にいてくださいね」

  「お嬢さま……私でよろしければ」

  　今にも溢あふれんばかりにたっぷりと水を湛たたえた美しい瞳ひとみに見つめられて、誰だれがその願いを無む碍げに断ることなどできるでしょう。お嬢さまの肩にそっとタオルをかけると、私は決意を込めて力強く頷うなずいたのでした。

  

  　しかしその夜。パーティーから夜や半はん過ぎに帰ってこられたお嬢さまは、痛々しいほどにお辛つらそうなご様子でした。

  「お嬢さま、どうなさいましたか?」

  「いいえ、なんでもありませんことよ」

  　那な美み香かお嬢さまは頑かたくなに首を横に振られますが、もう五年近くもお側そばに仕えている私には、お嬢さまのほんの少しの異変にも気がつく自信があります。

  　無言のまま苦痛の表情を浮かべておられるお嬢さまの足下に跪ひざまずくと、ほっそりとした華きや奢しやな踝くるぶしを支えるピンヒールを脱がせました。

  　よほど窮屈だったのか、靴くつを脱いだお嬢さまは幾分かほっとした表情を浮かべられました。次にドレスのファスナーに手をかけると、ふんだんにあしらわれたフリルを巻き込まないよう、そっとファスナーを下ろしました。一番下まで下ろしきると、無理やりに押し込まれていた胸が解放されてまろび出ます。

  「はぁあっ、やっと息が……やっぱりドレスって肩が凝りますわ。胸がきつくってろくに息もできませんでしたの。パーティーの間中、もう、苦しくて苦しくて」

  　お嬢さまは深く息を吸い込むと、パールのように艶つややかな光沢を持ったシルク地のブラジャーの肩かた紐ひもの辺りを指で押しながらぼそりと呟つぶやかれました。

  　なるほど、元気のない理由は胸が押さえつけられていたせいだったようです。

  「おそらくのこと、サイズが小さいのだと思います。奥さまに新しいドレスをお作りいただくよう、お願いいたしましょう」

  「でも、そのドレス、ほんの先月に誂あつらえたものですわ。きちんと採寸だっていたしましたのに」

  「成長されたのだと思います。そのブラジャーもずいぶんときつそうに見えますし」

  　豊満なバストを無理やりに押さえ込んでいるカップからは、上乳が半分以上はみ出し、下部分もバスト全体のボリュームを支えきれずに浮き上がっています。

  「そう言われてみれば、確かにそうですわ。でも、これも、ついこの間、新調したばかりですのよ」

  　憂ゆう鬱うつな表情で首を傾かしげるお嬢さまの肩に手を伸ばすと、労いたわるようにそっと揉もみほぐします。

  「お嬢さまは成長期なのですから、毎月ぐんぐんと発育するのは当たり前のことです」
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  「んんっ、そこ、とても気持ちがいいですわ」

  　肩けん甲こう骨こつ辺りを強く指圧すると、お嬢さまは目を閉じて身体からだを任せてこられました。

  「これだけ大きなバストでしたら、肩が凝ってしまうのも仕方ありません。ブラジャーもサイズが合うものに買い換えたほうがいいですね」

  「なんでなのでしょう、こんなふうに大人みたいな身体をしているのは、クラスでもわたくしひとりだけですのよ。恥ずかしいですわ」

  　確かに、この歳としにしてワールドクラスに成長した胸の持ち主など、そういるはずもありません。お嬢さまならばフランスの社交界でも通用するポテンシャルのボディです。

  　その胸を押し潰つぶすブラジャーを憎く思います。そして、これは誰だれにも言えませんが、お嬢さまの未来を潰すことになりかねないご主人さまの思おも惑わくも。

  　ブラジャーならば、新しいものをお買いになったほうがいいと進言することもできますが、許婚いいなずけさまについてご主人さまに何か言うことなど、当然のことできるはずもありません。無力感にさいなまれていると、お嬢さまもまた憂ゆう鬱うつそうな顔つきで、ご自分の胸に手を添えられます。

  「それに、なんだかこの胸の奥の芯しんがズキズキと痛みますの。どうしたら痛くなくなるのかしら」

  「誰しも成長期の胸というのは、乳にゆう腺せんが痛むものです。私もお嬢さまくらいの頃ころはやはり痛かった覚えがありますもの」

  「ええ、そうなの?　雪ゆき見みはどうやって耐えたの?」

  「私はマッサージで少し楽になった覚えがありますが」

  「マッサージ……上う手まくできるかしら。わたくし、不器用だから心配ですわ」

  「……もしよろしければ、マッサージいたしましょうか」

  　心底困った表情を浮かべられるお嬢さまを少しでも楽にして差し上げたい。そう思って口を滑らせた後、すぐさまはっと我われに返りました。

  　お嬢さまの女性のシンボルともいうべきバストをマッサージするだなんて。

  　そこは将来、結ばれる予定の殿方が最初に触るに相応ふさわしいものです。たとえ、女同士といえども、私などが気安く触っていいはずがありません。

  　厳しい叱しつ責せきが返ってくるかと身体を硬くしていると、お嬢さまは顔をぱっと明るくされました。

  「えっ、本当ですこと!?　嬉うれしいですわ。肩がとても楽になったので、ぜひ胸もお願いしたいと思っておりましたのよ」

  　なんとお嬢さまは私の提案をお喜びになったのです。

  「ほ、本当に私でよろしいのでしょうか」

  「いえ。雪見じゃないとイヤよ。ほかの人にはこんな恥ずかしいこと、頼みたくないですわ」

  　メイドにとって、これほどの幸せはありません。あまりにありがたいお言葉に、嬉うれしくて涙るい腺せんがじわりと熱くなります。我慢すると今度は、逆流した涙で鼻の奥がツンと痛くなりました。お嬢さまに泣き出しそうな顔を見られないよう、歯を必死に食いしばります。

  「それでは、どこかで学んだわけではないので自己流ですが……それでよろしければ。それでは、まずはネグリジェにお着替えになって」

  　お嬢さまはこくりと頷うなずかれた後、背中に手をまわすとブラジャーのホックを外されました。

  　豊かなふくらみを押さえつけていた布がなくなり、完全にフリーになった双乳がぷるんと勢いよく突き出します。

  　マシュマロのように滑なめらかでスベスベとした肌は、まるで薄く発光しているかのように輝いています。見事な大きさを誇るだけでなく、重力などものともせずにつんと張り出す形のよさ。その晴れ晴れしい頂には薄うす桃もも色いろの頂いただきがぽっちりと膨ふくらんでいます。

  　先ほどまでのブラジャーをしていた状態と比べて、ふくらみを遮さえぎるものがなくなった今、二回りほども大きく見えるということは、相当に強く押し潰つぶされていたようです。

  　これほどのボリュームのバストを無理やりに小さなブラジャーに詰め込んでは、健康や正常な発育に支障ないわけがありません。見ただけでも、胸はがちがちにこわばり、はちきれんばかりパンパンに凝っていることが窺うかがえます。

  　可哀かわい想そうなお嬢さま。

  　どうにかして楽になって欲しいと願いながら、まずはゆったりとしたネグリジェを身に着けていただくと、ベッドに仰あお向むけに横たわってもらいました。

  　お嬢さまのバストは、横たわっても少しも形が崩れることなく、前に突き出したままです。ネグリジェを突き上げて柔らかなカーブを描くふくらみにそっと手を伸ばすと、ぷりぷりと張ったおっぱいに五本の指をめり込ませていきます。

  「んんっ」

  　やんわりと揉もみほぐすようにマッサージすると、お嬢さまは目を軽く閉じられて、眉み間けんに皺しわを寄せました。

  「ごめんなさい、お嬢さま。痛かったですか」

  「ええ、少しだけ。でも大丈夫ですわ。雪ゆき見みがわたくしを楽にしようとよかれと思ってやっていることだと、わかっていますもの。我慢いたしますわ」

  「お嬢さま……」

  　なんと使用人思いのお嬢さまなのでしょう。

  　私はお嬢さまのこういうところが大好きなのです。天てん真しん爛らん漫まんで、無邪気で、人思い。それがこのところ塞ふさぎ込んでいる原因のひとつは、この胸の痛みのせいもあるのです。

  　この憎にっくき成長痛め!

  　こてんぱんにやっつけてしまいたい気分です。しかし、いくら憎いといえども、痛覚はお嬢さまにつながっているので、そう乱暴に扱うわけにはいきません。慎重に、丁てい寧ねいに。余分な痛みは１ミリも与えないよう、そっと指先で摩さするのですが、それでもお嬢さまは痛みを感じるらしく、じっと目を閉じて耐えていらっしゃいます。

  　どうにか痛みを感じさせずにマッサージができればいいのだけれど。

  　どうしたものかと悩みながらグニグニと乳にゆう腺せんを手のひらで解ほぐしていると、愛らしい先端の突起に指先が触れました。すると、お嬢さまはピクンと身体からだを震ふるわせると息を乱して呟つぶやきます。

  「ひゃ、ひゃんっ、そこぉ、そこを触られると、痛みが紛まぎらわされますわ」

  「こうですか、お嬢さま」

  　先端を指の間に挟み込んで乳房をくりくりと揉もみしだくと、お嬢さまは蕩とろけそうな表情を浮かべ、うっとりと目を閉じています。

  「はぁあんっ……気持ちいいですわ」

  　なるほど、これならば気が紛れ、痛みを与えることなく揉みほぐすことができるようです。

  　先端を転がしながら、手のひらで小動物を包み込むほどの微かすかな力でもってじっくりたっぷりと胸全体に円を描くように刺激を与えると、少しずつですが乳房が柔らかさを取り戻してきました。

  「お嬢さま、だんだんとほぐれてきたようです」

  「ええ。でも、なんだか胸の中心がジンジンと痺しびれるような……あはぁっ、あ、あんっ」

  　どうしたものでしょう。

  　どうやら敏感なお嬢さまのおっぱいは、私のマッサージによって快感を感じてしまっているようです。このまま続けていいものかと躊ちゆう躇ちよを覚えますが、だいぶ和らいだとはいえ、まだ芯しんの部分はコリコリに固まっています。いま止やめるわけにはいきません。

  「お嬢さま、もう少しですから、我慢なさってください」

  「んんっ、が、我慢いたしますわ」

  　お嬢さまは唇くちびるを軽く歯は噛がみし、急流となって襲ってくる快感に耐えています。

  「お嬢さま、ほら、だいぶ柔らかくなりましてよ。あとは芯の部分を揉みほぐすだけです」

  「んあっ、んはぁっ、んあぁあああんっ」

  　すっかり柔肉と化したふくらみを鷲わし掴づかむ両手にぐいと力を入れます。乳首を摘つまむ指先にもだいぶ力が入っていますが、お嬢さまは痛がる様子もなく、むしろその刺激をお楽しみになっているようです。

  「ああ、ああ。雪ゆき見み、なんだか身体がヘンですわ」

  　体温が急激に上昇した肌はしっとりと汗ばんで、うっすらピンク色に染まっています。

  「止やめたほうがいいでしょうか」

  「いいえ、このままお願い……ああ、なんだか目の裏に光が浮かんで。あっ、あん、あっ、あああんっ」

  　お嬢さまは痙けい攣れんするかのように、小刻みに身体からだを戦おののかせたかと思うとビクンビクンと身体を震ふるわせます。

  「お、お嬢さま、どういたしました?」

  　慌あわてる私に、お嬢さまはうっとりと恍こう惚こつに瞳ひとみを濡ぬらしたまま、照れたような笑えみを浮かべられます。

  「ん……。んんっ。大丈夫ですわ。ああ、なんだかすっきりいたしましたわ」

  「よかったですわ。お嬢さま」

  「ええ、ありがとう。雪ゆき見みのおかげでひとつ、悩みが解決しましたわ」

  　お嬢さまのお顔に浮かんだ晴れ晴れしい表情に、お役に立てたという歓よろこびが身体の隅々までじんわりと広がっていきます。

  「いえ、そんなお言葉をいただけるだなんて光栄です」

  　感激に胸をいっぱいにしていると、お嬢さまはふと思いついたような表情を浮かべて、私の胸元をじっと凝ぎよう視しします。

  「ひょっとして、雪見のそのドレスも胸元がキツいのではなくて?　そうですわよね。雪見もまだ成長途中ですものね。気がつかなくてごめんなさい。至急、新しいものを作らせますわ」

  「お嬢さま」

  　美しいだけでなく、なんて気のつくステキな方なんでしょう。

  　私はお嬢さまにお仕えする喜びを、今一度噛かみ締めながら感激に胸を震わせたのです。


  


   ２　秘密のご奉仕

  

  　けれども、悲しい出来事というものは、気がつかない間に背後にと忍び寄っているものです。その翌日のこと。那な美み香かお嬢さまが学校へと行っている最中のことでした

  　珍しいことに、ご主人さま──お嬢さまのお父上にあたる実じつ相そう寺じ広こう大だいさま──に呼び出されたのです。

  　母おも屋やの廊ろう下かは、長年にわたって磨きぬかれ年季が入った鈍い艶つやを放っているだけでなく、ご主人さまの厳格な人柄を表わすかのようにチリのひとつも落ちておりません。広々とした池に悠々と鯉こいが泳ぐ、手のかかった日本庭園はいつもながらの美しさですが、池に架かった橋の赤い欄らん干かんが、いつになく不吉な色に見えます。

  「失礼いたします」

  　たっぷり屋敷内を五分以上も歩いて、ようやくご主人さまのお部屋の前に到着すると、襖ふすまの前に正座し、頭を下げて入室のご挨あい拶さつをいたしました。

  「中へ入りなさい」

  　ご主人さまの低い声で入室の許可が出されますと、正座したまま静々と襖を開きます。

  　純和風の扉の向こう側には、まるで別世界が広がっておりました。

  　今の言葉では姫系というのでしょうか。

  　毛足の長いファーシャギーのバーガンディー色のカーペットに、レースに縁ふち取どられた三段バルーンのカーテンは苺いちご柄がら。まるでおとぎ話のお姫さまが眠るようなアイアンフレームのベッドは天てん蓋がい付きで白いシースルーフリルがふわりと揺れています。

  　ベッドのマットレスをはじめ、ベロア張りのチェアや絹張りのソファーのそこかしこには、色とりどりのドレスが散らばっています。

  　ご主人さまは、高さ３メートル、幅２メートルほどの大きな姿見の前で、自みずからの身体からだにドレスをあてがわれては、鼻歌交じりに鏡を覗のぞき込んでいました。

  「失礼いたします」

  　入室した私に、ご主人さまはドレスをお身体に当てたまま、ちらりと視線を向けられます。

  　１６０センチと少し小柄ながらがっしりとした身体つき。ほぼ毛もう髪はつ残量ゼロのつるりと禿はげ上がった頭に、険しい眉まゆ、そして奥目の瞳ひとみ。まるで西洋人形のようなお嬢さまとは似ても似つかない厳しいお顔つきに、否いや応おうなしに背せ筋すじがぴんと伸びてしまいます。

  　ご主人さまの足下にぴたりと寄り添い、うつらうつらと船を漕こいでいたチワワの龍りゆう之の介すけが、私の姿を見つけワンと一鳴き吼ほえました。

  「雪ゆき見み、このドレスをどう思うかね?」

  　ご主人さまはアッシュグレーのドレスを自みずからの全身にあてがったまま振り返りました。

  「ステキですわ」

  　ご主人さまがお嬢さまにお選びになるにしては、ずいぶんとシンプルなデザインです。

  　とろりとしたシルク地が流れるように裾へと続くシンプルなロングドレスで、スモーキーで抑えた色味は、お嬢さまの真っ白なお肌を引き立てるに違いありませんし、胸元がぐっと開いた大人っぽいデザインも、これならば、お嬢さまの胸も締めつけられることはないでしょう。

  　けれども、ご主人さまはそのドレスをぽいと床へと投げ捨てました。突然、天から降ってきた布切れに、龍りゆう之の介すけが抗議するように鳴き声をあげます。

  「そうかね、わしは非常に気に入っておらんのだが。こっちのが可愛かわいらしいと思わぬか?　このデコラティブな……もっと盛もりで!　盛り盛りのアゲアゲでッ！！！！」

  　普段は冷徹・冷酷・冷淡で、クールガイ広こう大だいとの異名を取られるご主人さまですが、残念なことに、フリルと見るととにかく我われを忘れてテンションが上がってしまわれるのです。そんなご主人さまが次に広げたのは、色こそ黒とシックながら、肩も露あらわなビスチェ風エプロンドレスでした。胸元には大きなリボンが飾られ、太ももが露わになるミニ丈のスカートの下にはたっぷりとしたパニエ。上半身部分は胸の谷間が覗のぞくデザインといえども、胸下がきゅっと絞られているため、お嬢さまは苦しがられそうです。

  　それに、あちこち飾りつけられて非常に華美ではあるものの、基調はメイド風。お嬢さまがお召しになるには、相応ふさわしくないように思えます。

  「それをお嬢さまがお召しになるのですか?」

  　訝いぶかしむ私に、ご主人さまは目をキラキラと光らせながら、ドレスを私へと差し出しました。

  「いや、違う。雪見、お前用のものだ。今日、我が家でおこなわれる晩ばん餐さん会かいなのだがね、お前も那な美み香かについて出席してくれたまえ」

  「はい?　私もですか」

  　突然のおっしゃりように驚いていると、ご主人さまはその場にしゃがみ込まれ、龍之介を抱かかえ上げます。

  「那美香にとって今日は大切な日になる。お前がいたほうが、那美香も何かとリラックスできていいだろう」

  　リラックス。なんのことでしょう。胸中の暗雲がさらに濃さを増します。けれども、私はメイド、ご主人さまの命令を断ることはもちろん、提案に口を挟むこともできません。

  「ご主人さまのご命令ということでしたら、承うけたまわりました」

  「ああ、頼むぞ。実はな、今日の晩餐会は、那美香と許婚いいなずけ候補を会わせる手て筈はずなのだ」

  　まるで稲いな妻ずまに撃たれたかのような衝撃が私の胸を突き抜けます。

  　許婚。

  　一瞬言葉を失くした私を、喜びを隠しきれないご様子で龍りゆう之の介すけの頭を撫なでていたご主人さまは見み咎とがめられます。

  「どうかしたか、雪ゆき見み」

  「……いえ、それでは、お嬢さまもいつもよりお美しくお装よそおいいただかなくてはと思いまして。では準備がありますので、失礼します」

  「よろしく頼むぞ……ああ、わしがもしも女だったら、こんなフリフリの洋服を着て街を闊かつ歩ぽできたのに。もっとゴージャスに!　もっとラブリーにっ!　盛もって盛ってッ!　アゲてアゲてッ!」

  　ドレスを前に身み悶もだえされているご主人さまを横目に深くお辞じ儀ぎをすると、私は襖ふすまを閉めました。

  

  　中学校からお帰りになったお嬢さまは、至ってご機嫌でした。

  　制服に包まれた胸をぶるぶるんと揺らし、息を弾ませて興奮が隠し切れないご様子です。

  「ねぇ、雪見。すごいわ、すごい。昨日のマッサージ。今日一日、すごく胸が楽でしたわ」

  「効果があったならよかったです」

  　母からメイド心得として多少はマッサージ方法を伝授されているといえども、基本は素しろ人うと技。けれどもこれほどに喜んでいただけるなら、お嬢さまが学校に行かれている間の休憩時間を利用して、きちんとしたマッサージ技術を習ってみるのもいいかもしれない、そんなことを考えていると、お嬢さまが両胸をご自分で下から持ち上げて私のほうへと差し出してこられました。

  「ええ。それに、やっぱりサイズが合わないのはよくないかと思って、ノーブラで行ったのもよかったですわ」

  「ノーブラ?」

  　確かにいつもよりもその突き出し方は大きく、ほんの少し身体からだを動すだけでたわわに揺れ震ふるえています。さらによくよく目をこらしてみれば、聖せい・九くの宮みや学園指定の白いブラウスを押し上げる乳房の先端に、ぽちりと何かが浮いているようにも見えます。

  　いくら聖・九宮学園が女子だけの麗うるわしの花園といえど、その通学は専用車での送り迎えが禁止され、一般人と同じ電車やバスを利用することになっております。

  　こっそりとボディガードが陰から見守ってはいるものの、お嬢さまも基本はおひとりで通学なさっているわけで、その通学途中に、まだローティーンとはいえ、これほどまでに成熟されたお嬢さまの身体に不届きな思いを持つ男性がいないとも限りません。

  「お嬢さま、いけませんわ。それはいくらなんでも無防備すぎます」

  　慌あわてて諫いさめると、お嬢さまは肩をすくめていたずらっ子のようにペロリと舌を出します。

  「大丈夫ですわ。誰だれも気がつきませんでしたことよ……ああ、いえ、ひとりにだけ気がつかれましたわ。突然後ろから掴つかまれたかと思ったら『ノーブラっ』と叫ばれて、驚いてしまいましたわ」

  「ええっ?　それはどこのどいつだクソ野郎!」

  　思わず言葉が荒れてしまいました。しかし、駅員であれサラリーマンであれ、お嬢さまのバストを掴つかむなど断じて許すことはできません。

  　さっそくご主人さまにお願いをし、調査員を雇やとい正体を突き止め拷ごう問もんにあわせていっそ死なせてくれと泣き喚わめくところを無情にも生かさず殺さずジワジワと生殺しの地獄を味わわせなくては!

  　鼻息を荒くしている私に、 お嬢さまはスカートのポケットから一枚のチラシを取り出して広げました。

  「クラスメイトの方ですわ。それで、これをいただきましたのよ」

  　クラスメイトというならば、女性であるはずです。ああ、よかったと一息ついたところで、お嬢さまの差し出されたチラシを見れば『ウエルカム!　セク研!!』と書かれています。

  「セ、セク研?」

  　どことなく卑ひ猥わいな響きですが、まさか聖せい・九くの宮みや学園ほどの名門私立にそのような下品な名前のサークルがあるはずもございません。

  　よくよく目を凝らすとセクの上のところに小さな文字で『聖・九宮学園高校理念研究部』と書いてありました。なるほど、聖・九宮学園の略だとすれば納得できますが、人様の前で口にするのは少し憚はばかられるネーミング。なぜわざわざこんな略し方をするのでしょう。

  「同じクラスに国こく分ぶ藍あい斗とさんという方がいらっしゃいますの。今まで一度も話をしたことのない方だったんですが、今日、初めて話しかけられましたの。それで、来年、高等部にあがりましたら、ぜひ一緒にこの部活動に励もうと。初めて仲良くできそうな方に会えて、嬉うれしいですわ!」

  　その女生徒の方の名前は、私も知っておりました。

  　お父さまは日本を代表するノーベル賞学者、お母さまも大学教授だというまことにアカデミックなご家庭に生まれ、難関として知られている聖・九宮学園に首席で入学以来、成績は常にトップの秀才。聖・九宮学園設立以来の天才児として名高い女生徒だと噂うわさで聞いております。

  　ルックスはもちろんのこと、その性格も大変素晴らしい我がお嬢さまですが、ひとつだけ難点があるとすれば、あまり成績が芳かんばしくないこと。だとすれば、お嬢さまにとって国分さまのような優秀なご学友ができるのはとても喜ばしいことです。

  「それはよかったです。お互いに切せつ磋さ琢たく磨まして高めていくことのできるご友人は、一生の宝ですから」

  　お金持ちのご令嬢が通うことで有名な聖・九宮学園でも、お嬢さまの裕福さは超絶レベル。そのせいか若じやつ干かん浮世離れした部分もあり、なかなか友人と言えるご友人ができないことを、私は危き惧ぐしていたのです。

  「それが藍あい斗とさんってばおかしいですのよ。わたくしの胸を揉もみながら、なんでノーブラかと聞きますの。それで、初めは肩が凝こるからという理由でブラジャーをするのをやめたんですけれど、それ以上にとっても開放的な気分に病みつきになりそうですわ、と言ったんですの。そうしたら『適材ね』ですって。何が適材なんでしょう。うふふ」

  　お嬢さまは初めてできたご友人がよほどに嬉うれしいらしく、思い出しては小さく笑い声を漏もらしていらっしゃいます。お嬢さまのお喜びは私の喜び。そのはずなのに、なぜだか心臓に棘とげが刺さったようにチクリと痛みました。

  「それでね、今夜も晩ばん餐さん会かいに藍斗さんもお誘いしてみましたのよ、うふふ」

  「ええっ、国こく分ぶさまをですか」

  「ええ。晩餐会が楽しみだなんて、初めでですわ!」

  　晩餐会にご友人を誘うことなど今まで一度もなかったのに。私だって、お嬢さまと一緒に晩餐会に参加したことなんてないのに。

  　ふと足下を掬すくわれたような感覚に襲われ、くらりと目がくらみます。ドス黒い感情がむくむくと湧わき起こり、つい張り合うように、口を滑らせてしまいました。

  「……あの、今夜の晩餐会、私も同行するように、先ほどご主人さまに申しつかりました」

  　お嬢さまはきょとんと目を丸くして息を飲んだ後、勢いよく抱きついていらっしゃいました。

  「ホント!?　ホントなの、雪ゆき見み、嬉しいですわ!　藍斗さんをご紹介いたしますわ。雪見と藍斗さんが一緒なら退屈な晩餐会も楽しくなりそう!」

  「お嬢さま、私は同行すると言ってもあくまでもお供でございます。お嬢さまはいつもと変わらず、晩餐会をお楽しみくださいませ」

  「ダメよ。ダメ。だって雪見と一緒に晩餐会に出席できるだなんて、初めてなのよ!」

  　目をキラッキラと輝かせて喜んでいらっしゃるお嬢さまですが、今夜許いい婚なずけ候補を紹介されることを知ったら、とたんに顔を曇らせてしまわれることでしょう。

  　先ほどの説明のつかない意地悪な気持ちが瞬またたく間まに萎なえ、代わりに憐れん憫びんの情が込み上げてきます。胸の痛みなら揉もみほぐすことはできても、心の痛みを取り除くことができない私は無力です。

  「なんだか今日の雪見、ヘンだわ。何かわたくしに隠していることが?」

  　自みずからの無力感、そしてお嬢さまへの憐あわれみがつい顔に出てしまっていたようです。私の顔を見つめ、お嬢さまが心配そうに眉まゆをひそめます。

  「……お嬢さまの気のせいです」

  「いいえ、雪見とは長い付き合いなのよ。いつもと違うことくらいわかりますわ。ねぇ、何を思い悩んでいるの?　教えて」

  　お嬢さまは私の両手を取ると、胸の前で組んでじっと見つめました。

  　少し湿ったお嬢さまの手は温かくしなやかです。私にすべての信頼を預けるかのように、ぎゅっと力を込めていらっしゃいます。

  　……避さけようもない真実ならば、せめて私の口から伝えたい。

  　お嬢さまに向き直ると、残酷すぎる言葉を口にします。

  「実はお嬢さま。先ほどご主人さまに呼ばれまして、今夜の晩ばん餐さん会かいで、お嬢さまに……」

  「わたくしに、なんですの?」

  「お嬢さまに今夜、許婚いいなずけの殿方を合わせると」

  　お嬢さまははっと息を飲まれました。

  　瞬またたく間まに、津波のような後悔が襲ってきます。

  　やはり言わずにいたほうが、よかったと。少なくとも直前まで黙っていれば、お嬢さまが思い悩む時間も少なくて済んだのです。けれども放たれた言葉は、もう戻りません。

  「ついに……そうなのね」

  　お嬢さまのお顔は蒼そう白はくで、ショックのあまりにわなわなと肩を震ふるわせておられます。

  「申し訳ございません。ご主人さまには秘密だと言われていたんですが」

  「いいえ、いいのよ、雪ゆき見み。言ってくれてありがとう。わたくしの結婚相手を父が決定することは、実じつ相そう寺じの家に生まれた以上、仕方ないことだととうの昔に諦あきらめていますもの……ただ、それが想像よりも早かっただけですわ」

  「……お嬢さま」

  　動揺に瞳ひとみを揺らしながらも毅き然ぜんと背せ筋すじを伸ばしていらっしゃるお嬢さまは、立派に成熟した大人の女性のようです。

  　けれども、その中身はまだまだ子供。本来なら、これから先の自分の未来を夢見て希望に胸を膨ふくらませる時期のはず。

  　私がお嬢さまほどの年齢であった時は、実相寺家のメイドになってお嬢さまの面倒を見たいと切望し、そのために躾しつけ見習いはもとより、料理洗濯掃除といった一般家事や英会話や洋裁など、さまざまな技能を取得すべく努力を致していた頃ころです。

  　自分はなりたい何にでもなれると信じ、見るものすべてがぴかぴかと美しく輝いて見えたあの頃。

  　それなのに、今のお嬢さまの目の前にあるのは、ご主人さまが敷いたレールだけ。

  　お嬢さまに求められていることは寄り道も道草もせずに、そのレールをまっすぐに正しく歩くこと。そんな人生になんの歓よろこびがあるのでしょう。

  　口では自分の運命を受け入れているとは言っても、お嬢さまのショックは計り知れません。

  「きっと卒業すると同時に花嫁修業に入って夏には結婚の儀……やっと友達になれそうな方も現れて、たった三年という短い間でも、学園生活を楽しむことができると思った矢先でしたのに……」

  　慰なぐさめの言葉もないとはこのことです。

  「……お嬢さま」

  　愚ぐ鈍どんにも隣に寄り添うことしかできない私を、お嬢さまは弱々しい笑えみを浮かべて見上げられます。

  「雪ゆき見み、ありがとう。許婚いいなずけのことを教えてくれたおかげで心の準備をする時間ができました。そうと決まったら、準備をいたしましょう。父上の決められた許婚の方に、万にひとつも失礼があってはいけませんもの。さぁ、お風ふ呂ろの準備をして頂ちよう戴だい」

  

  　その夜のお嬢さまは、本当にお美しゅうございました。

  　胸元と裾すそにしつこいほどにフリルのあしらわれた淡い水色のドレスがここまで着こなせるのは、お嬢さまのスタイルのよさがあってのことです。

  　ドレスの布越しであっても柔らかさが伝わってくるようなふたつのふくらみ。大きく開いた胸元からは深い谷間が覗のぞき、膝ひざ上うえ丈たけのスカートの下、ほどよい肉づきの太ももが、しなやかな脚線美を描いています。

  　そして、何よりもいつもと違うのは、その表情です。すべての罪を受け入れる聖母マリアのように、慈愛に満ちた笑みをうっすらと浮かべられたお嬢さまは、ご主人さまでさえ一瞬息を飲まれたほどです。

  　晩ばん餐さん会かいは、お嬢さまのプライベートルームがございます洋館の、一階にあるホールでおこなわれました。

  　真っ白いテーブルクロスの掛かった丸テーブルがそこかしこに置かれ、その上には実じつ相そう寺じ家専属シェフに作らせたオードブルや手の込んだソースのかかった魚料理、ローストビーフなどのご馳ち走そうが並んでいます。

  　思い思いにドレスアップしたご来らい賓ひんは眩まばゆくも美しい方々ばかりで、私は初めて目まの当たりにするきらびやかな世界に面食らいながらも、そこにいる誰だれよりもお嬢さまが美しさと気高さで抜きん出ていることが誇らしく、ご主人さまから着るようにとご支給いただいたエプロンドレスの胸をつい張ってしまいました。

  　エプロンドレスは胸元にリボンがついたビスチェ風ワンピースで、スカートはレースのパニエでふわりと膨ふくらんでいます。太もも丈のニーハイソックスにストラップのついた靴くつを合わせているのですが、いつものクラシカルなメイド服と違いスカートの丈が短く、太ももがむき出しになってしまっているのが心もとなく、少し気恥ずかしい気分です。

  　それに、身体からだにぴたりと沿ったビスチェは胸元をきつく締めつけて息苦しく、なるほどお嬢さまはいつもこんな窮きゆう屈くつな思いをされているのかと想像すると、ただでさえ苦しい胸がさらに痛みます。

  「雪見、どの方がわたくしの許婚なのかしら。せめてマッチョな方だったらいいんですけれども」

  　会場の中心でご挨あい拶さつにいらっしゃる方々と順番に談笑しておられるご主人さまの傍かたわら、お嬢さまが小声で耳打ちします。

  　決められた許婚いいなずけといえども、わずかに期待を持ってしまうのは乙女おとめとして当たり前のことでしょう。しかし、マッチョなタキシード……。それはそれで、濃ゆいというか、想像するだけで胸焼けを起こしそうな風ふう貌ぼうです。

  　けれども、それがお嬢さまのお慰なぐさみになるのなら。

  　筋肉番付メンがいることを期待して辺りをぐるりと見回すものの、そういう方はまったく見当たりません。それどころか、お嬢さまが先日愚ぐ痴ちられていたとおり、揃そろいも揃って男性方はみな痩そう身しん痩そう躯く。どこを見ても、とてもお嬢さまのおめがねに適かないそうな男性はいらっしゃいません。

  「お嬢さま、最悪の場合、部屋にジム室を設しつらえて鍛きたえていただきましょう。毎朝のトレーニングにプロテインを摂取していただければ、半年もあればそれなりにマッチョになりますわ。なんならドーピングさせてしまうという手もございますし」

  　気休めのセリフしか言うことのできない自分を歯がゆく思いながらも、マッチョな男性はいないかときょろきょろと辺りを見回していると、ひとりの少女が私たちの元へと近寄ってきました。

  　腰の辺りまで届こうかというほどの緑の黒髪に、目じりがきっと切れ上がった勝気な瞳ひとみ。目に染みるほどに眩まばゆい白いワンピースがその清せい廉れん清せい潔けつな雰囲気に似合っています。

  「あら、藍あい斗とさんですわ!」

  　お嬢さまが嬉うれしそうに声をあげました。

  　なるほど、この方が才媛と名高い国こく分ぶ藍斗さま。聡明そうな額ひたいといい、意志の強そうな目元といい、きゅっと結ばれた口元といい、どこをとっても知的な雰囲気に満ち満ちた少女です。

  「呼んでくれてありがとう。と言いたいところだけど、正直、居心地が悪いわね」

  　国分さまは胸を上下に弾ませて駆け寄ってきたお嬢さまに向かい、苦笑を浮かべました。

  「そんなこと言わずに楽しんでいっていただきたいですわ。よろしければダンスでもいかがかしら?」

  「ダンス?　そんなものに興味なんて１ミリグラムもないわ。私が興味あるのは人間観察よ。せっかくだから上流社会の人たちとやらの肉体的傾向や表情的近似をたっぷりとフィールドワークさせてもらうわ」

  　せっかくのお嬢さまのお誘いを一刀両断に切り捨ててしまうだなんて、賢そうではありますがずいぶんと取り付く島のない方です。しかも、おっしゃっていることがいまいちわかりません。戸惑う私の存在に目を止めると、国こく分ぶさまは手を差し出してきました。

  「こんにちは。那な美み香かさんにお呼ばれしてまいりました。聖せい・九くの宮みや学園中学三年の国分藍斗です」

  「那な美み香かさま付きのメイドの香か川がわ雪ゆき見みです」

  「メイド?」

  　国こく分ぶさまはパチクリと瞬まばたきして不思議そうに目を凝こらしたかと思うと、おもむろに私の胸に手を伸ばして鷲わし掴づかみにしました。

  「ヒッ!」

  「ずいぶんと若いメイドさんね。それに……いいわ、この身体からだ。うん、すごくいい。ねぇ、いまいくつ?」

  「……十八歳になったところですが」

  「ふぅん。十八歳。初体験はもう済んでるのかしら?」

  「は?」

  「だから、処女かどうかって聞いてるのよ」

  「しょ、処女ってあの……」

  「処女がわからないの?　未通の乙女のこと。英語で言うとバージンよ」

  「な、何をおっしゃるんですかっ!　いきなりそんな質問は不ぶ躾しつけです!」

  「何を騒いでいるのだい?」

  　思わず叫び声をあげる私に、若い男性の来らい賓ひんと話し込んでおられたご主人さまが諫いさめるような口調で近づいてこられました。

  「あ、いえ。なんでもございません」

  　慌あわてて取り繕つくろう私を横目に、国分さまは恙つつが無なくご主人さまに挨あい拶さつを終えると、その隣の若い男性に目を止めます。その視線に気がつかれたご主人さまは、ごほんとひとつ咳せき払ばらいすると、お嬢さまと国分さま、そして私のほうへと向き直り、男性を紹介されました。

  「あー。駒こま込ごめ院いんくんだ。那美香、お前の許婚いいなずけになる。ご挨拶なさい」

  　……マッチ棒。

  　ぱっと目に入った瞬間、そんな単語が頭の中を過よぎりました。

  　とにもかくにも細いのです。

  　お嬢さまでなくても戸惑うほどガリガリに痩やせていて筋肉のキの字もありません。それどころか、その身体の細さゆえ、頭が大きく見えてしまうという気の毒さ。

  　お嬢さまの顔色を窺うかがえば、案の定蒼そう白はくで唇くちびるをわなわなと震ふるわせておられます。

  「はぁ?　許婚?　ちょっとどういうことよ!　ダメよ!　そんなの絶対にダメだわ！！！」

  　驚いたことに、一番最初に声をあげたのは国分さまでした。ご主人さまはお嬢さまのご友人の突然な無礼な振る舞いに驚いたような顔をしておられます。普段は辛抱強いお嬢さまも、さすがにショックを隠しきれないご様子で胡う乱ろんに呟つぶやかれます。

  「……お父さま、すみません、わたくし、ちょっと人ごみに酔ってしまったようで。失礼してよろしいでしょうか」

  「そんな、失礼だろう。なぁ、駒こま込ごめ院いんくん」

  　ご主人さまは私にちらりと諫いさめるような視線を送られます。いくらお嬢さまにお仕えしているといっても、そもそものお給金の出所はご主人さま。けれど、私は職業メイドでありながら、身も心もお嬢さまに寄り添うと決めているのです。たとえご主人さまにクビにされようとも、優先すべきはお嬢さま。その視線を正面から受け止めると、お嬢さまの手を取り、きっぱりと言い放ちます。

  「ご主人さま、お嬢さまはたいそうお具合が悪いようです。申し訳ありませんが、私がお部屋までお送りします」

  「おい、待て、雪ゆき見み」

  「それでは失礼いたします」

  　ご主人さまの制止も聞かずに、お嬢さまとともにさっさと踵きびすを返して出口へと向かいます。

  「ううん、ダメね、全然ダメだわ。こんな相手じゃ、最高の初体験なんて……」

  　背後で国こく分ぶさまの唸うなり声が聞こえた気がしましたが、今、一番大切なのはお嬢さまのお気持ちを静めること。お嬢さまをお慰なぐさめする言葉など何ひとつ浮かんできませんが、とにもかくにも、一刻も早くお部屋へ。隣を歩くお嬢さまの手をぐっと握り締めると、弱々しくも握り返してこられました。

  

  　お嬢さまはご自身の寝室にお着きになるなり、ベッドに伏せてしくしくと咽むせび泣き始めました。そのあまりに痛々しいご様子に言葉を継げぬまま、ひたすらにしゃくり上げておられるお嬢さまの傍かたわらにそっと寄り添い髪を撫なでます。

  「雪見、あの方と私は、結婚するということですよね」

  「ええ、おそらくは」

  「ということはあの方と、その……おせっくすをするということでしょうか」

  　お嬢さまのお口から、年とし端はもいかない少女が口にするのは憚はばかられるお言葉が飛び出します。

  　そんな言葉を教えてしまったのも私の仕し業わざ。それならば私にはきちんと説明をする義務があります。

  　私は覚悟を決めると、少しでも不安を取り除くようお嬢さまの手を強く握り締めました。

  「そうです。初夜といって、結婚式の夜に、花嫁と花はな婿むこは結ばれるのです」

  「イヤよ、イヤだわ。あんな細っこい方。なぜこんなにも筋肉を愛しているというのに、あんなノーマッスルな殿方を。神様は意地悪すぎますわッ」

  「お嬢さま」

  　お嬢さまがお嘆なげきになるそのお気持ちは、痛いほどにわかります。

  　あれほどまでに筋肉を愛し、あれほどまでに筋肉を愛めでることに人生を費やしておられるお嬢さまの許婚いいなずけがなぜにあれほどまでに細い男性であるのか。神の非情に私の胸は張り裂さけんばかりです。……といっても、マッチョならばいいかといえばそれはそれでまた心配ではあるのですが……。

  　お嬢さまは私の手を握り返すと下した唇くちびるをぎゅっと噛かみ締めました。

  「あの男性を許婚にするとお父さまがお決めになったのでしたら、わたくしは納得するしかありません」

  　ああ、お嬢さま。なんとご立派な方なのでしょう。

  　感かん涙るいに打ち震ふるえている私の手をお嬢さまは握り締めると、長い睫まつ毛げを伏せてうな垂れます。

  「でもね、雪ゆき見み、頭でわかっていても、どうしても、あの方とおせっくすをすることが想像できませんの。そもそも、おせっくすが何かだって知りませんわ。

  　……実は幾度かネットで調べたことはありますが、無料アダルト動画では、ほんのさわりしか見られませんでしたので、いったいどうやって始まって、どうやって終わるかがさっぱりわかりませんし、さらによく探してみれば、三人でなさったり、縛られたり、お外でなされたり、鼻フックをしたり、マッサージ機を使ったり……いったいおせっくすとはなんなのです!?」

  「お嬢さま、おそらくそれはたまたまマニアなサイトばかりを偶然見られたのではないかと……。普通はもっと違うものです」

  「普通って何?　全然わからないわ」

  「ええと、普通というのは……」

  　これほどまでに取り乱されるお嬢さまの姿を、いまだかつて見たことはありません。どう説明したものかと悩んでいるうちに、お嬢さまは再び枕まくらに顔をうずめ咽むせび泣き始めました。

  　あまりにもウブなお嬢さまがインターネットというツールを利用することの弊へい害がいを、今更知った思いですが、私にはどうすることもできません。ただ、できることといえば〝普通〟を教えてさしあげることだけ。私はある決意を決めると、深呼吸して言いました。

  「お嬢さま、身体からだの力を抜いて私にお任せを。心配することなど一切ございません。私が……教えてさしあげます」

  「本当に?」

  　お嬢さまは、涙で濡ぬれそぼった頬ほおをぱっと輝かせます。とたんに、辺りが、まるで花の蕾つぼみが開花したかのように艶あでやかに華はなやぎます。

  　やはりお嬢さまには、悩み顔や涙は似つかわしくありません。お嬢さまにいつも笑顔でいていただくために、私は力強く頷うなずくと、そっと囁ささやきました。

  「力を抜いて、そちらにおかけになってくださいませ」

  　ベッドの縁ふちを指差すと、お嬢さまは幼女のようにこくりと素直に頷き、上半身を起こされ、ます。その麗うるわしいお顔は泣き乱れたせいで、マスカラは流れ口紅も剥はげてしまっていました。目は泣きはれて赤く不安の影を落としています。

  　これほどまでにお嬢さまを思い悩ませるアレへの不安を取り払うことだけが、嫁とつぎゆくお嬢さまに対して私がただひとつできること。ならば、全身全霊をかけて私は、お嬢さまの不安を取り払おうと思うのです。

  　……しかし実のところを言うと、私もそのような経験はゼロ。

  　でも、それを伝えれば、お嬢さまは不安になるに違いありません。でも、愛をもって一生懸命、教えて差し上げれば、きっと伝わるはずです。お嬢さまの頬ほおを手のひらでそっと包み込み、オデコに軽く口づけました。

  「大丈夫です、怖くありませんから。それはとても気持ちいいものです」

  　神妙な顔つきのお嬢さまの背中に手をまわすと、ファスナーをゆっくりと下げます。

  　いつもお嬢さまの着替えは私がおこなっております。

  　なので、人に脱がされることになど慣れているはずですが、今日ばかりは恥ずかしそうに身を捩よじらせていらっしゃるのは、先ほど将来の夫となる男性を目まの当たりにしたせいでしょうか。

  　ファスナーを下ろしきったところで、シルクのワンピースを床へと脱ぎ捨てると、若々しい肉体が露あらわになりました。今日もブラジャーをつけずにいる真っ白なふくらみに、穢けがれを知らない桜色の頂いただきが尖とがっています。

  「ああ、綺き麗れいですわ、お嬢さま」

  「そんな……恥ずかしい」

  　頬を染める可か憐れんな姿に、私の中心から熱い迸ほとばしりがジンと染み出します。

  　ああ。お嬢さまの不安を払うのが私の役目なのに、なぜ私は身体からだを熱くしてしまっているのでしょう。自みずからのはしたなさを恥じながらも、お嬢さまの柔らかな実りへと手を伸ばし、下から持ち上げるように掴つかみ上げます。

  　手のひらではとても覆おおいつくせないほどの量感に心地よい重さ。たぷりたぷりと弾ませると、まるででき立てのプリンのようにふるふると全体が波立ちます。

  「お嬢さま、多くの男性はここが大好きですのよ。ここをお触りになった方は、必ずやお喜びになることでしょう」

  「そんな……大きすぎて恥ずかしいわ」

  「いいえ、そんなことはありません。それに、この柔らかさといったら」

  　指先に力を込めると瑞みず々みずしい果実に指が食い込み、形のいい乳房がいびつに歪ゆがみました。

  「あはうっ」

  「申し訳ございません!　痛かったですか」

  「んんっ、いいえ、その逆ですわ……なんだかその逆で……んくうっ」

  　お嬢さまの柔肉はその形状だけでなく感度も十分に成熟しているようで、肌の上に指先を這はわせると快感に打ち震ふるえながら小さな吐息を漏もらします。

  「お嬢さまはされるがまま、身を委ゆだねていてくださいませ」

  「んあっ、んくうっ」

  　丁てい寧ねいに、お嬢さまの恐怖や不安をゆっくりと解きほぐすように、じっくりたっぷりと捏こね回していると、お嬢さまの吐息はどんどんと荒くなっていきました。

  「いかがです?　ほら、なんにも怖いことはないでしょう?」

  「んんっ、んあっ。確かに怖くないですわ。むしろ……あああんッ」

  　硬く隆起した蕾つぼみを、指先でうっかり擦こすってしまった瞬間、お嬢さまは悲鳴に近い叫び声をあげて身を捩よじらせました。

  「どうなさいました、お嬢さま」

  「あぁあっ、雪ゆき見み、ソコ、なんかヘンなの。そこをぐりぐりされるとわたくし、ひあぁ、ぁああんっ」

  「ここですか?」

  「そ、そうです。そこをそういうふうにされると、わたくし……んあんっ」

  　人差し指と親指とでコリコリと抓つまみしごくと、お嬢さまは襲いくる快楽に耐え切れないとばかり身を捩じらせます。

  　同じ部分を触っているとはいえ、この間のマッサージの時とは違った激しい反応を示すのは、背徳感のせいでしょうか。

  　身体からだを悶もだえさせるたびに、まるで水みず菓が子しのようにふるふると双胸がたわみ、まるで桃の実を弄もてあそんだかのように、谷間に汗が浮き出してきたかと思うと、甘い体臭が辺りに漂います。

  「お嬢さま、気持ちいいでしょう?　お嬢さまが気持ちがよくなったのを見た男性は、もっとお嬢さまを気持ちよくしてさしあげたくなるのです。こうして……」

  「ええっ?　あっ、そ、そんな?」

  「ちゅるっ。お口で、れろっ、お嬢さまを愛するのです。舌でされるのは、とても気持ちいいですわ。けれど、あんまり大きな声を出すと、階下の皆様に聞こえてしまいます。だから、我慢して声を出さないでくださいませね」

  　唇くちびるから舌を突き出すと、そっとお嬢さまの固くなった蕾を舐なめ上げました。

  「あ……あうぅっ」

  　鼻び腔くうにお嬢さまの甘い匂においが広がります。舌には微かすかな塩味。それを舐め取るかのようにぴちゃぴちゃと舌を動かすと、お嬢さまは身体を震わせながらも、必死に声をあげるのを耐え忍ばれています。むせ返るような香りにクラクラと眩暈めまいがする気持ちで舌を使っていると、まるで生き物のように先端がヒクヒクとわななきました。

  「あふぅっ……はぁっ、なんだか、ヘンな気分。切なくて、胸がドキドキと高鳴って……はぁああんんっ」

  　お嬢さまはたまらないとばかりに私の頭を掻かき抱かれると、ぐいと胸に沈み込ませます。

  「お嬢さま」

  「ああ、雪ゆき見み。わたくしも何かして差しあげたくなってきてしまいました」

  「お嬢さま、その気持ちこそがとても大切なのです。愛しあう男女はそうして快感を高めあうのです」

  「じゃあ、わたくしもしたいようにしてよいの?」

  「ええ。でも、それは、許いい婚なずけの方と……な……ッ!?」

  　なんということでしょう。私が最後まで言い終えぬのに、お嬢さまは私の頬ほおを手のひらで包み込んで胸間から上げると、そっと口づけされたのです。

  「お、お嬢さま、いけませんわ。そんな」

  「雪見、お願い。わたくしの好きなようにさせて」

  　お嬢さまは、私の手をご自分の口元にお運びになると、そのまま指をぱくりと咥くわえ込まれました。温かく湿った粘ねん膜まくの蕩とろけそうな感触に指が柔らかに包み込まれます。

  「ああっ、お嬢さまの舌、ぬるぬるで温かくて気持ちいいです。こんなことをしていただけるだなんて、本当にお嬢さまの許婚の方はお幸せですわ」

  「雪見に気持ちいいと言ってもらえて、わたくしもなんだかとっても心が温かです」

  　お嬢さまは目を細めながら根元からべろりと舐なめ上げます。その上目遣いのお顔はとても愛らしく、テクニックがあろうとなかろうと、このような熱心さと献身でもって愛あい撫ぶされたら、どんな男性だろうとイチコロに違いありません。

  「ああ、お嬢さま。なんて勿もつ体たいないお言葉」

  「本当よ。雪見のココをこんなふうにできて、とっても幸せですわ」

  　お嬢さまが、舌を使っていじらしくも一生懸命なご様子でぐねりぐねりと撫なでまわされると、唾だ液えきがぴちゃぴちゃと垂れ落ちて、ぬらぬらと指が濡ぬれ光ります。

  「いけませんわ。お嬢さま。そんなふうにしゃぶられてしまったら、私……」

  「雪見、なんだかおかしいの。んんっ、お口の中が、どんどん気持ちよくなってきてしまって、ぬちゅっ、舌とか、ぬちょっ、頬ほっぺたの内側とかに、ちゅっ、指が当たって、ぴちょっ」

  「あ、ダ、ダメです、お嬢さま。なんだか私までおかしな気分に、あ、あひぃっ」

  「う、うぐうっ」

  　お嬢さまがぐいと思い切り、指を深くまで咥え込みます。指先に喉のどの粘膜が触れたかと思うと、ぬるりとした粘ねん液えきが溢あふれ出してお嬢さまの口の中を底なし沼のように満たします。

  「あ、あ、あ、あああんっ。私のほうがお教えしなくてはいけないのに、こんな……ッ」

  「いいのです、雪見、もっと、お口の奥。もっと……奥にほしい……」

  　お嬢さまが思い切り指先を強く吸い込まれると頭の後ろにビリビリと感電したような痺しびれが走りました。その甘美な快感がさざなみのように全身へと広がっていきます。

  「ひ、ひぃんっ」

  　思わず脱力のため息をつく私を、お嬢さまはぎゅっと抱きしめてくださいました。

  「雪ゆき見みが気持ちよさそうで、わたくし、なんだか嬉うれしい思いで胸がいっぱいですの」

  「お嬢さま、そんな、胸がいっぱいだなんて」

  「本当よ、胸が本当にいっぱいなの!　ほら、わかるかしら」

  　お嬢さまは私の腕を取ると、ご自身の胸にぎゅっと押しつけられました。

  「本当ですわ。ドキドキしています」

  　しっとりと濡ぬれた肌が腕にぴったりと吸いつき、その柔らかな塊かたまりに包み込まれる感触はまるで羽う毛もうに優しく包まれているかのようです。

  「……ねぇ。こういうのはどうなのかしら」

  　お嬢さまはふと思いついたようにベッドの傍かたわらに置いてある風ふ呂ろ上がり用のボディローションに手を伸ばすと、バストへとたっぷりと塗まぶされました。そして私の腕をバストの真ん中に挟み込んだかと思うと、自みずからでバストを掴つかみ、ゆっくりと上下させ始めます。

  「お、お嬢さま、そ、そんな技をいったいどちらで」

  「どちらででもありませんわ。ただ、雪見の顔を見ていたら、したくなっただけですの」

  　お嬢さまは柔らかな双胸でむにゅりと腕を挟みこむと、ぬにぬにと擦こすり上げます。まさかの上級テクニックを無意識に思いついてしまうだなんて、恐ろしきはお嬢さまの秘めたるポテンシャル。こみ上げる感激とめくるめく快感との狭はざ間まで、私はただひたすらに、お嬢さまにされるがままです。
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  「お嬢さま、ああ、私の腕がお嬢さまの……」

  「ああ、雪ゆき見み、なんだか、だんだんと身体からだが熱くなってきてしまいました」

  　見れば自みずからの両のふくらみを掴つかまれるお嬢さまの指先は、ぽっちりと浮かび上がった突起に触れています。

  「大丈夫ですわ、お嬢さま、怖がらずにもっと気持ちよくなってくださいませ」

  　腕にお嬢さまの熱がビンビンと伝わってきます。人肌で温まったボディローションの粘ねん液えきが、ふたつの白い丘を動かすたびにぶちゅぶちゅと猥ひ褻わいな音を立てて怪しげなぬめりを持って糸を引きます。

  「んんっ、太くて……こんな硬いものが胸の真ん中に……」

  「ああ、お嬢さま、挟まれて……擦こすれて……ああっ」

  「んあっ、擦れば擦るほど、どんどんと身体がカッカしてきて……」

  　穢けがれを知らない白肌がどんどんと赤みを帯び、次第に吐息も熱っぽいものになっていきます。弾力に満ちた双乳がダイナミックに揺れ弾み、そのたびにお嬢さまは切ない声をあげます。

  「どうぞ、お嬢さま。私の腕でもっと気持ちよくなってくださいませッ」

  　攪かく拌はんされた粘ねん液えきが、空気と混じりあって白く濁り私の腕をぬらぬらとてからせます。

  　お嬢さまの動きもいよいよ速さを増してきました。

  「ええ、でも、もう、だ、だめ、あっ、あああっ！！！！！！！」

  　お嬢さまは叫び声をあげたかと思うと、おとがいを震ふるわせて身を反そらせ、全身の肌がぽっと紅に染まりました。

  「だ、大丈夫ですか、お嬢さま」

  「は……はぁ、なんだか気持ちがよくって、身体がビリビリっとなって。全身の力が抜けてしまいましたわ」

  　お嬢さまはまだわずかに痙けい攣れんしたままの四肢を伸ばすと、ベッドにこてんと横たわって、穏やかな笑えみを浮かべておられました。

  「……でも、雪見、ありがとう。わたくし、わかりましたわ。おせっくすは怖くないもの、気持ちいいものです。そして、相手を気持ちよくすれば、自分も気持ちよくなる。自分が気持ちよくなれば、相手も気持ちよくなるものなのですわ」

  「お嬢さま……」

  　飲み込みの速さに感激しながらも、一いち抹まつの寂しさが心を過よぎります。

  　この賢く、美しいお嬢さまの身も心も、来年には許婚いいなずけの方のものになってしまうのです。

  　少女から大人へと移行する五年の間、私はずっとお嬢さまだけを見てきました。

  　お嬢さまは、私の青春、いえ、人生そのものだったのです。そのお嬢さまが手の届かないところへ行ってしまう。できることなら引き止めたい、けれど……。

  　涙るい腺せんをジュンと熱くしている私に、お嬢さまは無邪気な様子で首を傾かしげられます。

  「ねぇ、雪ゆき見み。実はもうひとつ、お願いがありますの」

  「……なんでしょう」

  　お嬢さまは胸に抱いていた私の肩を掴つかむと、じっと瞳ひとみを覗のぞき込まれました。

  「あのね……ちょっと恥ずかしいんですけど、わたくしの、その……あれ、形や色がなんだかおかしな気がしますし、なんだか怖くて自分で触ったことすらなくって……。よかったら雪見、わたくしのすべてを見ていただけないかしら」

  　ああ、お嬢さま。

  　もしも私にそれができることなら、してさしあげたい。

  　私も心の中ではそれを願っているのです。

  　お嬢さまと過ごした五年間。最後の思い出に……。

  　けれども……。

  「お嬢さま、それだけはいけません」

  　きっぱりと首を横に振ると、お嬢さまは驚きに目を丸くされました。お嬢さまのお願いを私が断ることなど、いまだかつてなかったせいだと思います。

  「なぜ?」

  　無邪気に首を傾げるお嬢さまの手を取ると、私はぎゅっときつく握り締めます。

  「そこは、大切な人のために取っておくものだからです」

  「雪見はわたくしにとって大切な人ですわ」

  　目頭が熱くなったかと思うと、頬ほおに熱い滴したたりが零こぼれ落ちてきます。

  「……お嬢さま、私はその言葉だけで十分です。さぁ、パーティーへ戻りましょう。きっとご主人さまも心配しておられますわ」

  　私はゆっくりとしゃがみ込むと、床に落ちたお嬢さまのドレスを拾い上げたのでした。

  

  　パーティー会場へ戻ると、来らい賓ひんの方々はすっかり帰られた後でした。

  　テーブルの上には食べ散らかされたご馳ち走そうとたくさんのグラスが残ざん骸がいのように残されています。祭りの後の寂しさが漂うフロアに、ご主人さまはひとりぽつんと、疲れを隠せないご様子で部屋の隅のソファーに腰掛けていらっしゃいました。

  「わたくし、なんだかお腹なかが空すいてしまいましたわ。ケーキをいただいてきますわ」

  「では、私はご主人さまの元へ行っています」

  　会場から逃げ出そうとするお嬢さまを、制止できなかった叱しつ責せきを受けなければなりません。すっかり機嫌を直されたお嬢さまと別れると、ご主人さまのお側そばへ向かいました。

  「先ほどは、お嬢さまをお止めすることができずに申し訳ございませんでした」

  「ああ、そのことは、もういい。那な美み香かはどうした」

  　大目玉を食らうと思いきや、あっさりとお怒りをお流しになったご主人さまの隣には、驚いたことに国こく分ぶさまがいらっしゃいます。

  「お嬢さまでしたら、あちらに」

  「……やはりああ見えても、那美香もまだまだ子供だな」

  　ケーキの並んだテーブルの前で目を輝かせているお嬢さまに目をやると、ご主人さまは途方に暮れたような笑えみを浮かべられました。国分さまが呆あきれたように口を挟みます。

  「子供じゃないわ。どこからどう見てもとっくに学童期を過ぎて思春期真っ最中といったところじゃないの。いいえ。むしろ、那美香の場合は肉体的には完成されているから、すでに第二次性徴を終えて青年期に入り込んでいると言ってもいいかもしれないけど……まぁ、でも、精神的な自我の確立からはほど遠いから、まだ思春期に分類していいんじゃないのかしらね」

  　国分さまはいったい何をおっしゃっているのでしょう。おっしゃっていることはよくわからないのは、私に学がないせいかもしれませんが、それにしても学童期だとか思春期だとか。

  「それで、あの、許婚いいなずけの駒こま込ごめ院いんさまは?」

  　お怒りになられて帰ってしまわれたのでしょうか。お嬢さまのためとはいえ、メイドの立ち場で差し出がましいことをしてしまった自分を悔いながら尋たずねると、またもや国分さまが耳を疑うようなことをおっしゃいます。

  「あの殿方だったら、私が帰したわ」

  「帰し……た?」

  「ええ、だって、あの人は那美香には合わないもの」

  　国分さまは片手に持ったティーカップを口へと運びながら、涼しい顔でさらりと言ってのけます。

  　ご主人さまがお選びになった殿方にケチを付けるだなんて。

  　ご主人さまは片腕として長年働いてきた側近でさえも、いとも簡単に切り捨てる冷酷な人物です。いくらお嬢さまのご学友といえども、無礼はお許しになるはずなどございません。雷かみなりが落ちるのを覚悟して怯おびえていると、ご主人さまは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔でおっしゃいました。

  「ということなのだよ」

  「ということって……いったいどういうことでしょうか」

  　納得がいきません。まだ年とし端はもいかない少女がどのようにしてご主人さまを説得したというのでしょう。

  「どうもこうもないわ。ただ私の研究結果によると、那美香と彼は遺伝子レベルで相性が合わないって話を那美香のお父さまにしただけよ」

  「ご主人さま、そうなのですか?」

  　ご主人さまはしぶしぶといったご様子で頷うなずかれます。

  「でも、遺伝子レベルって」

  　まだ納得がいかないでいると国こく分ぶさまがついと立ち上がり、数歩歩いた後、くるりと振り返って、人差し指を天に向かって突き上げます。

  「遺伝子が遠ければ遠いほど、強い子供が生まれるって話は知っているかしら。そのために女性はね、自みずからと異なる遺伝子構造を持つ男性を本能的に嗅かぎ分ける力を持っているの。

  　詳しく言うと、主要組織適合性複合体と呼ばれる遺伝子領域に含まれる約１４０の遺伝子群が、皮ひ膚ふ細菌との相互作用によって発生させる匂においを嗅ぎ取って判断して、自分と遠い遺伝子を持っている男性に好感を持つ仕組みになっているの。だから、恋に落ちるのには少なからず、遺伝子が影響しているのよ。いわゆる利己的な遺伝子ってヤツね。

  　けれど、那な美み香かの場合は自ら相手を選んだわけじゃないじゃない?　だから、似通った遺伝子構造を持つ相手が許婚いいなずけになってしまいそうになったのよ」

  「なぜお嬢さまと駒こま込ごめ院いんさまが似通った遺伝子をお持ちだとおわかりに?」

  「だから匂いよ。さっきの駒込院さまとやらと那美香から、同じ匂いがすることを嗅ぎ取ってしまった以上、黙っているのもなんじゃない?　だからお父さまに注進させていただいたわけ」

  「はぁ……」

  　正直いって、この少女の言っていることが、私にはさっぱりわかりません。お嬢さまはいつも花のような芳かぐわしい匂いを放っておりますし、先ほどの殿方については、よくは嗅かいでいないとはいえ、そのような香りがした気はいたしません。

  「それでね。実じつ相そう寺じ家に強い跡取りが生まれなくてもいいのか、ってお父さまに聞いたら、それは困るって話になったわけ。ね?」

  「そういうことだ」

  　苦虫を噛かみ潰したような顔で頷うなずかれるご主人さまの隣で涼しい顔をしているこの少女は、確かに賢そうではあります。けれど、友ゆう愛あいグループの総裁のご主人さまを説得するほどの技量があるとは。

  「那美香が戻ってきたら、その旨むねを伝えておいてくれ。わしはなんだか疲れたので、先に部屋へ戻る」

  　ご主人さまはソファーから立ち上がると、がっくりと気落ちしたように肩を落とされ、よろよろと扉へと向かって歩き出されました。

  　何はともあれ、よかった。とりあえずお嬢さまの今回のご婚約はなくなったのです。

  　すべて、この少女のおかげで。

  　感謝と感激とが入り交じった視線を向けると、国分さまははっとした顔で私に向き直りました。

  「ところで貴女あなた、いったい何があったの?」

  　まさか先ほどのお嬢さまのお部屋でのことがバレたかと一瞬背せ筋すじが寒くなりました。けれども、それでしたら、こんなふうであるはずがありません。国こく分ぶさまのお顔には、知的好奇心が溢あふれんばかりに満ちています。

  「い、いえ、何もございません」

  　国分さまはおもむろに手を伸ばすと、私の頬ほおを撫なで上げます。

  「肌の水分量が上がってるわ。これは女性ホルモンの仕し業わざね。体温も上昇してる。これはプロゲステロンのせいよ。結果、脳内の女性としての幸福値が上がってるわ。この状態から考えられるのはただひとつ……」

  「藍あい斗とさん、そこまでにしていただけないかしら。その先はわたくしと雪ゆき見みのプライバシーでしてよ」

  　毅き然ぜんとした声が割って入ってきました。振り返るとそこには、ケーキがたっぷりと盛られたお皿を片手にお嬢さまが立っておられました。

  「お嬢さま……」

  　ぴんと背筋を伸ばしたその気高い様子に、思わず言葉が継げずに見とれている私の横で、国分さまが悪いた戯ずらっぽく笑いを浮かべます。

  「那な美み香か、結婚は阻止したわ。望まない初体験では、最高の喪失なんて絶対に無理よ!　だから、これからも何人許婚いいなずけを連れてこられても、私が全部ぶっ潰つぶしてあげる。その代わり、高等部に進学したらセク研に入部して頂ちよう戴だい」

  「ありがとうございます、藍斗さん」

  　どういうことかわからないでいる私に、お嬢さまがにこりと微笑ほほえみかけます。

  「藍斗さんは『十八歳初体験幸福論』という理論をご研究中なのですって。わたくしは許婚探しをされている真っ最中だと相談したら、まだ早いということで、お父さまを説得してくださるということで、今日お呼びしましたのよ。でも大成功だったようですわ」

  「まぁ、正直、説得というよりは、嘘うそをついちゃった部分もあるんだけどね」

  「そうすると、遺伝子の匂においうんぬんというのは?」

  「理論は本当よ。けれど、誰だれと誰が同じだなんて、嗅かぎ分けるのは私にも無理だわ」

  「国分さま……本当にありがとうございます」

  　照れ笑いを浮かべて肩をすくめる国分さまの手を取ると、私は心の底からお礼を述べます。

  「いいの、いいの。いま喪失されちゃ、困るのは私だから」

  　なぜいま、お嬢さまに喪失されては困るのかはわかりませんが、そんなことは関係ありません。とにもかくにも、今回の婚約はなくなったのですから。たとえ、ほんの一年や二年の猶ゆう予よであっても、十代の一年は学び、成長するのに決して短くはありません。

  　那美香お嬢さまの人生の彩りを豊かにするに十分です。

  

  

  　そして現在。

  「……さぁ、お嬢さまのいらっしゃらない間にいろいろ済ませなくては」

  　お嬢さまを聖せい・九くの宮みや学園高校へと送り出した私は、いそいそと自室へと戻ると、パソコンの電源を入れます。

  　立ち上がるとブラウザを開き、ブックマークの中からブラジル水着専門の通信販売サイトを選びます。

  「こちらの水着は、このハイレグの切れ込みがいいですけど、こっちのビキニの半ケツっぷりも捨てがたいし……」

  　さんざ迷った挙あげ句くに、白のワンピース水着に決め、ショッピングカートへと入れます。「ちょっと大胆ですけど……那な美み香かお嬢さまももうすぐ十七歳。これくらいのセクシーさは必要ですよね」

  　ワンピースといっても、上下がつながっているために便宜上そう呼ばれているだけで、実際のところは、紐ひもに近い代物。このところ、さらにダイナマイトさに磨きをかけたお嬢さまです。この水着もさぞかしお似合いになることでしょう。

  「さて、次は……」

  　お嬢さまの今年の夏の水着の手配が済んだところで、今度は数多いブックマークの中から「夜のＡ to Ｚ」、「プロがそっと教える最高のテクニック」と迷った挙句、今日は「イカせる技術」を選びます。

  「さぁ、次なる研究にかかりますか」

  　あれ以来、残念なことにお嬢さまにああいったことをお教えする機会はありません。

  　けれど、いつ何を聞かれてもいいように、私は、日々、研究をしているのです。

  　なぜならば、私はメイド。

  　お嬢さまのお側そばにお仕えし、お嬢さまの身の回りのお世話はもちろんのこと、成長のお手伝いをするのもお仕事なのですから。


  


   香か川がわ雪ゆき見みのメイド日記

  

  ５月29日　晴れ

  【仕事】お嬢さまの下着の発注のために採寸。いつも注文するイタリアの下着メーカーのカタログを見ていたところ、新作コレクションの中にエナメル・ボンデージなどのＳＭラインを発見。備えあれば憂うれいなし。お嬢さまの何かの時のために……と、ＳＭラインならば一サイズ小さめでムチムチとさせてお召しいただいたほうがいいのではないか、などムフムフ悩んでいるうちに半日が過ぎてしまった。反省。

  【メモ】動画サイトTOU dubeにて「プロテイン魂だましい」という筋肉男性の踊りの動画を発見。これはお嬢さまへのサプライズプレゼント用に。URL　××××××××××

  

  ６月３日　くもり

  【仕事】学校へアイスキャンディーを差し入れ。その時、常つね日ひ頃ごろから登下校中にお嬢さまをストーカーしていた男が通学路付近をうろうろしているのを発見。この日のために調教しておいたマムシの三さん太だ夫ゆうを鞄かばんの中に入れておいたので当分大人しくなるだろう。

  【メモ】夜のニュースで「住宅街に毒マムシ現る!」との報道が。まだ発見されていないとのことでひやひやしていたところ、玄関の前で三太夫を発見。どうやらお嬢さまが恋しくなり、戻ってきた様子。さすがは犬・猫・鳥をはじめ生きとし生ける動物すべてに親しみを持たれ懐なつかれるお嬢さま。三太夫は大人しく捕獲され、いまはケースの中ですやすやと眠っている。

  

  ６月14日　雨

  【仕事】お嬢さまが昨年より念願されている格闘技マッチのチケット手配。無事に予約できたはいいが、どのようにしてご主人さまの目を誤ご魔ま化かして外出するかが悩みの種。直前の特集番組の予約録画も忘れずにしておかなければ。

  【メモ】相変わらずお嬢さまの男性の趣味があまりにもマッチョに偏かたよりすぎている気がする。もう少し細いマッチョにならないものだろうか。今度そっと『ブルース・リー』のＤＶＤを差し入れてみよう。

  

  ６月17日　雨

  【仕事】お嬢さまの絵画モデル兼、水槽でのマッチョバレエ団のスカウトをしに新宿へ。いいモデルが見つかったとホクホクしながら帰宅。衣装として話題のＹバックを購入。ケツ筋がばっちりわかるこの衣装はきっとお嬢さまもお気に召されるに違いない。

  【メモ】お嬢さまより相撲すもう観戦に行きたいとご相談。お嬢さまはガチムチ専からデブ専へと移行しつつあるのではないか。悩みは尽きない。
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   第三話　るりと義経



  


   １　初めての女装

  

  「あら、ぽんちゃん。おはよう。聖九高校セクコーはどう?　もう慣れた?」

  　郵便受けから朝刊を取るために、中なか山やま義よし経つねが自宅の玄関の戸を開あけた瞬間、隣に住む小こ林ばやしさん家ちのおばちゃんが話しかけてきた。

  「いや、俺おれ、義経っすけど」

  「ええっ!　ホントに?　あらやだ。そっくりすぎて間違えちゃったわ」

  　寝ね癖ぐせのついた頭をぽりぽりと掻かくと、小林のおばちゃんは目をまんまるにして驚きの声をあげる。

  「そっすか」

  「そうよー。眼鏡めがねしてないから間違えちゃったじゃないの。紛まぎらわしいんだから眼鏡しといてちょうだい」

  　確かにひとつ年上の姉・ぽんとは、たまに両親でさえも間違えるほどよく似ている。まんまるの顔の輪りん郭かくといい、黒目がちの瞳ひとみといい、お互いにしても、まるで鏡を見ているようだと思う。

  　あまりに似すぎているため、義経が中学校へ進学した際、教師やクラスメイトたちに区別がつくように差異を作ろうという話になり、じゃんけん三回勝負の結果、負けた義経は伊だ達て眼鏡着用で中学へと通うことになったのだが、自宅ということで油断していた。

  　けれども、義経とて男だ。いつもいつも姉と間違えられて嬉うれしいはずはない。しかも、小林のおばちゃんはおばさんならではの無神経さでズカズカと切り込んでくる。

  （勝手に間違えたくせに、朝から気分悪いなぁ）

  　それでも、さすがに隣人とやりあう気はない。というか、口はもちろん、おばちゃんの推定体重１００キロの巨体とやりあったら、力であっても確実に負ける気がする。

  「いやー、すみませんっすね。寝起きなんでちょっと油断してましたぁ」

  　愛想あいそ笑いを返して郵便受けを開けると、朝刊の束の上に、何やら茶色い紙袋のようなものが置かれていた。

  　何かと思って見てみればご丁てい寧ねいに『お見舞い　中山素もと様江』という熨の斗し紙がみが貼はられている。

  　ずいぶんと大げさなラッピングだと呆あきれて裏を見ると、こちらは手書きの達筆で国こく分ぶ藍あい斗とと、差出人の名前が書かれていた。

  　脳裏に黒髪の美少女の姿が浮かぶ。以前、ぽんと一緒にいるところに二度ほど会ったことがある聖九高校の先輩だ。

  　袋を開あけるとぷんと異臭が鼻をついた。恐る恐る中を覗のぞき込むと何やらぐちゃっとした物体が底のほうに溜たまっていた。

  「……なんだこれ」

  　慌あわてて袋を閉じると玄関の中へと戻る。

  　家の中に足を踏み入れた瞬間、玄関マットの上で寝ていた飼い犬のゴンタがむくりと頭を起こした。紙袋に向かい、牙きばをむき出しにして、ぐるると低く唸うなり声をあげた。

  

  　──やっぱこれは、やっちまえっていう神様からのゴーサインだよなぁ。

  　義よし経つねは自室の机の前で腕を組むと、ううむと大きく頷うなずいた。

  　京きよう都と奈な良ら大おお阪さかの三都周遊という定番中の定番コースを巡る修学旅行から帰ってきたのが昨日のこと。やはり町内会の旅行から帰ってきたばかりの母親から、年子の姉の〝ぽん〟こと、素もとが腹を壊して寝込んでいると聞いた瞬間に閃ひらめいた。

  　自みずからの学校も修学旅行の振り替え休日とかで休みである。これは前々から密ひそかに考えていた「入れ替わり計画」を実行する絶好のチャンスではないか、と。

  　しかし、背せ丈たけから顔から、義経とぽんがいくらうりふたつだとはいえ、女子校に忍び込むのにはただならぬ勇気が必要だ。もしもバレたら、ただじゃ済まないだろうことも想像に難かたくない。

  　しかし、それを補ってなお、名門お嬢さま学校として名高い聖九高校セクコーに忍び込み、クラスメイトたちに囲まれてキャッキャウフフと楽しいひと時を過ごすというのは、抗あらがえない魅力を持っている。

  　何か背中を押すものが欲しい、と思っていたところで、小こ林ばやしのおばちゃんだ。

  　幼少の頃ころから義経とぽんのことを知っている馴な染じみでさえも間違えるのならば、そっくりな弟の存在を知らないクラスメイトの目をくらませることはそれほど難しくないのではないか。

  （そうだ、マスクするっていうのはどうだろう）

  　顔の半分を隠せばバレる可能性はぐっと下がる。

  　風か邪ぜを引いて声が出ないということにしてしゃべらなくても済むし。

  （俺おれってチョー天才じゃん。いひひ。これでるりちゃんと一日一緒にいられる!）

  　充電器には差しっぱなしの携帯電話を手に取ると、画像フォルダを開いた。ボタンを操作して、一日に一回は必ず見ることが日課となっている例の画像を表示する。

  　被写体の少女の名前は宮みや家けるり。聖九高校の一年生だ。

  　ぽんが聖九高校に入学した四月の頭頃。部活のメンバーとやらと連れ立って家に遊びにきた時に撮影させてもらったもので、世の中にこんな可愛かわいい女の子がいるのかと、後頭部をガツンと殴なぐられたかのような驚きを覚えたのを今でもはっきり覚えている。

  　眉まゆの上でぱつんと切り揃そろえられた前髪の下、柔らかな輪りん郭かくの中で輝いている大きな瞳ひとみ。可か憐れんな小さめの唇くちびるからちょこんとはみ出しているのは可愛かわいらしい八や重え歯ば。

  　誰だれが見ても完かん璧ぺきな美少女のるりだが、それもそのはず、後から聞いたところ、るりの母親は昭和のスーパーアイドル猫ねこ山やまるみ。すでに引退してしまって、今のその姿をテレビで観みることはできないが、たまに昔の映像が流れるたびに、当時の活躍を知らない義よし経つねが目にしても、「きゃわゆ～」と呟つぶやいてしまうほどの美少女。

  　その母から、整った顔とカリスマ的資質を受け継いでいるるりにズバリ一目ぼれしたといっても過言ではない。しかし、姉の友達とはいえども相手は高校生。なかなか世界は遠く、親しくなるチャンスもない。

  （いや、今日がチャンスだ）

  　義経は熱っぽいため息を吐つくと、音を立てないように立ち上がり、隣室との境の壁へと近寄る。

  　時刻は午前七時半。普段ならぽんがバタバタと騒がしく登校の準備をしているところだ。

  　しかし、壁の向こうはしんと静まり返り、ぺたりと耳をつけ部屋の様子を窺うかがってみても、物音ひとつ聞こえてこない。

  （うん、なんの音もしないな……ということは今がチャンスか）

  　念には念を入れるべく、壁をとんとんと軽くノックしてみた。息を潜ひそめてしばらく待ってみたが、なんの反応もない。狙いどおりぽんは就寝中のようだ。

  （やっぱり神様は俺おれの味方だ。やっぱりこれはやるっきゃねぇ。がんばれ俺!）

  　自みずからを奮い立たせるべく、ばちばちと両手で頬ほおを叩たたいて気合を入れると、足音を忍ばせて自室のドアから廊ろう下かへと出る。

  　隣室のぽんの部屋の扉を音をたてないようにそっと開あけると、カーテンが閉め切られた薄うす暗くら闇やみが広がっていた。ぽんはベッドの上で海え老びのように身体からだを縮こませ、うんうんと苦しそうな寝息を立てている。

  　その足元にはいつの間まに玄関マットの上から移動したのか、飼い犬のゴンタが掛け布ぶ団とんの上で、四肢おっぴろげと仰あお向むけ腹見せコンボの獣けものの本能ゼロのポーズで寝入っている。

  　番犬にはならねーなと呆あきれながら、抜き足差し足で中へと忍び込み、ゆっくりと壁一面にはめ込まれたクロゼットへと向かう。扉をそっと開くと、一番右端にハンガーで吊つられた制服があった。

  （よし、これさえ手に入れれば計画の半分は成功したも同然のこと）

  　ハンガーに手を伸ばそうとした瞬間、背後から叫び声が響いた。

  「ん、んぁっ、あ、藍あい斗とさん、そ、そこは、ら、ら、ら、ら、ら、らめぇえええええ」

  （ひっ）

  　やばい。起きてしまったか。

  　必死に悲鳴を押し殺したまま振り返る。

  　しかし、少しばかり激しいただの寝言だったようでぽんが目を覚ました様子はない。

  （お、驚かせるんじゃねーよ……しかしひでぇ寝ね相ぞうだな）

  　飛び上がらんばかりに跳ね打っている心臓を宥なだめて息を整えると、パジャマの裾すそを胸下辺りまでめくり上げた挙あげ句く、横腹の辺りをぽりぽりと掻かいているというひどい寝姿のぽんに逆ギレの悪態をつく。

  （風か邪ぜと腹痛で寝込んでるくせに、腹丸出しで何してんだよ。ったく、しょうがねぇな）

  　それでも、クロゼットからさっさと聖九高校セクコーの制服と鞄かばんとを取り出すと、パジャマの裾すそを下ろして、上から布ふ団とんをかけてやった。

  （よっしゃ。とりあえず第一関門突破!）

  　制服捕獲作戦が成功したとなれば、もうこの部屋に用はない。ぽんとゴンタが目を覚まさないうちにと出入り口へと急ぐ。何事もないまま、廊ろう下かへと抜け出しドアを閉めようとした瞬間、またもや中から、ぽんの寝言が聞こえた。

  「ひゃ、ひゃあっ、藍あい斗とさん、そんなことされたら……ひゃはぁあああんッ」

  　……ぽんのヤツ、いったいどんな夢を見てるんだ。

  

  「ぽん、今日は休むの?」

  　食欲を刺激する香ばしいトーストと下に敷かれたベーコンがカリカリの焼きたて目玉焼き、ほかほかと湯気を立てる淹いれたての珈琲コーヒーが並んだテーブルに着くと、義よし経つねはさりげなく母親に尋たずねた。

  「そうね。熱は下がったみたいなんだけど、昨晩はトイレに籠こもりっきりだったみたいで。ようやくさっき眠れたみたいだから、今日は休みね」

  　母親は、自分が旅行中にぽんが体調を崩したことを気にしてか、どことなく気まずそうな様子だ。

  （よし!　これで心配することなく聖九高校へゴーだな）

  　順調な滑り出しに小躍りでもしたい気分だが、我が子が腹痛で苦しんでいる渦中の母親の手前、遠慮して、クールな素振りで珈琲カップを持ち上げる。

  「ふーん、まぁ、一日ゆっくり寝てれば治るんじゃね」

  　珈琲をひとくち飲んで口の中を潤うるおすと、目玉焼きにフォークを刺した。とろりと流れ出した黄身を香ばしく焼けたトーストで掬すくい取るとむしゃむしゃと咀そ嚼しやくする。

  「それにしても、留守の間にいったい何を食べたのかしら」

  「ねーちゃんのことだから、母ちゃんがいないのをいいことに、アイスクリーム１リットルとか無茶食いしたんじゃねーの。じゃ、ご馳ち走そうさま～っ」

  「でも、何を作ったんだか、よくわかんない食べ物が台所のゴミ箱にあったのよねぇ、って、あんた、ちゃんと噛かんで食べてるの?」

  　母親の叱しつ咤たを聞き流し、急いで自室へ戻ると、ぽんの部屋からくすねてきた制服をリュックサックへと仕舞い込む。

  　古着屋で買ったＴシャツにジーンズを穿はくと、リュックを背負ってそそくさと玄関に向かった。

  「あれ、あんた、こんな朝っぱらからどっか行くの?」

  　台所で洗い物をしていた母親が、出掛けようとしている義よし経つねに気がついて、訝いぶかしげな顔で玄関へと現れた。

  「なーに言ってるんすか。俺おれは受験生様ですぜ。学校が休みというなら、代わりに図書館でちょっくら勉強でもしてきますよ」

  「ええっ。まさか、あんたが勉強っ?」

  　母親がまるで化け物でも見たような表情を浮かべた。

  「あ、昼飯代ちょーだい。なんかで適当に済ませるから」

  「わかったけど」

  　涼しい顔で昼食代をねだると、母親が釈しやく然ぜんとしない顔つきで五百円玉を差し出した。

  「俺、成長期なんすけど。もう一声!　あざーっす」

  「ぽんだけじゃなくって、義経もなんか悪いものでも食べたのかしら……」

  　という母親の声を背に千円札一枚をありがたく頂ちよう戴だいすると、スニーカーをつっかけて玄関のドアに手をかけた。もちろん行く先は図書館ではなく、ぽんの通う聖九高校セクコーだ。

  

  「やべ、これ、超心もとねぇ」

  　駅の男子トイレでぽんの制服に着替えた義経は、スカートをめくりながら、困惑していた。

  　せめてパンツがボクサータイプのぴっちりしたものなら、少しは不安感も抑えられそうなものだが、義経が身に着けているのは、あいにくにもトランクス。ブラブラと揺れるアレが太ももの間から空気に触れるのが落ち着かないこと極まりない。

  　さすがにこの下半身で女子高に潜入するのは気が引ける。

  　顔には念のためにマスクをしたので、そう簡単にバレはしないと思うが、潜入先は、美少女揃ぞろいと名高い聖九高校で、同じクラスには憧あこがれのるりがいる。

  　うっかり何かのはずみでアレに異変をきたし、それがバレてしまってはヤバイ。少しでもリスクを回避するために、下半身はぴったりとしたブリーフで押さえつけておいたほうがいいに決まっている。

  「仕方ねーな。買って穿き替えるか」

  　個室から出てきた女装の義経を見て、ぎょっと驚いた顔のサラリーマン男性の視線から逃れるように、そそくさと男子トイレを後にすると、エキナカのコンビニへと向かう。

  「いらっしゃいませ～」

  　店内に足を踏み入れると、能天気な入店のチャイムと同時に、レジから店員の女性のハキハキした声が飛んできた。クーラーの冷気が二の腕を心地よくくすぐる。

  （大丈夫かな。バレないよな）

  　マスクで顔を隠してはいるものの、周りの客たちの視線にドキドキが高まってしまう。

  （大丈夫、大丈夫。むしろ挙動不審にしてるともっと怪しまれるよな）

  　もともと小柄な身体からだを、さらに目立たないようにすくめながら、ひっそりと下着コーナーへ移動すると棚に並んだ下着の中からボクサーパンツを探した。

  　あいにくのところ、トランクスなら何種類か並んでいたが、お目当てのボクサーパンツの棚には『ただいま品切れ中』の札が置かれている。

  （ちっ。なんだよ、こんな時に限って売り切れかよ）

  　補充しとけよな、店員。心の中で悪態をつきながらもう一度、棚を順繰りに端から見流したがやはり見当たらない。

  （やっぱりねーな。こうなったら一日スースーさせて過ごすしかないか）

  　諦あきらめかけた時、ビニール袋に入ったピンク色の小さな布切れが売られているのが目に入った。女性用のパンティーだ。

  （……こっちって手もあるよな）

  　普段ならば女性用パンティーを買うなんてことはできるはずないけど、今ならば義よし経つねはぽんの制服を身に着けている。女性が女性用パンティーを買って怪しがる人はいないだろう。義経が女性に見えれば、だけど。しかし、ここで男だとバレるようなら聖九高校セクコーへ紛まぎれ込むなどもってのほかということだし、それに、ちょっとだけ女性用パンティーを穿はいてみたいという気持ちもなくはない……。

  　義経はそろそろと手を伸ばし、一番手前のパッケージを取り上げた。

  　女装趣味のヘンタイと思われたらどうしようかとドキドキしながら、お昼用のおにぎり三個と一緒にレジへ持っていくと、二十代前半の髪の毛をひとつにひっつめた店員さんに先ほど母親から貰もらった千円札を添えて差し出す。

  （バレませんようにバレませんようにバレませんように）

  　必死に祈る義経に女店員はおかしな表情ひとつ浮かべることなく、レジでバーコードを読み取って、ビニール袋に入れてくれた。

  （よっしゃ、いける!）

  　すっかり自信がついてしまった。小銭と引き換えにパンツを受け取ると、さっそく穿き替えるべく男子トイレに引き返し、ふと足を止めた。

  　どちらかといえば女子トイレを使ったほうが自然ではあるまいか。

  　先ほど男子トイレで居合わせたサラリーマンは明らかにぎょっとしていた。あれは義経を女だと認識していたからにほかならない。

  　ならば、男子トイレに堂々と入ったりしたら、むしろ痴女と間違えられたりする可能性もなくはない。

  （女子トイレ、入っちゃおうかな……これから潜入する予行演習にもなるしな）

  　ごくりと唾つばを飲み込むと、ドキドキと脈打つ胸を擁ようして前を歩くＯＬ風の女性の後に続きぎくしゃくと歩を進める。そのまま何食わぬ顔で後を追っていくと、ついてくるなと怒られることもなく、また男子トイレはあっちと叱しかられることもなく、拍子抜けするほど簡単に女子トイレの中へと入れてしまった。

  （こ、ここが女子トイレ!　うおおおお。当たり前だけど、お、お、お、女ばっか）

  　少なくとも物心ついてから初めての女子トイレは、トイレだというのにうっすらと甘い香りが漂い、うっかり深呼吸してしまいそうな勢いだ。

  　鏡の前には女性たちがずらりと並び、化粧を直すか髪を直すかのグルーミングに勤いそしんでいる。その視線を避けるように、そそくさと個室に入ると鍵かぎをかけた。

  　ほっと息をついたところで、扉の内側についたフックに荷物をかけ、素早くスカートをめくり上げる。トランクスを脱ぎ、先ほど買ったばかりのパンティーを透明のパッケージから取り出すと目の前に広げた。

  （うわぁ。何これ。ちいせっ）

  　形こそブリーフと大差ないとはいえ、全体的なサイズはもとより、圧倒的に前部の布余りが少ない。

  　一応Ｌサイズにしたのだが、穿はけるだろうか。あまりに布面積が少ないことに心配を覚えたが、いざ両足を通してあるべき位置までずり上げると、意外なほどの伸縮力できちんと収まった。

  　もっとも、収まったといっても、やはり鼠そ蹊けい部ぶはぱつんぱつん。リボンのついた可愛かわいらしいパンティーに包まれてもっこりと浮かび上がったマイシンボルはなんだか妙な具合だ。このむっちり具合が余計に俺おれって男だなーと妙な意識をしてしまうというか。

  （……って、何見とれてるんだよ。バカか。いや、でも、逆にこのパンツ、アソコがでかく見えるぞ。エロい……。いや、違うぞ、これは女モノのパンツに興奮してるだけだ。そうだ、女モノのパンツを間近で見ることなんてあんまないし。うん、そう。これは決して女性パンツに包まれた自分のアレを見ておかしな気分になってるとかいうわけじゃないぞ!）

  　その盛り上がりが、わずかに硬度を持ち始めたことにはあえて気がつかないふりをしてスカートを下げると、女子トイレをこそこそっと後にした。

  

  　パンツ問題に取り組んでいたせいで、横よこ浜はま駅からのバスを一本乗り過ごしてしまった義よし経つねが、聖九高校セクコー正門前に到着した時には、一時間目の授業開始時間をすでにオーバーしていた。

  （本来なら欠席であるところを遅刻で済むんだから、感謝してくれよな）

  　義よし経つねが代わりに学校に行っているとはつゆ知らず、今いま頃ごろは腹痛と格闘しているだろう可哀かわい想そうなぽんに、押し付けがましく感謝を押し売ると、正門を抜けて校舎へと続く人ひと気けない並木道を歩き出す。

  （しっかし、噂うわさ以上のすげぇ校舎だな。ぽんのやつ、こんな学校に通ってるだなんて、身の程知らずもいいところだぜ）

  　正面の校舎は義経の通う公立中学とは比べようもない凝こった造りだ。外壁は風合いのよい茶色い煉れん瓦がで、両端には高い塔がにょっきりと突き出している。その隣の白壁の建物は教会風。突端には、午前中の透明な日差しを反射して金色の十字架が眩まばゆい光を放っている。

  　建築のことなどまるで知らない義経が見ても、格調高いというか格式ばっているというか、とにかくフツーじゃねーぞ、といった佇たたずまいだが、すごいのはこの校舎だけではない。

  　通っている生徒たちのレベルも超一流で、政財界をはじめ芸術家にスポーツ選手に芸能人のご令嬢などといった富裕層ばかり。

  　しかも基本は中高一貫教育のため、生徒の90パーセント以上が付属の中学からの持ち上がり組。高校からの外部入学者枠はわずかのために、偏差値は高こう騰とう。このかなりの難関校に、なんでぽんが受験を希望したのかずっと謎なぞだったが、校舎を目まのあたりにすればあのミーハーなぽんが憧あこがれるのも無理はないとわかった。

  （しかも、聖九高校セクコーって美人揃ぞろいっていうんでも有名なんだよな）

  　たまに街中で聖九高校の生徒を見かけると、これがみな驚くほどに可愛かわいい。

  （今日は、その美人お嬢さまたちを近くで観察しまくりの一日……イヒヒ）

  　昨年一年間、ほぼ部屋に籠こもりきりで家庭教師までつけての猛勉強の末、やっとのことでぽんが手に入れた憧れの聖九高校ライフを、一日限定とはいえ棚ボタ的に楽しめるのだから、きょうだいでよかったと心を弾ませて校舎に向かっていると、突とつ如じよ、背後から、首を羽交い絞めされた。しかもその首を締めつける力は尋常ではなく殺気すら感じるほどだ。

  （しまった!　バレたか！！！）

  　そのまま首を捻ひねり上げられポキンと折られるか、手足を縛られ校庭引き回しの上校舎から吊つるされるか、それとも十字架にはりつけられて女子高生たちからくすぐり責めか、いや、最後のは悪くねーな、いや、悪いだろ。今更ながらに後悔が襲ってくる、やはり女子校潜入なんて無謀だった。とにかくこの手を振り解ほどいて逃げなくては!

  　力の限りに逃れようとのた打ち回る義経を襲ったのは、ぷにりとした魅惑の感触と微かすかなアルコール臭。

  （な、なんだ、これ）

  　と、ハスキーな声が耳元に響いた。

  「具合はどうだ?　中なか山やま」

  　恐る恐る首だけで振り返ると、咥くわえタバコの口元が目に入った。

  「おや、まだマスクをしているということは、全快はまだだな。よし、一本キメてくか」

  　首に絡みつけていた腕を放すと、よろめきながらも向き直った義よし経つねに、女性はにこりと妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

  （こ、これはいきなりの展開。まずい……この人、誰だれだ?）

  　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねで縁ふち取られた眼光の鋭い切れ長の目に小さめながらも厚めの唇くちびる。無造作にひとつに結ゆわいたワンレングスの髪を掻かき上げると、さらさらと流水のようにほとんどノーメイクの整った顔へと流れ落ちる。

  　身体からだのラインも露あらわな臙えん脂じ色いろのぴったりしたシャツから覗のぞく深い谷間に、ぷりっとしたお尻しりを包む黒いタイトスカート。その下、ストッキングに包まれたむっちりとした太ももとすらりと伸びたふくらはぎ。

  　美人といってもいい顔立ちはもとより、色気がすごい。校内にいるということは、教師だろうか。さすがは聖九高校セクコー、先生さえも上玉だと言葉を失い見とれているとまたもや強引にぐいと腕を掴つかまれた。

  「いざ」

  （ど、どこへ連れていかれるんだろう……ああ、いい、どこでもいいっ）

  　柔らかな手のひらの感触をこのまま二の腕に感じていることができるのなら、たとえ火の中水の中!　生ぬるい地獄でも灼しやく熱ねつの天国でもどんと来い!

  　女性に連れられるまま、義経は聖九高校の校舎へと足を踏み入れた。

  

  　うお、近い。

  　こんなに女の人と顔を近づけたことは初めてだ。ぽってりとした色っぽい唇までわずか30センチ。ここからだと頬ほおに影を作る長い睫まつ毛げも真しん珠じゆのような歯も至近距離で観察ができる。

  　まだ教室にも辿たどりついていないというのに、すでに人生史上、女性との最接近ができてしまった。マスクで隠れていてよかったと、義経はこみ上げるニヤつきを押さえることもせずに、美人教師との接近を堪たん能のうしていた。

  「なんだ熱はないのか。つまらんな。サービスが悪いぞ」

  　美人教師は、デスクの前の丸まる椅い子すに腰掛けた義経の額ひたいから自分の手を離すと、不満を隠せない様子で頬を膨ふくらませる。

  （しかし、これ、バレてないってことだよな。とにかく命拾いだな……それにしてもホントに色っぽいな、この先生）

  　組んだ足のすらりとしたふくらはぎを見つめながら、義経はつい鼻息を荒らげる。

  　乱暴な登場の仕方から、いったいどこで何をされるのだろうと思っていたのだが、連れて行かれたのは、Ｔ字型をしている本校舎の一番端、保健室だった。

  　保健室に着くと、女性はニットの上に、『音おと崎さき美み波なみ』と書かれた名札のついた白衣を羽織り、義よし経つねを丸まる椅い子すへと座るよう促うながした。

  「いや、しかし、一昨日おとといはひどかったな」

  　シチュエーションとコスチュームからして、どうやら養護教諭ということが理解できた。しかも、口調からしてぽんのことをよく知っている様子だ。なんと答えていいのかわからずに黙りこくっていると、音おと崎さき教諭が訝いぶかしげな顔で首を捻ひねった。

  　よく考えてみれば、ぽんは当然知っているクラスメイトや教師を、義経はほとんど顔も名前も知らないのだから、下へ手たにしゃべってしまうとボロを出しかねない。

  （マスクしてきてよかったな）

  　マスクを指差して、指で×を作る。

  「……おや、しゃべれないのか?　ふむ。しかし、熱はないようだが」

  　音崎教諭はおもむろに顔を近づけて自みずからの額ひたいを義経の額にぴとりとくっつける。

  （うおぉぉっ、美女とオデコ・オン・オデコ!）

  　にんまりとこみ上げてくる笑いをマスクで隠していると、音崎教諭が棚の中から注射器を取り出した。

  「腕を出せ」

  （ゲッ）

  　注射器片手に腕を出せと言われれば、もちろん針を刺されるのであろう。むろん、義経とて、注射が嫌いだ嫌いやだ怖いと、子供みたいなことを言うつもりはない。

  　けれど、音崎教諭が手にしているコレはあまりにビッグではあるまいか。

  　長さにして10センチほど、胴体部分の半径３センチ以上、どう見ても馬や牛にでも刺す用ではないかと推定される特大サイズだ。

  （……ま、まじか。こんなの刺されたらどんだけ痛いかわかったもんじゃない）

  　首をぶるぶると横に振って必死に否定の意を伝えようとするが、音崎教諭は苛いらついたように言葉を荒らげる。

  「ああ、ぶっ刺したい。奥までずずずいーっとぶっ刺したい!。先生は、太ふっといのが大好きなんだ。大人だからな。ふふふふふ」

  　必死に首を横に振り断りの意をアピる義経にニヤリとした笑えみを投げかけると、茶色い瓶びんの蓋ふたを開あけて中に注射針を差し込み、液体をちゅっと吸い上げた。

  　いや、ちゅっ、どころではない。なんせ注射器自体の容量が多いのでドクドクドクドク、という感じだ。

  「さっさと腕を出さんか」

  （こ、これはなしだろ）

  　折れんばかりに首を横に振りながら後ろへとにじり下がる義経に、音崎教諭はハブを追い詰めるマングースのように舌した舐なめずりしながらジリジリと近づいてくる。

  「満たされてない。先生の注射したい欲が、ぜんっぜん満たされてないぞ」

  （ひ、ひええええ）

  　身の危険を感じてさらに後ずさると、椅い子すの足に脛すねを取られ、バランスを崩して床へと崩れ落ちた。それでも尻しりで這はうようにして逃げ惑う義よし経つねを壁際まで追い詰めると、音おと崎さき教諭は不敵な笑えみを浮かべる。

  「まったくワガママな娘だな。この私の聖域で、嫌いやとか駄だ目めとかいう権利はお前には一切ないのだよ。あるのはこのぶっといのを刺されなくてはいけないという義務だけだ。なぁに、すぐに慣れて自分から欲しいとオネダリするようになる。あっはっは！！！！！」

  （だ、大丈夫か、この先生）

  　目の前に迫り来る巨大な注射器の先端に光る鋭い針。ついでにはだけたシャツの中の下着から、とび出しそうに巨大な乳房も。

  （あ、おっぱい零こぼれそう）

  　悲しいかな、こんな状況ピンチだというのに、目の前に来た谷間についつい目を奪われてしまう哀れな男の性さが。

  　その次の瞬間。

  「う、うぎゃあああっ」

  　義経の腕に今までに経験したことのないほどの激痛が走った。その、まるで血液が沸ふつ騰とうするかのような激痛に、思わず封印していたはずの声を漏もらしてしまう。
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  「お。いつもにましていい反応だな、中なか山やま。先生はちょっと興奮してきてしまったぞ。その証拠にいまジンワリと……お?　なんだそれはどうした」

  　あまりの痛みに悶もだえ苦しんだはずみにスカートがめくれ上がり、パンティーが覗のぞいていた。いまの一件できゅっと縮こまってしまってはいるものの、それなりには盛り上がっている股こ間かん部ぶも。

  （や、やべぇっ、バレたっ。もう終わりだっ!　女子校に紛まぎれ込んだヘンタイとして吊つるし上げられて……）

  　慌あわててスカートの裾すそを下げて必死に首を横に振るが、音おと崎さき教諭は納得がいかない様子で、注射器を傍かたわらの台へと置くと眼鏡めがねに手をかけて近づいてきた。

  「おい、中山、もう一度パンツを見せてみろ」

  （だぁっ、く、くるなぁあっ。ストップ、ストップ）

  　義よし経つねはスカート越しに股間の辺りを掴つかみ隠しながら、もう片方の手のひらを突き出して必死に牽けん制せいする。

  「わからないコだな。嫌いやとか駄だ目めとかいう権利はお前には一切ないとさっきも言ったろう?　あるのは先生にパンツを見せなくてはいけないという義務だけだ」

  　目の前には音崎教諭。背中には壁。逃げるには右か左に避よけるしかない。出口にちらりと目をやる。よし右だ。

  　立ち上がるべく身体からだを翻ひるがえした義経よりも、音崎教諭の動きのほうが一瞬速かった。素早く駆け寄ると、スカートをぺろりとめくり上げる。

  「いやぁあああああああああッ」

  　またもや声を出してしまった。

  「おや、嫌なのか。世の中には見られて興奮する人だっているんだぞ」

  　それはヘンタイだろ!　という突っ込みの言葉が喉のどのすぐ手前まで出かかったところで、なんとか飲み込んだ。代わりに振り返った自みずからの肩越しに目に入ってきたのは、片足を立ててしゃがみ込んだ音崎教諭の三角地帯である。

  （あ、黒）

  　タイトスカートに包まれた太ももの間の隙すき間まに、確かに黒い布切れが見て取れる。

  （や、やべぇ、アソコが勝手に）

  　持ち主に似ず、豪ごう胆たんというべきか空気を読まないというべきか。今勃たったら絶対にヤバいというのに、むくむくと目を覚まし始めてしまっている。

  「おや?　どうした。腫はれているじゃないか!」

  （や、やべ。なんとかしないと）

  　半硬のアレを手で押さえ込むと無理やりに太ももの間へと押し込む。ぐきっと根元が痛んだが、さっきの注射の痛みに比べればなんてことはない。梃て子こでも動かぬ覚悟で太ももをきつく閉じたままぺたりと床に正座する。

  「おや、観念したか。どれどれ……あれ?　さっきは腫はれていたように見えたんだが、気のせいだったか。ううむ、まだ昨日の酒が残ってるのかもしれん。いかんな。幻覚はいかん。依存症の始まりだからな」

  　音おと崎さき教諭はじっと眼鏡めがねに手をやって義よし経つねのパンティーを観察し終えると、ぶつぶつと呟つぶやきながら首を傾かしげて立ち上がった。

  　そのままデスクの前のチェアに腰をかけると、ハイヒールを履はいた形のいい脚を、ドアに向かってふり上げる。

  「もう行っていいぞ、中なか山やま。先生は飽きた」

  （……た、助かった）

  　こうとなっては一秒たりとも長居は無用。弾はじけるように立ち上がる。

  「体調も本調子じゃないだろうからな、具合が悪かったらいつもで保健室に来なさい。またお注射を打ってあげるから」

  （冗談じゃない!　たとえ命にかかわる怪け我がをしても、ここには来るもんか）

  　慌あわてふためいて保健室を後にする義経の後姿を見て、音崎教諭が唇くちびるを歪ゆがめて呟つぶやいた。

  「飛んで火に入る夏の虫、か。くくく」


  


   ２　更衣室で交換っこ

  

  　すっかり保健室で時間を食ってしまった。

  　しかもあんな注射を打たれるハメになるだなんて。いつでも来いとか言っていたけど、何があっても保健室には近寄るものかと固く決意しながら、シャツの胸ポケットから携帯電話を取り出すと、現時刻を確かめた。

  　九時半を過ぎている。ということは、一時間目も、もう十分くらいで終わりだろう。

  　今から教室に入って皆の注目を浴びるよりは、せっかくなので憧あこがれの聖九高校セクコーの校内をじっくりたっぷり見学して時間を潰つぶして二時間目から参加したほうがいいだろう。

  　そもそも、今すぐ教室に向かうにも、ぽんの所属する一年Ｂ組の教室がどこにあるのかがわからない。

  （一日過ごすわけだし、今のうちにある程度、校内を把は握あくしておいたほうがいいな）

  　そう決めると、Ｔ字型の校舎の一階の一番左隅の保健室から、順繰りに校内を見て回ることにした。

  　恐怖の保健室の隣は美術室だった。その隣は視聴覚室で、さらに図書室、書道室、音楽室と続く。書道室なんていうのがある辺り、さすがお嬢さま学校っぽい。図書室をちらっと覗のぞいたが、義よし経つねの通う中学校とは比べようもないほどの蔵書の量だ。視聴覚室も真新しく、ちょっとした映画館のような造りだった。

  （どこもかしこもレベル違いっていうか……やっぱり名門は違うよな）

  　自然とため息が漏もれた。

  　こんな設備の整った校舎に通えて、羨うらやましくないといったら嘘うそになる。しかし、女子校である聖九高校セクコーには、いくら勉強をがんばったとしても男の義経が入学できるわけもないし、たとえ女だったとしても学力的に絶対に無理。

  　そもそも、ぽんにしたって両親は身の丈たけに合った公立高校に行けと再三言っていたのだが、本人がどうしても聖九高校を受けたいというので、どうせ受かるわけがないし、落ちれば諦あきらめもつくだろうと、記念受験的に受けることを許可しただけなのだ。

  　それがまさかまさかの合格。姉ながらその強運には舌を巻く。

  （聖九高校に通うのと、地元の公立に通うのじゃ、環境も違えば、友達になる人種も全然違うだろうし。人生がまったく変わるよなぁ）

  　何しろ、辺りに漂っている匂においからして違う。花のようなというのか、お菓子のようなというのかどこもかしこも甘くて、ついうっとり深々と深呼吸したくなる匂いに満ち満ちている。

  （この校舎の中にいるのは俺おれ以外、ほぼ女の子なんだよな）

  　そう考えると感激もひとしおだ。なんといっても、ここらの空気のほとんどは、その女の子たちの身体からだの中を一度通過してきたものだと思えば、森林浴ならぬ女子校浴。吸い込むと身体のすみずみに元気が満ち満ちていくようだ。

  （ええと、学長以外は教師も全員女で、確か在校生は三百名くらいってぽんが言ってたから……ということは、おっぱいが六百個。すげ、すげぇ。俺、今、おっぱいに囲まれてるってことかよ）

  　上にもおっぱい、横にもおっぱい、下にもおっぱい。おっぱいの壁に囲まれている様子を妄想しながら音楽室から洩もれてくる流りゆう暢ちようなピアノの演奏につられてふらふらと近寄る。

  　扉に設しつらえられた小窓から中を覗くと、ふわふわとした薄茶色のロングヘアの女生徒が真っ白いグランドピアノをソロ演奏しているところだった。

  　ピアノになどまったく詳しくない義経から見ても、相当に上じよう手ずなことがわかる演奏で、女生徒のまるでフランス人形のような容よう貌ぼうとも相まって、授業中というよりも演奏会の様相を呈している。

  　演奏が終わると同時に、女生徒は立ち上がると堂々たる態度でお辞じ儀ぎをした。パチパチパチと盛大な拍手が沸わき起こる。

  （うわぁ。なんつーか、すげぇハイソサエティな感じ。ぽんとか、マジでこの学校に馴な染じめてんのかよ……ってあれ?　あの人、見たことあるような）

  　演奏中は横顔しか見えなかったからよくわからなかったが、こうやって立ち姿を見ると、以前に一度、遊びにきたぽんの友達のひとりだった。確か実じつ相そう寺じ那な美み香かという名前だったと思う。

  　その時も、高校生にしてはやたらと発育過剰で色っぽい人だとドキドキしたものの、こうしてほかの生徒たちと比べると、そのゴージャスさはひときわ目立つ。その一歩抜きん出た大人っぽさはもとより、お嬢さま揃ぞろいの聖九高校セクコーにおいても、桁けた外はずれのお嬢さまレベルのようで、生まれ持った気品がその立ち姿の節ふし々ぶしから溢あふれ出ている。

  （……うーむ。なんで、ぽんと友達なのか理解できねーな）

  　身も心もアッパー世界の住人・那美香の姿をもう少し見ていたい気持ちもあったが、あまり道草を食って、一年Ｂ組を見つけられないまま次の授業が始まってしまっては困る。後ろ髪を引かれる思いで音楽室を後にすると、階段を通り越してその先へ足を踏み入れた。

  　どうやらこちらサイドは二年生の教室のようだ。

  　用事がないと判断して階段へと戻ると、さらに上階へと昇る。

  　二階に上がると、廊ろう下かのすぐ左隣が職員室、右手が三年生の教室になっていた。

  　どうやら各階、左半分は特別教室で、右手側が各学年の教室という造りになっているようだ。

  　ならば三階が一年生の教室だろうと見当をつけて最上階へ上がるとまさにそのとおりだった。ぽんの教室は右半分の二番目。まだ授業中らしく、ざわついた気配がする。

  　左手には生物室、化学室、物理室、調理室が並んでいる。時間を確認すると、一時間目終了のチャイムが鳴るまであと五分ほど。

  　一番手前の生物室を覗のぞき込むと空あき教室だったが、その隣の化学室からは人の気配がした。

  　暇ひまつぶしに窓から中を窺うかがうと、黒髪の少女がひとり、ビーカーにメスシリンダーの中の液体を注ぎ入れようとしているところだった。

  「……あ」

  　この少女にも見覚えがあった。

  　すらりとした痩そう軀くに濡ぬれたように光る艶つややかな髪の毛。透き通るように白い肌に知性を湛たたえて輝く瞳ひとみ。一文字に結ばれた唇くちびるは素すにして淡く色づいている。

  　今朝の正体不明な届け物の送り主。そして、ぽんが名前を寝言で呼んでいた聖九高校の先輩国こく分ぶ藍あい斗とだ。

  （しかし、この人授業は?　サボってるならともかく、めちゃくちゃ真ま面じ目めな顔でひとりで実験してるし）

  　義よし経つねにその行動を見られていることには気がつかず、藍斗はふたつのメスシリンダーの中の液体を注ぎ終えると神妙な顔でビーカーを振り始めた。

  　二液が混じりあうにつれ、透明だったはずの液体に変化が現れた。みるみるうちに赤になり、紫になり、青になったかと思うと、ぽん!　という爆発音とともに閃せん光こうが散る。

  「きゃぁあっ!」

  　藍あい斗とは、その理知的な風ふう貌ぼうからは想像もつかない可かわい愛らしい叫び声をあげたかと思うと、その場に尻しり餅もちをついた。

  「だ、大丈夫ですかっ」

  　反射的にドアを開あけると慌あわてて駆け寄る。

  「……ぽん、なんで!?」

  　義よし経つねを見ると、藍斗は床に座り込んだまま目をまんまるにした。

  （やべ、俺おれはいまぽんだったんだっけ）

  　慌てて口を噤つぐむとごほんごほんと喉のどを鳴らす。

  　義経のマスクに藍斗が目を止めた。その顔にみるみるうちに心配そうな色が浮かんでいく。

  「ぽんってば、やっぱりまだ風か邪ぜ、治らないの?　今朝、お見舞いのクッキーをポストの中に入れておいたんだけど。あれ、すごいのよ。漢方薬たっぷり。あれを食べても治らないなんて……」

  　あれ食い物だったのかよ。匂においと見た目を思い出して沈黙する義経に、藍斗が心配げに眉まゆをひそめる。

  「ホントに、私、あんなことしちゃって、ごめんなさい。あのことは……お願いだから忘れて頂ちよう戴だい」

  （あんなこと?　あんなことってなんだ?）

  　藍斗の頬ほおは恥ずかしさに耐え切れないとばかりに真っ赤に染まっている。ぽんとの間にいったい何があったのか気になるが、口を利くことができない以上、問いただせるわけもない。

  　それに、先ほどの衝撃で床に叩たたきつけられたビーカーから零こぼれ出した液体がしゅわしゅわと不穏な音を立てて泡立ち、まさに藍斗の手に触れんばかりのところまで流れ広がってきている。

  （うお、危ねぇっ！！！！）

  　うっかり触れたら火傷やけどや薬品爛ただれをしそうだ。藍斗の両腕を掴つかむと力任せに抱き起こす。

  　背こそ義経よりも高いが、さすがは女のコ。まるで羽根のように軽く、ひらりと腕の中に舞い込んだかと思うと、すっぽりと収まってしまった。

  「え?　あっ、きゃあっ!　ちょっ、何、い、いったいなんなのよ」

  　突然のことに、藍斗は狼ろう狽ばいした様子で目を白黒させている。

  （うわぁ。女の子の身体からだって超柔らけえ）

  　いつまでも抱きしめていたい気分だが、あまりに長時間接近しすぎると、男だとバレてしまいかねない。名な残ごり惜しみながらも、胸からはがすと、しゅわしゅわと蒸気を立てている床の液体溜だまりを指で示した。

  「ええっ?　あ、薬品……た、大変ッ」

  　藍あい斗とは顔を真っ赤にしたままそっぽを向くと、小走りで清掃用品ロッカーへと走り去っていった。モップを手に戻ってきたかと思う頬ほおを染めたまま床を擦こすっている。

  （あれ、ひょっとして照れたりしてる?　……可愛かわいいじゃん）

  　以前、家で会った時はなんだかツンケンとしていて苦手っぽいタイプだと思ったのだが、こうしてみるとなんだか純情で可愛らしい。

  　それになんかいい匂においするし。

  　照れを隠すように、ゴシゴシと床にモップをかけている藍斗の髪が揺れるたびに放たれる芳香が鼻び腔くうを刺激する。そこかしこに漂っている甘い匂いとはまた違った、薄はつ荷かのような清涼感溢あふれるすっきりした匂いで、清潔な雰囲気の藍斗に似合っている。

  （女のコってなんでいい匂いがするんだろうな。シャンプー?　それとも香水みたいなのをつけてんのかな）

  　鼻をひくつかせていると、一時間目終了を告げるチャイムが鳴った。

  「さてと。これくらいでいいかしらね。モップ洗ってくるわ。ぽんも、そんなところでいつまでもぼけっとしてないで、さっさと教室に行きなさいよ」

  　もっと匂いを堪たん能のうしていたい気持ちもあったが、藍斗に急せかされ仕方なく鞄かばんを持ち上げる。正直なところ、藍斗が放つ芳かぐわしい香りに混じり、先ほどの化学薬品の刺激臭もずいぶんと吸い込んで、マスクをしているとはいえども鼻はな粘ねん膜まくが痛くなっていたのも事実だ。この辺りが潮時だろう。

  　モップ片手の藍斗とともに、連れ立って化学室から出ようとしたところでふいに呼び止められた。

  「ぽん、さっきは助けてくれて、そ、その、本当にありがとね」

  　声の主を見上げると、またも顔を赤らめて決まり悪そうにモジモジと身体からだを揺らしていた。お礼を言うくらいでそんなに照れなくても、と少し呆あきれながらもこくんと頷うなずくと、扉に手をかけて廊ろう下かへと進み出る。

  「なんだか今日のぽん、いつもとちょっと違うような……」

  　廊下を進む義よし経つねの後姿を見つめながら、藍斗が首を傾かしげた。

  

  　ぽんの所属する一年Ｂ組の教室に足を踏み入れようとドアに手をかけた瞬間、義経の耳のごく近くで、まるで鈴のような小さな声が響いた。

  「おはよ」

  　ビクッ。

  　背後にはまるで気配を感じない。いったい誰だれがいるというのだ。

  　しかし背せ筋すじに寒気を感じるのは確かだ。神様仏様と、クリスチャン系の校内で祈るにはあまり適しているとは思えない神頼みの言葉を心の中で呟つぶやきながら恐る恐る振り返ると、目に入ったのは宮みや家けるりの小さな顔だった。

  　クマのマスコットのついたリボンで飾られたさらさらの髪の毛。ぱつんと切り揃そろえられた前髪の下にくりんとした瞳ひとみがキラキラと光っている。半開きの薄い唇くちびるから覗のぞく愛らしい八や重え歯ばにあどけない口元。

  　きゃ、きゃわいい。

  　一瞬感じた不気味さは瞬またたく間まに霧む散さんしてしまった。

  「あれ?　ふむ。なるほど、そういうことか……」

  　義よし経つねの顔を見て首を傾かしげるるりにズキュンと心臓が高鳴る。

  （な、なんだなんだ?　ひょっとして、この期ごに及んで……バレたとか?）

  　音おと崎さき教諭や藍あい斗とにバレなかったことで、もう大丈夫なもんだとたかを括くくっていた。ごくりと緊張に喉のどを鳴らす義経にるりは無表情のまま言う。

  「中なか山やまさん、中、入ろ?」

  （よかった、バレてない）

  　るりと連れ立って教室に入ると、夢のような光景が広がっていた。

  　女子女子女子、どこを向いても女子。みな、わずかな休憩時間を思う存分楽しもうと、小鳥の囀さえずりのように可愛かわいらしい声でおしゃべりしている。

  （うおっ、これぞ秘密の花園）

  　我われを忘れて見とれている義経に、るりが窓際の机を指差す。

  「早く鞄かばん置いたら?」

  　差された席を見ると誰だれも座っていないし、鞄も掛かっていない。どうやらそこがぽんの席のようだ。実はどこがぽんの席かわからずどうしたものかと思っていたのだ。

  　偶然だが助かった。頷うなずいてぽんの席へ鞄を置くと、るりが机の側面にかけられた布製の袋を指差した。

  「次はＡ組と合同で体育。更衣室行こう。バレーボールだよ」

  　るりは自分の体操着袋を、ぽんのひとつ前の席のフックから外すと、教室の出入り口へと向かってさっさと歩いていってしまう。もう少し女子女子しい教室の雰囲気を味わいたかったが、るり以外に知っている女子はいない。うっかり知らない女の子に話しかけられて面倒なことになるよりも、るりと行動をともにするのが賢明かと後に続いた。

  　しかし、更衣室に一緒に行こうと誘ってきた割りに、るりは特に何を話しかけてくることもなくただ前を向いてひたすらに進んでいく。自分から何か話題を振ろうにも、声が出せないという設定である。いよいよこの微妙な沈黙に耐えるのも限界に達しようとした時、るりがふと足を止めた。

  「更衣室だよ」

  　まるで競歩かという勢いで歩いていたせいか、完全に息があがってしまった。男である義経でさえ、ぜぇぜぇと肩で息をしているのだから、身体からだの小さいるりなどさぞかし、と思って見ると、息も乱さずに涼しい顔をしている。

  （い、意外と体力あるんだな）

  　顔色ひとつ変えないるりに驚いていると、るりはおもむろに目の前のノブに手をかけた。

  （おおっ、このドアの向こうは、憧あこがれの女子更衣室キタ────ッ!……っておい、俺おれ、女子更衣室で着替えるのかよ!）

  　嬉うれしい。けれど、それはまずい。超チャンス。だけど超ピンチ。

  　外見がぽんとそっくりといえども身体は立派な男。いくらぽんが超貧乳といえども、裸になればさすがにバレる。しかも、更衣室ということは、周りは肌も露あらわな女子だらけ。となれば、下半身は平常時以上に主張してしまうことも請け合いで。

  （ど、どうしよう。どうやってこのピンチを回避すれば……）

  　答えが見つかる間まもなく、るりがノブをまわした。

  （だぁっ。ご、ご開帳ッ！！！！！）

  　目に飛び込んできたのは、女子高生のお姉さまたちの着替えシーンという激ピンクな光景……かと思いきや、ただのがらんとした空間だった。

  「一番乗り」

  　るりが一番奥へと進んでいく。少し落胆しながらも、慌あわててその後に続く。

  （いや、しかし、待てよ。着替えるなら今がチャンスだよな。いまならるりちゃんひとりしかいないワケで、ひとりくらいならば上手に着替えればなんとか……）

  　自分の着替えさえ済んでしまえば、最大の山を越えたも同じ。あとはじっくりと女の子たちの着替えを楽しめるというわけで。

  （って、うおっ!）

  　まだ体操着袋さえも開あけていない義よし経つねをよそに、るりはさっさと制服のブラウスを脱ぎ捨て、スカートに手をかけようとしているところだった。

  （普通、上下順番に着替えないか?）

  　頭に疑問が浮かぶ。まるで義経の心を読み取ったかのようにるりが言った。

  「別に女同士だし、隠すことは何もない」

  （……そういうものなのか）

  　るりは義経の心の中の問いかけに同意するかのように、薄い笑えみを浮かべると、スカートを脱ぎ捨てた。目に染みるような真っ白なコットン素材のパンブラ姿になると、じっと義経の方に向き直り、見つめる、というよりは凝視に近い視線を送る。

  （な、なんだ?）

  　顔から首そして胸へと視線を移したところで、むんずと胸を掴つかみ上げた。

  「あれ。ひょっとして?」

  （ひ、ひいいいいっ）

  　突然のことに固まっている義よし経つねの胸をシャツの上からぺたぺたと触り、不思議そうに首を捻ひねる。

  （や。やべぇ……激烈にヤベぇっ。これは絶対にバレただろ）

  　一気に冷や汗が全身から噴出してきた。

  　この場合、二人っきりというのは幸運であったというべきか。少なくともクラスメイト全員の前で男だとバレたわけではないから、るりにさえ許してもらえれば、それほど大事にならず事態を収束できるはずだ。

  　けれど、問題はここが更衣室で、るりは下着姿ということだ。そんな露あらわな格好を不本意にも晒さらしてしまった男を許してくれるかというと、おそらくは無理。

  （ぽん、すまん。俺おれのせいでヘンタイきょうだいがいるとして学内に名前が轟とどろいてしまうことになっても許してくれ）

  　全身から汗をたらたらと垂らしながら、必死に打開策を考えていると、るりがシャツの上から義経の両乳首を指先でつんとつついた。

  「なんで中なか山やまさん、ノーブラなの」

  （も、もしかして、バ、バレてない?）

  　不思議そうな顔をしたのは、義経がブラジャーを着けていなかったかららしい。

  　助かった。

  　と息をついたのもつかの間ま、るりの仰天発言が義経を襲った。

  「ノーブラでバレーボールは無理。ブラ貸してあげる。るりはどっちにしても体育は毎回見学派だから」

  「！！！！！！！！！」

  （か、貸すって?　ブラジャーって貸し借りとかするものなのか）

  　疑問に思う暇ひまもなく、るりは背後に手をまわしてホックを外そうとしている。

  （ノーッ、ノーッ。ナマ乳はヤバい。そんなもん見たらさすがの俺でも暴走っていうか、うっかりすれば発車しちまうっ）

  　慌あわてて制止しようとすると、ドアが開いてどやどやと女生徒たちが入ってきた。

  （うおっ、こ、こんなタイミングで。ど、どうしよう、どうしたらいいんだ、俺っ）

  　二重の事態にパニックを起こしている義経を女生徒たちが取り囲んだかと思うと、次々と制服を脱いでいく。みるみるうちに、更衣室中に甘酸っぱい匂においが立ち込め、熱気がむわわと籠こもり始めた。

  「うわぁ、そのブラジャー、可愛かわいい」

  「でしょでしょ。パンツもおそろー」

  「うわっ。Ｔバックじゃん」

  「勝負下着ですからぁ」

  （て、てぃーばっく!?）

  　慌あわてて声の主を振り返ると、Ｔの字に布が食い込んだお尻しりをぷるんと出して見せびらかしている。

  （す、すげぇ。制服の下にＴバックだなんて、すごすぎる……）

  　振り向いたついでに辺りを見回すと、義よし経つねという男性の存在にまったく気がついていないせいもあり、皆、少しの躊ちゆう躇ちよもなく、シャツのボタンを外し、腋わきに制汗剤を振りかけ、ぷにぷにの二の腕をつまみあっては夏に向けてのダイエット方法を伝授しあったりしている。さらには、無駄毛の処理の仕方や何回目のキスで舌を入れるのが正しいかや避妊法についてまで相談している

  （む、無防備すぎる）

  　が、しかし。

  　……ちょいエグくないか?

  　花も恥じらう、というのは言いすぎかもしれないが、女の子ってもう少し可愛かわいらしい会話をしているんだと思ってた。

  （いや、あれはきっと一部の進んだギャルだけだ。あくまでも特殊な人たちで、もっと一般の生徒はキスってどんなだろうとか、通学路で会う憧あこがれの人に話しかけたいけど話しかけられないとかそういう話で盛り上がってくるはずで）
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  　清純な話をしている女子はおらんのかー。

  　もう一度耳を澄ましてみるものの、聞こえてくるのは『タンポン』だとか『はみ毛』だとか『ピル』だとかのあまり聞きたくない生々しい単語ばかり。

  （……もういい。俺おれは聴覚をシャットダウンする）

  　意識して会話を遮しや断だんする。すると、極楽が視界に広がった。

  （ああ、そこのショートカットの子、スポーティーな雰囲気なのにおっぱいでかいんだ。ボインにコインにナインなツインっ。うおっ、そっちのコはあんなに真ま面じ目めそうなのにＴバック!?　マジかよ!　ああっ、プリケツ、ムチケツ、モチケツ、プルケツ、メガケツ!）

  　見る分にはこれ以上の光景などありえない。脳内幸福指数が上昇するにしたがい、下半身の強こわ張ばりも天を仰あおいでいく。

  （ダメだ、このままじゃ勃たつ。絶対に勃つ。けど、この光景から目が離せん……）

  　レースやフリルやキラキラ光る石などなどのギミック付きの色とりどりの下着に包まれたナマ女体の眼がん福ぷくを思う存分ミュートで堪たん能のうしているとつんつんと肩をつつかれた。

  「はい、貸してあげる」

  　差し出されたのはほやほやと蒸気さえ立ちかねないほどに脱ぎたての純白ブラジャー。

  　当然その持ち主のるりのおっぱいは無防備に公衆の面前に曝さらけ出されている。

  　サイズで言えば桃ももか林りん檎ごか。身長こそ小柄ながらも、思いのほかボリュームを持った乳房に、まるでさくらんぼのような慎つつしみ深くも清らかなアクセントが……。

  （な、なまちちちちちちちっ）

  　極上乳を目前にして下半身が急速に力を持ち始めた。スカートで隠されているからいいものの、パンティーの前部がパンパンに膨ふくれ上がり、今にもさきっぽがパンティーのゴムラインを突破しそうになってしまう。

  「だ、だめだあああああああああ!」

  　思わずの義よし経つねのシャウトに、クラスメイトたちが何事かと振り返った後、更衣室が嬌きよう声せいに包まれる。

  「る、るりさまぁああああっ、な、なんと神々しい!」

  「ぼ、ぼくのるりさまのおおおおお、おっぱいがぁああああっ」

  　真ま面じ目めＴバックと美乳ショートカットとが、鬼気せまる勢いでるりの側そばに近寄ってきたかと思うと床に膝ひざをつき、あろうことか拝み始めた。

  （な、いったい何が……新興宗教?）

  　驚きで動けないでいる義経に、るりが再度ブラジャーを突きつける。

  「はい♡」

  （はい、と言われても……こんな注目を浴びた状態でブラジャーをするのとか絶対に無理だ。それには、とりあえずその胸元のふたつのプリン体を隠してもらわなくては）

  　しかしるりは、義よし経つねがブラジャーを受け取らなければ頑として上うわ衣ぎを着る様子はない。こうなったら腹を括くくるしかないと、るりからブラジャーを引ったくる。

  　るりが注目を浴びているのをいいことに部屋の隅へとこそこそと移動すると、壁際でしゃがみ込み、皆に背中を向けてシャツを脱ぎ捨ててブラジャーの肩かた紐ひもに手を通す。背後に手をまわしてホックをつけようとしたものの、慣れていないせいか、なかなか上う手まく嵌らない。仕方なく肩紐をいったん腕から抜き取ると、ブラジャーを逆向きにして、身体からだの前でホックを嵌めた後、ぐるりと胸周りを滑らせてカップを正しい位置に直して肩紐に腕を通す。その上から体操着を被かぶると、ようやく人心地ついた気分で振り返る。

  　るりのおっぱい祭りにたかる人の輪はまだ収まる様子はない。そのおかげで誰だれにも気がつかれずに着替えられたようだ。ほっとため息をつくと、人だかりの真ん中のるりと目が合った。

  　るりは義経に微笑ほほえみを投げかけると、こちらへと足を踏み出した。

  　モーゼのように人波が割れ、その真ん中をパンツ一枚の格好でるりが歩み寄ってくる。

  　義経のすぐそばまで来ると、るりは立ち止まった。

  「どうせだったら上下お揃そろいのほうが可愛かわいいと思う」

  　嫌いやな予感に襲われる。ブラジャーが上とすれば下は当然のことアレである。

  「これも貸してあげる」

  （ちょっ、ちょっ待て、待て待て!　これ以上は、これ以上は完全にキャパオーバー!!）

  　るりがパンティーに手をかけると、するりと下ろした。義経の視界がスパークする。

  　つるりとした丘が現れたと思った瞬間、完全に意識が飛んでいた。気づくと、ぬるりとした液体が口の中へ流れ込んでいる。

  「あ、血だ。血が出た」

  　るりがまる裸のまま義経に抱きついたかと思うと、顔をぺろりと舐なめ上げる。

  「な……な……な……な──────っ」

  　二回目のシャウトが更衣室内に響き渡った。

  

  「こんなにすぐに戻ってくるとはな。そんなに保健室が気に入ったか」

  　消毒用アルコールの匂においがぷんぷんと漂う保健室を訪れると、音おと崎さき教諭は自分のデスクのチェアに腰掛け、ファイルに綴とじられた書類に目を通している最中だった。

  　重力のまま、ぽたぽたと垂れ続ける鼻血を手のひらで受け止めながら首を横に振ると、音崎教諭は綺き麗れいに弧を描いた眉まゆをひそめて鋭い視線を向けた。

  「はっきりしろ。イエスなのか、ノーなのか。まぁいい。嫌よ嫌よも好きのうちだし、好きなら好きで万ばん々ばん歳ざい。口では拒否しても身体は正直、というのもよくある話だ。とりあえずそこに寝ろ」

  　ファイルから顔を上げると、ぶっきらぼうにベッドに向かって顎あごをしゃくる。

  　鼻血がたらたらと垂れている状況では反抗のしようもない。それにいくらマッドネスな音おと崎さき教諭であろうとも、鼻血の治療にそんな無茶なことはできまい。どうせ脱脂綿を鼻に詰めるくらいのことだ。言われるがまま、ベッドに仰あお向むけになると、額ひたいと目に冷えた濡ぬれタオルが置かれた。

  「なかなか止まらない鼻血は、逆の上ぼせを冷ますに限るからな」

  　なかなか気の利いたいい看護をしてくれる。身体からだの力を抜いてタオルの下で目を閉じると、瞬またたく間に先ほど見たばかりのるりの裸体の残像が脳裏に浮かび上がってきた。

  　頭の中から慌あわてて掻かき消そうとするも、華きや奢しやな鎖さ骨こつや小柄な割りには大きめの乳房や薄うす桃もも色いろの乳首が次々と脳内再生される。

  　やべ。また勃たちそう。

  　心身を冷却して必死に昂たかぶりを冷まそうと、じっと目を閉じて精神統一。ゴンタの顔を思い出したら少し収まった。普段はまったく役に立たない駄犬だが、たまには役にたつ。帰ったらオヤツでもやろう。

  　そんなことを考えていたら、鼻の孔あなに何か脱脂綿のようなものを詰められた。

  　続いて、腹の上にずしりとした心地よい重みとともに、鼻び腔くうをふさがれていてもなお香る強烈なアルコールの匂においに襲われる。

  　アルコール消毒か。と思ったのもつかの間、イチモツがぎゅっと握られた。

  　ぐおっ。ぎ。ぎぼじいい!

  　慌ててタオルを払いのけると、タイトスカートに包まれた形のいいお尻しりが目に飛び込んできた。細いウエストとはアンバランスなほどのボリュームの逆ハート型のお尻に、ぴったりしたストッキングに包まれた脂の乗った太もも。顔こそここから見えないものの、服装からして音崎教諭のものであることは一目瞭りよう然ぜん。それが、ベッドの上に寝転んだ義よし経つねの上に逆向きに騎乗した体勢で、義経の三本目の足をぐいと掴つかんでいる。

  （は、放せ、そこから降りろッ!）

  「先生はな、保健の先生なんだぞ?　だから、これは治療だ」

  　これは治療だ、という断りが必要なところがどう考えても怪しい。ジタバタと手足を動かして逆マウントから逃れようとする義経の手を、音崎教諭は足首で押さえ込むと、スカートをめくり上げて太ももをさわさわと爪つめの先で擦こする。

  「先生は女、中なか山やまも女だろう?　性的興味で弄いじくりまくるならともかく、治療行為をしてなんの問題もないはずだ。ほら、見てみろ。こんなに腫はらしているぞ?　これは普通の状態ではない。さっきは隠していたけれど、先生の見間違いじゃなかったな。こんなに腫らしてしまって、相当痛むんじゃないのか」

  　音崎教諭は、パンティーに包まれた義経のシンボルを手のひらで包み込んだ。温かな感触に包まれ、自然と血が集まっていってしまう。

  「おや、また一段と腫はれたな。しかし、何な故ぜここがこんなに腫れてしまってるんだ?　ありえないだろう。いったい何をしたんだ」

  　音おと崎さき教諭は両手で包み込むようにアレを握り締めると、確かめるように左右に振る。

  「ほら、熱まで持っているぞ?　恥ずかしいことはないから、いったい何がどうしてこうなってしまったのか、先生に言ってみろ」

  　知ってか知らずか、音崎教諭は、義よし経つねのイチモツを根元から先端へとリズミカルにトルネードしながら撫なでまわした。しかも、先端手前の段差部分で指先に力を加えるものだからたまったものじゃない。あまりにツボを心得た触り方にびくんびくんと腰が波打ってしまう。

  「うん?　そうか、ひょっとしてセク研の活動だな。パンティーの中に何か仕込んでいるんだろう、何を仕込んでるんだ?　妙にリアルな触感だが……先生に見せてみろ」

  　音崎教諭はパンティーをジリジリとずらし始めた。その間にもアレを嬲なぶる手は休めない。

  （や、やばい、このままでは……このままでは……丸出しになるのが先か、爆発するのが先かぁああっ）

  「見せてみろと言っている。どうした?　何か問題でもあるのか」

  　まずい。絶対にまずい。問題なんてありありだ。モロ出しにしても吐き出しにしても、大人の音崎教諭に義経が男だとバレないわけがない。

  （こ、こうなったら暴力に訴えるしかない……ぽん、校内暴力冤えん罪ざい、スマンッ!）

  　覚悟を決めると音崎教諭の背中を思い切り突き飛ばす。そのついでに音崎教諭に握り締められていたアソコが思い切りつま先方向へと押し倒されてグキッとなった。股こ間かんに激痛が走る。

  「うおおおおおおおおおおっ」

  「いでえええええええええッ」

  　ふたりの絶叫が保健室にこだまする。

  「痛たたたた。何するんだ、痛いじゃないか。校内暴力に目覚めたか、中なか山やま……流血には流血をもってあがなう、そういう弱肉強食、先生は嫌いじゃないぞ?」

  　床へと転がり落ちた音崎教諭は腰をさすりながらも、傍かたわらの棚の引き出しを開あけてメスを取り出した。

  （や、やべぇ、凶器はヤベぇ）

  　転げ落ちるようにベッドから降りると、急いでドアへと駆け向かう。

  　義経が走り去っていった後の保健室で、音崎教諭はよろよろと立ち上がると、棚から透明の液体を取り出してとくとくとビーカーへと注いだ。

  　中身を一気に飲み干すと口の周りを手で拭ぬぐい、ふっと声に出さず笑ったかと思うと呟つぶやいた。

  「ふっ。明日のセク研の報告書が楽しみだ」

  

  　ああ。危なかった。

  　大理石の廊ろう下かを歩きながら、まだばくばくと脈打つ心臓の鼓動激しい胸を撫なで下ろすと深く深呼吸した。

  　股こ間かん折れの痛みと膨張こそなんとか終息したものの、まだシンボルはジンジンと余韻を残し疼うずいている。音おと崎さき教諭のなめらかな手の感触を思い出すとまた股間が熱くなってきた。

  　この状態でブルマ姿のピチピチ女子たちなどを見ては、火に油を注ぐようなものだ。

  　ぽんには悪いが、体育の授業はエスケープしてしまうことにして、ひとまず教室へと戻った。

  　一年Ｂ組の教室には当然のことながら誰だれもいなかった。窓際のぽんの席に座って、窓の外を見ると、わいのわいのとバレーボールに勤いそしんでいるクラスメイトたちの姿が見えた。

  「……みんな可愛かわいいなぁ」

  　さすがは粒ぞろいと賞されるだけあり、遠目に見ても、どの生徒も平均点以上のルックスの持ち主ばかりである。先ほどの更衣室での会話が嘘うそのように、年とし頃ごろの少女らしくきゃあきゃあという歓声をあげてコートの中を飛び回る女子生徒たちは、健康的で愛らしい。

  （なんていうか、この距離だよな。この距離から見てるほうがずっといい）

  　近すぎては見たくないものまでもが見えてしまう。

  　我われながら男心って複雑なもんだなーと感慨を覚えていると、隅っこのベンチに座り授業を見学していたるりが、ぴょんぴょんと跳び上がりながらこちらに向かい大きく手を振った。

  　ブルマに体操服という格好のるりは、それこそグラビア雑誌から抜け出してきたアイドルのようだ。その輝きは、まるで一等星のように眩まぶしい。

  （やっぱりるりちゃん、可愛いなぁ）

  　そのるりと一緒に過ごせるのもあと半日しかない。時間割を見ればあとは数学と英語を残すのみで、昼休みを挟んで午後はＨＲ。そして放課後は部活動である。

  （あれ?　そういや、ぽんって何部だったんだっけ。まぁいいか。るりちゃんと一緒だってことだけわかってるし、問題ないよな）

  　義よし経つねは小さく欠伸あくびをすると、顔を窓の外へと向けたまま机へとうつ伏せる。

  　今が人生の春とばかりに跳び回る元気な女子高生たちの、ブルマに包まれたぷりぷりのお尻しりやジャンプするたびに体操着の下で重そうに揺れるバストやバンと張った健康そうな太ももを見ながらうとうととまどろむのは悪くない。


  


   ３　初めてのキス

  

  「一緒にお弁当食べよ」

  　昼休み。弁当箱を片手にるりが近寄ってきた。頷うなずくとまたもさっさと教室を出ていってしまう。慌あわてて朝コンビニで買ったおにぎりの入ったビニール袋を手に、るりの後を追いかける。

  　いったいどこで食べるつもりなのかと思いながら、相変わらず早足のるりの後を追いかけて着いたのは、中庭だった。

  　保健室が見えるのが落ち着かないが、青々とした芝生しばふが敷き詰められた地面にベンチとミニテーブルが等間隔に配置され、ちょっとしたピクニック気分を味わえそうな雰囲気だ。

  　向かい合って座るとるりが小さな弁当箱の包みを開いた。中には、プチトマトや鶏とりのから揚げや玉子焼きやブロッコリーが可愛かわいらしく詰め込んである。

  「あれ、中なか山やまさんは今日はコンビニ?」

  　透明フィルムをはがしている義よし経つねに気がついたるりが、箸はしに突き刺したから揚げを差し出した。

  「これ食べて」

  　うお。これだけのためにでも聖九高校セクコーに潜入してよかった。しみじみと感激が胸に染み渡る。しかし、食べるにはマスクを外さなくてはならない。マスクを外せばバレるリスクは高まる。どうしようかと躊ちゆう躇ちよしていると、るりが怒ったように頬ほおを膨ふくらませた。

  「るりの手作りは食べる気がしない?」

  （て、手作りですと!?）

  　それならば、断るわけにはいかない。それに、さっき胸を触られても気がつかれなかったんだ。なんとかなるだろうと腹を括くくると、マスクを外した。

  「はい、あーん」

  　るりの声に合わせて顔を近づけ、箸はし先さきのから揚げを唇くちびるで受け取る。噛かみ締めるとジューシーな肉にく汁じゆうが溢あふれてきた。

  「美お味いしい?」

  　珍しくにこりと微ほほえ笑んだるりの顔に、心臓がぐっと掴つかまれたようにときめく。脳のう震しん盪とうを起こすほどに首を縦に振る義経にるりが唇を突き出してきた。

  「そっか。じゃあ、やっぱり返して」

  　返してって、どういうことだ?

  　混乱する義経にるりが催さい促そくするように唇を寄せる。

  「はい、あーん」

  （いや、あーんとか言われても……もう噛かみ砕いちゃってるし）

  　どうしたものか困っていると、るりは義よし経つねの後頭部を強く掴つかんで顔を引き寄せて素早く唇くちびるを重ねてきた。

  （な!　こ!　や!　え!　う!　いいいいいいいいい？！！！！）

  　驚きで目を見開いている義経の口の中にるりの舌が差し込まれる。

  「ちゅむっ、うん、ちゅぱぁっ」

  　ぬめりとした柔らかな粘ねん膜まくが義経の咥こう内ないを這はいまわり、口の中からから揚げを強奪したかと思うと抜かれた。

  （いまのは……キ、キ、キ、キス!?）

  　柔らかでふわりとした唇の感触どころか、もう少しアダルティーな舌の感触や甘い唾だ液えきの味までも余韻が残っている。

  「ホントだ、から揚げ美お味いしい。次は何食べる?　……あれ、顔が赤いけどどうかした?」

  　るりが唇を手の甲で拭ふくと、弁当箱を差し出しながら言った。

  「いつもは、るりたち、もっとすごいコトしてる」

  （でえええええ?　マジで?　でもちょっと怖ええ!　なんか怖くなってきた!）
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  　午後のＨＲはまるで身が入らなかった。

  　何な故ぜにキスをしてきたのか、女子校ではそれがフツーなのか。まさか女子校にまつわる都市伝説のひとつ、レズ的な何かなのか。この疑問がぐるぐると頭の中を駆け巡るとともに、ふとした拍子に蘇よみがえってくるのは昼休みの濃厚キス祭りで味わったるりの唇くちびるの感触。

  　余韻醒さめぬまま放課後を迎え、ぼんやりと机の中の教科書を鞄かばんへと仕舞っている義よし経つねのもとに、るりが寄ってきた。思わずビクリと身体からだを震ふるわせてしまう。しかしるりは昼休みのことなど何もなかったような涼しい顔で言った。

  「部室行くよ」

  「ああ、うん」

  　またもや早足で教室を後にするるりに置いていかれないよう、急いで鞄を持つと後を追う。

  　そういや、ぽんの入っているのはいったい何部なのだろうか。やたらと夢中のようなので、何部なのかと何度か問うたことがあるが、いつも秘密にして教えてくれないからずっと気にはなっていた。どうやら文化系であることは確かなのだが、しかし、小説を書いたり植物について調べたり星を観察したりしている形跡はない。音おと崎さき教諭の言っていた、あの「セク研」という言葉も気になる。

  　聖九高校セクコーであるから当たり前といえば当たり前だが、どうしても、思春期の男子としては「セックス研究部」を連想してしまう。

  　けれど、まさか。聖九高校のような超お嬢さま学校にそんな部活があるわけはない。けれど、ぽんの徹底した秘密主義と相まってどうにもこうにもモヤモヤとする。その疑問が今日、ついに解決するチャンス。否いや応おうなく期待に胸が高鳴る。

  （それに、部員がやたらと美人揃ぞろいなのも魅力的だよなぁ）

  　るりをはじめとする３人の少女を思い浮かべると、心がウキウキと弾む。

  （もっとも、俺おれはるりちゃんが一番だけどね。けど、るりちゃんはきっとレズ……）

  　レズであるなら、義経にチャンスはない。落胆の気持ちで思わずため息をつくと、るりが指を絡ませてきた。しかも、互いの指が交互に交差するラブ繋つなぎだ。

  （ああっ、や、やっぱりだ……）

  　すると、るりがいたずらっ子のような表情を浮かべて義経の顔を覗のぞき込んだ。

  「今日はいつもとちょっと違うね?」

  （な、何が!?）

  　義経とつないだ手を、るりはぶらぶらと揺らすと耳元で囁ささやく。

  「いつもよりも頼もしく見える。いつもは可愛かわいい系だけど今日はかっこいい系。もしも中なか山やまさんが男だったらるりは付き合いたいって思うかもしれない」

  （ええっ、それってどういうこと?　男だったらっていうことはレズじゃないってことだよな。だったら昼休みのは?）

  　混乱で頭の中がぐるぐる回る。そんな義よし経つねをくすりと鼻で笑うと、るりは握り締めた手に力を入れて駆け出した。

  「さぁ、楽しい部活の時間だよ」

  

  　るりに連れられて着いたのは、昼休みにお弁当を食べた中庭からさらに奥に進んだ森の中に鎮ちん座ざする洋館だった。

  　辺りには花が咲き誇り、むっとむせ返るような青草と土の匂においが立ち込めている。

  　部室といっても、ぱっと見は豪ごう奢しやな洋風の邸宅。しかも、いくつかの部活がまとまって入っている部室棟ならばわかるが、入り口に「聖せい・九くの宮みや学園高校理念研究部」と書かれたプレートが下がっていることから、どうやらこの館やかたは専用らしいことが窺うかがえる。

  （しかしなるほどな。『聖・九宮学園高校理念研究部』を縮めて『セク研』か。これまた誤解されやすそうな名前に略したな）

  　しかし、聖九高校セクコーは超箱入りのお嬢さま学校。だからむしろ、なんの悪気もなくセク研などと略してしまえるのかもしれない。

  「今日の活動は何かな」

  　るりが細かな彫刻細工の施ほどこされたドアを開けると、まるで別世界が広がっていた。

  　何な故ぜ、ぽんがセク研に、あれほど夢中になっているのだろう、という疑問の答えは部室内を見た瞬間に氷解した。

  　超乙女おとめ趣味。

  　どこもかしこもピラピラして小花柄がらが散っていて、まるで童話や古い映画のような佇たたずまい。ピンクだとかレースだとか可愛かわいいものに目のないぽんがいかにも好きそうな設しつらえ。

  　あの少女趣味のぽんからしてみれば、この空間に身を浸ひたせるというだけで、満足に違いない。

  （俺おれ的にはこんなフリフリしい空間、超落ち着かないけどな）

  　唯一、義経の興味を引いたのは、壁に沿って設置されたテレビモニターで、この大画面で映画でも見たらさぞかし迫力があるだろうなと羨うらやましく思う。

  「御機嫌よう」

  　部屋の中には、午前中に音楽室で見かけた那な美み香かと、化学室で話した藍あい斗とがいた。

  「あら、ぽんさん……ちゅぷっ、お身体からだの加減は、ちゅぽっ、いかがですか?」

  　義経のマスクに目を止めた那美香が、棒付きのキャンディーを咥くわえしゃぶりながら、心配そうに眉まゆをひそめる。

  「ゴホンゴホン」

  　咳せきで返事をしながらも、だらしなく口を半開きにしてキャンディーを貪むさぼるようにしゃぶる那美香の妙に艶なまめかしい姿に、義経の股こ間かんがきゅわんと痺しびれた。

  （うおお。なんて悩ましい姿っ）

  　たった二歳年上とは思えないほどに発育したバストは、夏服のブラウスをむっちりと押し上げているだけでなく、ボタンとボタンの間に隙すき間まさえ生んでいる。

  （ブ、ブラチラしそう）

  　義よし経つねの視線に気がついた那な美み香かがキャンディーを差し出した。

  「味見いたしまして?」

  （間接キス!　間接キス!　ああ、胸がきゅんきゅんする。やっぱり俺おれはこのくらいの刺激が……）

  　マスクを外してそっと口をつけると苺いちごの甘酸っぱい味が口の中に広がった。

  「キャンディーは喉のどにいいですのよ。お風か邪ぜでしたらそのままどうぞ差し上げますわ」

  （ああ、なんておしとやかで優しい人なんだ。しかも、ナイスバディ。理想の彼女かも……）

  　口内を満たしていく甘味にうっとりと浸ひたっていると、藍あい斗とが鞄かばんの中から何か服や下着のようなものを取り出して、机の上へと並べた。

  「さぁ、いつまでもアメなんてしゃぶってないで、部活を始めるわよ。さ、みんな、好きなのを選んで頂ちよう戴だい」

  　急せかされるがまま、慌あわててキャンディーを噛かみ砕くとマスクをかけなおす。色、質感ともにさまざまな布切れの置かれた机の上は、ファッションショーでも始まるかのような様相だ。

  「さぁ、パジャマにネグリジェ、そしてランジェリー。皆が寝ている時に身に着けているのに、一番近いものを選びなさい?」

  　藍斗は賢そうな目を好奇心できらりと光らせると両手を広げた。

  （寝てる時に一番近いって……これって何部?　まさか昼寝する部とか?）

  　混乱の中で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている義経に藍斗が苛いらついた声をあげる。

  「もうっ、どうせ聞いても理解できないくせに、今日の実験は何か、とか思ってるんでしょ。あのね、いい?　今日の活動は『脳派とエクスタシー』よ。脳にはね、いくつかの波があるの。たとえばベータ波、アルファ波、シータ波、デルタ波なんかよ。日中、人間の脳が活動している時はベータ波が優位。リラックスすると出るのがアルファ波。ここまでわかったかしら」

  　理念研究部とやらは、何やら学術的な研究をする部活らしい。なんだか意外に思う。

  　ぽんって化学とか物理とか生物学とか確か苦手なはずだったけど。

  「そして、シータ波。これは、深い瞑めい想そう状態の時に出る波で、この波には女性ホルモンのひとつであるデヒドロエピアンドロステロンを高める効果があるといわれているの。このデヒドロエピアンドロステロン、略してＤＨＥＡは女性がエクスタシーに到達した時にも出る物質なの」

  （……エクスタシー?）

  「おせっくす中にイクということですわ」

  　すかさず那美香が口を挟む。

  （なるほどそれはわかりやすい説明……っておい。おセックス?）

  　理解できないでいる義よし経つねにさらりとるりが言う。

  「セク研はセックスの研究をする部活」

  「セックスの研究をする部活ぅ!?」

  　思わず声をあげてしまった。しかしそれほどの衝撃なのだから仕方がない。

  （なんてこった!　理念なんちゃらはカモフラージュで実際のところ、まじでセク研なんじゃねぇかよ……花も恥じらうお嬢さまたちがセックスの研究って……）

  　驚きに目を丸くしている義経に、藍あい斗とは何を今更と呆あきれた表情を浮かべると、またもや流りゆう暢ちように話し出す。

  「さぁ、先を続けるわよ。このＤＨＥＡは、脳の中の『中隔核』と『内側視索前野』っていう性反応を支配する中枢を刺激することがわかってるの。そして、ＤＨＥＡの分泌量が少ないと、不感症になるの。それじゃあ、まずいでしょ。だから、今日の部活はヨガでＤＨＥＡをドバドバ増やしちゃいましょう、っていうわけ。で、ヨガに一番必要なのはリラックスできる環境。リラックスといえば寝ている時……というわけで皆、家で着ているのに一番近いパジャマを選びなさいっ」

  （わ、わからねー、さっぱりわからねー。シータもＤＨＥＡもよくわかんねーけど、セックスってのがさっぱりわかんねー）

  　しかしわからないのは義経だけのようで、るりはクマを象かたどった着ぐるみを選ぶとその場で着込み始めたし、那な美み香かはロング丈たけのゆったりとしたネグリジェ片手にううんと唸うなり声をあげている。

  「さぁ、ぽん、貴女あなたは……これなんかどう?」

  　机の上には、寝巻きに交じってシルク地のガウンのようなものやハイレグ水着のような形のもの、ほぼ下着かというものまである。何を手渡されるかと戦おののいたが、藍斗が差し出したのはごくごく大人しい薄うす桃もも色いろのギンガムチェックのパジャマだった。

  「ほら、ぽんが好きそうでしょ?」

  　確かにぽんが好きそうな代しろ物ものだ。義経的にはピンクなんて気恥ずかしいが、この「セク研」といういかがわしい名前の部活で、具体的にこれから先何がおこなわれるかを知るためにも、いまここでこの場から逃げ出すわけにはいかない。パジャマを受け取ると、着替えるためにそそくさと隣の部屋へと向かった。

  

  　着替え終えて元の部屋へと戻った義経は、皆の格好に一瞬言葉を失った。

  「このシャツ、ちょっと小さいわね、失敗したわ」

  　ぶつぶつと不満を漏もらしながら裾すそを引っ張っている藍斗は、男物のワイシャツ一枚。股また下したぎりぎり丈のため、すらりとした太ももが付け根の寸前までむき出しになっている。

  「着ぐるみは暑いからやめた」

  　クマのぬいぐるみを胸の前で抱いて微笑ほほえむるりはシースルーのベビードール姿。

  　キャミソール型でスリップのような形状をしているが、前部は胸のリボンで留められているだけでへそもパンティーも丸見えだ。

  （ひょっとしてそれ、リボンを解ほどいたら大変なことになっちゃうんじゃ）

  　あんぐりと口を開あけているぽんの背後から、おっとりとした声が響く。

  「やっぱりこれが一番落ち着きますわ」

  　なんの気なしに振り返った瞬間、まるで頭の後ろを鈍器で思い切り殴なぐられたような衝撃が義よし経つねを襲った。

  （どわ─────っ、ぜ、全裸）

  「わたくし寝る時は、シャネルのNo.５しか身に纏まといませんの」

  　まるでヴィーナスの誕生のようなポーズで、手と髪の毛だけで胸とアソコを隠している那な美み香かに反応して下半身が起立する。

  　やばい。生き地じの薄いパジャマではそのふくらみはクッキリハッキリモロバレ。慌あわてて腰をひくと、さりげなく手を股こ間かんの前で組み揃そろえて誤ご魔ま化かす。

  「那美香お姉さまは相変わらずダイナマイト」

  　るりが那美香の元へと駆け寄り、バストを人差し指でちょんちょんと突き刺した。
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  「いやぁん、くすぐったいですわ」

  　那な美み香かが身をよじらせると、ずっしりといかにも重そうな下乳がふるふると揺れる。

  （さ、触りてぇ……いや、ちょっと待て。今の俺おれはぽんということになってるわけで、だったら無邪気を装って触っても大丈夫なんじゃないか?　現にるりちゃんだって触ってるし……よしっ）

  　義よし経つねはさりげなく那美香の側そばへと近寄ると、るりを真ま似ねて人差し指を突き出す。那美香の胸へとそろそろと指を伸ばすと、指先がぷにりとした乳肉に沈み込んだ。

  （すげぇ、なんだこれッ!）

  　柔らかでありながらも、指を押し戻すかのような瑞みず々みずしい弾力。指先に力を入ればまるで包み込むようにへこみながら、ふるふると出来立てのゼリーのように揺れる。

  「どうしました、ぽんさんから触ってこられるだなんて、珍しいですわね。せっかくでしたら指先ではなく、手のひらで触ってもよろしいですわよ?」

  　那美香は義経の手を取ると、自分の手を重ねて自みずからの左乳へと導いた。

  （おわっ……な、なんだこれ）

  　ずしりとした重量に、しっとりと吸いつくような肌感が義経の手のひらに広がっていく。

  「うふん。ぽんさんの手、気持ちいいですわ」

  　那美香が微かすかに震ふるえる唇くちびるから吐と息いきを漏もらした。ピンク色の乳輪の真ん中の小さな突起がピンと勃たち、ヒクヒクと疼うずいている。

  （こ、このボタンが俺に押してくれと言っている……）

  　硬くしこった乳首をそろそろと人差し指でそっと触れると、那美香はビクンと身体からだを仰のけ反ぞらせた。

  「あ、あん。なんだか今日のぽんさんはヘンですわ。いつもよりも積極的……」

  （ダメだ!　俺の中の何かが崩壊寸前だ……。もうメルトダウンで爆発カウントダウン……）

  　押してはいけない核の最終ボタンを押してしまった義経が、現実感を喪失するのと反比例して、那美香の吐息はだんだんと荒くなっていった。

  「ああ、ぽんさん、なんか今日は、あんっ、すごっ、すっごいですわ。ああっん、なんですの、これ。あひゃあんっ」

  （す、すげぇ!　でもやばすぎるって!　あ、また、キャパシティオーバーの予感。ってダメだ、ここで気を失うのは絶対ダメな気がする）

  　義経の胸の中に歓よろこびが沸わき起こってくる。半なかば我われを忘れて乳首を引っ張り上げようとすると、素早く何者かの手が割って入った。

  「……何してるのよ」

  　手の主は藍あい斗とだった。しかも、顔には怒りを滲にじませている。

  （ヤベ。そりゃあ、部活中に人の乳なんて揉もんでたら怒られるよな）

  　義よし経つねがペコペコと頭を下げると、藍あい斗とは無言でぷいと顔をそらして那な美み香かに向き直った。

  「那美香、全裸もいいけど、これからヨガをするのよ。その格好じゃ、気になってできないんじゃない?」

  「わたくしは気にしませんわ。それにこの格好が一番リラックスできますの」

  「……まったくもう。勝手になさい。じゃあ始めるわ。まずはみんな、床に座って。ウォーミングアップしましょう」

  （ええっ。その格好でヨガ?　マジかよ）

  　ヨガといえば反そったり伸びたりだけでなく足を上げたり開いたりのポーズをするはずである。それを全裸でやったりした日には……、全部見えちゃうじゃねーか。

  「さぁ、二列に並んで」

  　那美香とるりがさっと後ろに下がる。

  （あ、後ろ行っちゃった。ああ、真後ろには、全裸のナイスバディ女子校生が……振り返れば乙女おとめのあらぬところが丸見え、超見たいけど、見たらもう戻れなくなる……）

  　心中、落胆と安あん堵どの入り交じった複雑な思いの義経の隣に藍斗が並ぶと、リモコンでＣＤコンポの電源を入れた。インドっぽいムーディーな音楽が流れ始める。

  「まずは床にうつ伏せに寝そべって足を伸ばして。手は胸の横で床を押さえて」

  　言われたままのポーズを取ると、股こ間かんが床に当たった。さっきの乳ちち揉もみで半はん勃だち状態のさきっぽが絨じゆう毯たんに擦こすれて脳のう髄ずいに痺しびれが走る。あまり刺激を与えないように腰を浮かせていると、藍斗が義経の腰をぐいと押して床にぴたりとくっつける。

  「ぽん、真ま面じ目めにやって頂ちよう戴だい。さぁ、そのまま手で前に一歩匍ほ匐ふく前進、その次は後ろに下がってー」

  （こ、これは同じクラスの奥おく宮みやが言っていた床オナニーじゃないか。だぁっ、やばい、フル勃たちしてしまう）

  「はい、繰り返してー。前後前後前後前後」

  「おっぱいが揺れて少しやりづらいですわ」

  「るりは胸のリボンが邪じや魔ま。だから解ほどいちゃおう」

  （うおっ、お、おふたりさん何を言ってらっしゃるんですかっ）

  　ばさりという衣きぬ擦ずれの音とたぷんたぷんという乳房が揺れる音が聴覚を刺激し、床との摩ま擦さつが触覚を刺激する。

  （や、やべぇ、どんどん硬くなってきた。ゴンタの顔、ゴンタの顔）

  　必死に飼い犬の不細工な顔を思い出して静めようと試みるものの、部室に充満していく甘い汗の匂においが義経の快楽神経をチリチリとくすぐる。しかも皆の荒い息は、クラスでこっそり回覧されたアダルトＤＶＤで見たあの時の声にそっくりだ。

  「ああっ、10……９、８、７……」

  　人生で最も辛つらいカウントダウンが終了した時にはパンティーの前部がしっとりと湿しめってしまっていた。

  （な、なんなんだ、この部活）

  　床にぺたりと座り込んで息を整えていると、藍あい斗とが立ち上がった。

  「休んでる暇ひまはないわよ。さぁ、さっさと立ち上がる。今度はゆっくりと前傾して」

  　藍斗に指示されるままに身体からだを倒していく。

  「水平を通過して股またの間に顔を」

  （こ、これは……後ろが見えてしまうではないか）

  　この状況で那な美み香かのモザイクなしのアレなど見てしまった日には、フル勃ぼつ起きどころか、爆発もありえる。慌あわてて目を瞑つぶろうとしたところで、ふと気がついた。

  　身体の正面が前を向いているこの体勢なら、うっかり勃たたせてしまっても後列の那美香はもちろんのこと、誰だれにもバレないんじゃないだろうか。

  　よし。

  　思い切って目を開あける。

  （……ありゃ?）

  　那美香も同じく前傾ポーズを取っているため、かろうじてお尻しりこそ見えるものの、肝心な部分はまったく見えない。

  （せ、せっかく勇気を出したのに……）

  　落胆したところで、おもむろに那美香が上半身を上げて姿勢を元に戻した。

  　で、でけ。

  　最初に目に入ったのは大きなバスト。

  　片手では到底、包み込むことなど不可能な横綱級サイズのまるびたふくらみは、重力の法則など知らぬとばかりにつんと吊つり上がり、その先端では可か憐れんな蕾つぼみが淡く色づいている。

  　その下のウエストは食べたものはいったいどこに消えてしまうのだろうかと悩んでしまうほどに細く、優雅なカーブが豊満な臀でん部ぶへと続く。むちりと肉の詰まった太ももの真ん中には、ふわりと薄い和にこ毛げ。まるでギリシャ彫刻と見まがうような、過剰に発育したバディに目が釘づけになっていると、視界が赤く染まった。

  「あら、鼻血ですわ」

  　那美香がバストをぶるんぶるんと揺らしながら近寄ってきた。

  「ホントだ。大出血」

  　るりまでもが駆け寄ってくる。その拍子にぴらぴらとリボンが解ほどけたベビードールの前身ごろがはためいて可憐なバストが露あらわになった。

  「お、おっぱいがいっぱい?」

  　前傾姿勢で硬直したまま呟つぶやく義よし経つねの股こ間かんが誰かにぎゅっと掴つかまれた。

  「ちょ、ちょっと、なぁに、ぽん、こんなところにいったい何仕込んでるのよ」

  　藍あい斗とが不思議そうに義よし経つねの股こ間かんを指先でつんつんと突ついている。

  「あ、藍斗さん、そ、そこはだめぇえええええええ」

  　どこかで聞いたようなセリフを漏もらしながら、義経はその場にばたりと倒れ込んだ。

  

  「はぁ……はぁっはぁ……」

  　何やら切羽詰まった荒い吐息で目を覚ました。

  　あれ、ここ、どこだっけ。

  　見覚えのある天井だ。けれど、家ではない。白い天井にそっけないむき出しの蛍光灯。鼻を刺激する消毒薬の匂におい。そして下半身は、ふわふわとして温かな綿のようなものに包み込まれている。

  （っておいっ!）

  　音おと崎さき教諭が身体からだの上に圧のし掛かり、プニプニとしたおっぱいを義経のシンボルに押しつけているところだった。

  　白衣は肩までずり落ちているし、ニットは胸元までめくれ上がって、セクシーな黒いレースのブラジャーが丸見えという、教師にあるまじき格好だ。左手にはエチルアルコールと書かれた薬くすり瓶びんを持ち、ときおり口元に運んでは、ごくごくと飲み下している。

  　義経が意識を取り戻したことに気がついた音崎教諭は顔を上げるとニヤリと笑った。

  「ごくん、まだ腫はれているようだから、ごくごくっ、おっぱいで冷やしてみようと思ったんだが、ごくっ、ますます大きくなってしまったぞ?」

  　パンティーも露あらわに、ぶるぶると首を横に振る義経に、音崎教諭は不敵な笑えみを浮かべたまま、さらに双乳を寄せる手に力を入れてぐいとアレを締めつける。

  「だって先生は保健の先生なのだから、治療をするのは当たり前のことだ」

  　酒臭い息にとろんと眠そうな目。完全に酔っ払って理性をなくしているようだ。

  　火事場の馬ば鹿か力ぢからというのだろうか。それとも、酔っ払ったことで枷かせがとっぱらわれて普段以上の力が出ているのか、手足をバタつかせてなんとか逃れようとする義経を人間とは思えない怪力で押さえつけると、音崎教諭はハイヒールのままベッドに這はい上がり、義経の腰の上へと跨またがるとぺろりと舌なめずりした。

  （た、食べられる、本当に食べられる）

  　恐怖に戦おののきながらも、すっかり勃たちつくした義経のアレを股またの間に挟み込むと、ももで擦こするように身体を上下させる。悲しいかな、こんな状況だというのにむっちりした太ももに擦れる感触でたちまちに勃たってしまった。

  「んふふ。やはりな。さぁ、覚悟はできてるだろう?」

  　音崎教諭は股を少し広げると、その中心からにょきりと突き立ったアレをパンツの上から指先で擦こする。

  （ああ、食われる。神様ゴメンナサイ。ちょっとした出来心で女子校に潜入した俺おれに対するこれは罰ばつなんだ!　ああ!　ゴメンナサイゴメンナサイ！！！）

  「さぁ、早くそこに仕込んであるものを先生に……じゅるっ。こんなところでナマモノに会えるとは。しかも先生の大好きなビッグサイズではないか。よし。先生が今、楽にしてやるからな。こうなったアレは水で冷やすのが一番……ううん……ほら、ここに……水が……わからないか、先生の水浸しの……大洪水……だ……ぞ?」

  　突然、音おと崎さき教諭の力が抜けたかと思うと、そのまま義よし経つねの上にこてんと倒れ込む。

  「……先生?」

  　義経の胸元辺りに顔をうつ伏せている音崎教諭は、すっかり酔いつぶれて昏こん睡すいしているようだった。

  「ね、寝てる」

  　……助かった。

  　くうすかと寝息を立てる音崎教諭の目を覚まさないようにゆっくり身体からだを起こすと、逃げるように保健室を後にした。

  

  　目を覚ました音崎教諭が追ってこないかハラハラとしながらも、とにかく義経は走って逃げていた。

  　長い一日だった。全身を支配している疲労感に脚を引き摺ずりながら、金色に黄昏たそがれ始めた並木道を校門へと急ぐ。

  　憧あこがれのお嬢さま高校・聖九高校セクコーにせっかく潜入できたというのに、思い返せば不可解というか、変な思い出ばかりだ。

  （保健室はコリゴリだし、るりちゃんはレズっぽいし、那な美み香かさんは全裸だし、藍あい斗とさんは意味不明だし……結局セク研ってなんだったんだ?　とにかく女子校は怖い。ハレンチな先生や生徒たちがとにかくハレンチなことをしているハレンチ学園なんだ!　知りたくなかった!　知りたくなかった!）

  　夢中で走る義経の耳に、その時、どこからか女の子の声が聞こえたような気がした。

  　耳を澄ますと義経の名前を呼んでいるようだ。

  （あれ、どこだ?）

  　振り返って、部外者の侵入を固く拒むかのような強堅な造りの校舎に目をやると、三階の廊ろう下かの窓からるりが顔を出して手を振っていた。

  「中なか山やまさーん。ばいばーい。遊べて楽しかった。また、来てねー」

  （また、来てね……?）

  「また、明日」とかならともかくなんだかヘンな挨あい拶さつだ。不思議に思いながらも、手を振り返すと、るりはもう一回大きく手を振り、あっという間まに姿を消してしまった。

  　そのあっけなさに妙な寂しさを覚える。

  　唇くちびるに指先をあてると、るりの唇の感触を思い出す。甘い唾だ液えきと柔らかな舌。

  （たまに……たまにはぽんのふりして学校に来たりとかしようかな）

  　その時、携帯電話のメール着信音が響いた。

  　鞄かばんから取り出して中を見ると知らない相手からのメールが着信していた。アドレスがsekuken@ だから、あの三人のうちの誰だれかだろう。

  （誰からかな……けど、なんで俺おれのメルアド知ってるんだろう）

  　疑問に思いながら本文を開く。

  「義よし経つねくん。女装、似合ってたよ。音おと崎さき先生に食べられちゃった?　気をつけてね♡　また遊ぼうね　るり」

  　ええっ、バレてたの?

  　ひやりとしながら、添付されていた画像データを開く。

  　すると、そこに映っていたのは、保健室で音崎教諭に跨またがられている自分の画像だった。

  

  　……やっぱり女子校はもうこりごりだ。
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   保健室にて

  

  音おと崎さき「宮みや家け、素晴らしい本を入手したぞ。ほら、見ろ」

  るり「『肉体改造マニュアル』?」

  音崎「そうだ!　ここに憧あこがれのロボトミー手術の方法が!」

  るり「（ぺらぺらとめくりながら）改造といってもこれは身体からだを鍛きたえるための本。むしろ那な美み香か先輩の領域」

  音崎「なぬっ!?　改造人間を作るための書ではないとな」

  るり「うん、ただ身体を鍛える方法を大げさに書いているだけ」

  音崎「ぐぐぐ。なんと紛まぎらわしい。誇大広告でジャロに訴えてやる!」

  るり「おや、こっちは?」

  音崎「こっちこそが、ロボトミー的人体改造の写真集だ!　見てみろ!　角つのが生えてるんだぞ!?　すごいだろ!」

  るり「先生、これはモディフィケーションというもので、『人体改造』じゃない。正しく言うと『身体改造』。角ではなくシリコンが埋め込まれているだけ」

  音崎「……」

  るり「ちなみに、正しく言うと、美容整形や臓器移植を『人体改造』、そしてピアッシングやタトゥーを含む身体の加工の総称を『身体改造』という。ちなみに那美香お姉さまの好きなボディビルは『肉体改造』」

  音崎「くっ……おぬし、詳しいな」

  るり「ふふん。嗜たしなみ」

  音崎「クソおおっ」

  るり「あれ、これは?　ブラッ●ジャッ●?」

  音崎「そうだ!　先生のバイブルだ!　こんなえぐい漫画はないぞ!?　先生が宮家くらいの年の頃ころ、両親に隠れてこっそりと読んだものだ」

  るり「ブラッ●ジャッ●はエグくない。むしろ、聖九高校セクコーの図書館にもある」

  音崎「う、嘘うそだっ!　こんな禁断の書が図書館だなんて、けしからんっ！！！」

  るり「けしからなくない。むしろ不朽の名作。テレビアニメでもやっていた」

  音崎「あ、アニメだと……時代は変わったのだな（涙）。しかしな、実は先生は、この漫画を読んで憧れて先生になったのだ」

  るり「……?　それならば、医者になるのが普通では」

  音崎「こらっ、気の毒そうな目で見るな!　今の生活だってそこそこ楽しいぞ?　毎日、注射を打てるしな」

  るり「負け惜しみ」

  音崎「負け惜しみ言うな!」

  るり「あれ、この本は?『男が喜ぶ絶品つまみ』って。これは……?」

  音崎「だっ、そ、それはダメだっ!　ただたんに自分で飲む時に作る用であって、決して男性のために作るとかじゃないからな!」

  るり「あ。こんなのも。『男を落とす99のテクニック』」

  音崎「う……あ……死」

  

  



  
    了
  


  



  


   あとがき

  

  　こんにちは。大おお泉いずみりかです。

  　このたびは本書『セク研! ２』をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

  

  　さて、突然ですが、皆様は、野原や空き地などに落っこちている『エロ本』を発見したことはあるでしょうか。

  　実は、あの「落ちているエロ本」の正体は妖精。

  　だから、心が純粋な子供のうちには見えるけれども、大人になると見えなくなってしまうそうです。

  　なるほど。言われてみれば、昔はよく見つけたものの、最近は私の前にあまり姿を見せてくれません。

  　あれー。私も大人になっちゃったのかなぁ、と思って汚れつちまつた悲しみにいたいたしくも怖おじ気けづいていた先日のこと。

  　ゴミの日にどっさりと男性向けグラビア誌が捨ててあるのを発見。

  　妖精さんが姿を変えて帰ってきた！　もちろんのこと嬉々として……（以下省略）。

  　というのは置いておいて。

  

  　この妖精さん未満（見習い中）をお買い上げの方、どうもありがとうございます。

  　どうか妖精化させないよう読み終わった後も、大切に書棚にしまっておいてくださいね。

  　あ!　自分の本をエロ本だって言っちゃった!

  

  　さて。

  　今回も、素敵なイラストを描いてくださった相こも音ねうしおさま、どうもありがとうございました。毎回毎回、エロ可愛かわいいイラストににんまりしております。

  　そして、担当編集の☆さん。いつも励ましてくれてありがとう。おせっくすの研究に熱心に励んだ結果、最近３人目のお子様が生まれたそうです。このスケベ!

  

  　そして最後に、もう一度。この本をお買い上げいただいた皆様に感謝の気持ちを。どうもありがとうございました。また近いうちにお会いしましょう!

  



  
    ９月某日　大泉りか
  



  大泉りか

  Rika Ohizumi

  

  昔、某スナックでバイトした時のこと。店員(女性)と客(男性)とで野球拳をやろうという話に。しかし、何が憑いていたのかまさかの10人抜き。一枚も脱げずに客席はどっちらけ。ＡＫＢならセンター余裕だったのに!?
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